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この報告書 は,日 本 自転車振興 会か ら競輪収 益 の一部で あ

る機械工業振興 資金 の補助 を受 けて昭和58年 度 に実施 した

「海外 におけ る情 報処理お よび情 報処理産業 の実態調査 」の

一環 と して と りまとめ た ものです。
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序

当協 会 は,わ が 国 に お け る情 報 処 理 産 業 の発 展 に 資 す るた め,昭 和43年 以 来,

毎年 海外 に調 査員 を 派 遣 し,ア メ リカお よび ヨー ロ ッパ諸 国 に お け る情 報 処 理 関

係 の諸 問 題 の実 態 を 明 らか に して ま い りま した 。本 年 度調 査(ア メ リカ班)は,

デ ー タベ ース,衛 星 通 信,VAN(付 加 価値 通 信 網),テ レテ キ ス トな ど,今 後

の情 報 処 理 及 び利 用 の 高 度 化 を促 す 諸 要 因 に つ いて,そ の動 向 を 調査 す る こ と と

し,関 連 の国 際 会 議 へ の 参 加 を あわ せ,先 進 的 な 大 手 ベ ンダ ー,政 府 機 関,ユ ー

ザ ーな ど10か 所 を訪 問 し,調 査 い た しま した 。

こ こに そ の結 果 を と り ま とめ,海 外 の情 報 処 理 に 関 心 を もた れ る方 々 の ご参 考

に供 した い と思 い ま す 。

な お,本 調 査 実 施 に 当 た って,ご 支 援,ご 協 力 を 賜 った 調査 訪 問 先等 関 係 各 位

に対 し心 よ り感 謝 の意 を 表 します。

昭和59年3月
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調 査 の 概 要

1.目 的

海外諸国 におけ る情報処 理お よび情報処理産業 にっ き,そ の実態 を調査す ると

ともに各国で の発展 の背景 と今後の動 向を把握 し,わ が国 における情報処理 およ

び情報処理産業 の発展 に資す る ことを 目的 とする。

2.調 査事項

米国 における情報処 理関連技術発展 と利用の高度化

3.調 査時期

昭和58年10月9日(日)出 発

昭和58年10月22日(土)帰 国

4.調 査 機 関

・MeadDataCentral(デ ー タ ベ ー ス ・ サ ー ビ ス)

・ThePortAuthorityofNewYork&NewJersey

(ニ ュ ー ヨ ー ク/ニ ュ ー ジ ャ ー ジ 州 港 湾 局:テ レ ポ ー ト計 画)

・UnitedStatesPostalServiceINTELPOSTServiceCenter

(電 子 郵 便 サ ー ビ ス)

・Standard&Poor'sCorporation(デ ー タ ベ ー ス ・ サ ー ビ ス)

・INFO'83(国 際 情 報 管 理 展 示 会/会 議)

・SatelliteBusinessSystems(衛 星 通 信 サ ー ビ ス)

・GTETelenetCommunicationsCorporation(VAN)

・KCET/LosAngeles(テ レ テ キ ス ト ・ サ ー ビ ス)
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・SecurityPacificNationalBank(DBMSユ ー ザ ー)

・VisiCorp(マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 用 ソ フ ト ウ ェ ア)

・InformationAccessCompany(デ ー タ ベ ー ス ・ サ ー ビ ス)

5.調 査 員

笹嶋 以左秩

宗 像 徳 英

郵政省簡易保 険局電 子計算業務課 システム開 発 室 室長補佐

システ ム計 画官

当協会技術調査 部調査課主任部員
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1本 論





は じ め に

情 報 処 理 の 高度 化 は,ま さに 日進 月 歩 の 勢 いで進 展 して い る。 特 に コ ミュニ ケ

ー シ ョ ン技 術 と結 び つ く こ とに よ り
,そ の 高度 化,複 雑化,広 域 化 に拍 車 が か け

られ て い る。 いわ ゆ るニ ュ ー メデ ィア と呼 ば れ る新 しい電 気 通 信 メ デ ィア そ して

これ に の る各 種 の新 サ ー ビス は,産 業 構造 の変 革 を 伴 う大 き な イ ンパ ク トを持 つ

と さえ言 わ れ て い る。

情 報 処 理 の最 先 進 国 で あ る米 国 に 於 て は,わ が 国 で 今後 発 展 が 予想 あ る い は期

待 さ れ て い る様 々 な サ ー ビスや メ デ ィアが実 用 化 さ れ,ま た よ り高 次 の発 展 を と

げ よ うと して い る。 今 回 の 米 国調 査 は,こ う した観 点 か ら,様 々な機 関 を 調 査 す

る こと と した。

米 国 に比 べ わ が 国 が 遅 れ て い る と指 摘 され て い る もの の1っ に,デ ータベ ース ・

サ ー ビス が あ る。 これ は,わ が 国で利 用 で き る デ ー タ ベ ー ス679種 の うち 国 内

で 作 られ た もの は わ ず か157種 しか な い こ と,ま た 市 場 は 米 国 が オ ンラ イ ン ・デ

ー タベ ー ス ・サ ー ビスだ けで2
、880億 円(82年)で あ るの に対 し日本 は バ ッチを

含 め て も523億 円 に す ぎ な い とい うこ とか らも明 らか で あ ろ う。

今 回 の調 査 で は,デ ー タ ベ ー ス の プ ロデ ューサ ー と して名 高 い3社 を訪 問 した。

フル テキ ス ト(全 文 情 報)デ ー タベ ー スのMeadDataCentral(ニ ューヨーク) ,

イ ンデ ッ クス(索 引)デ ー タベ ー スのInfomationAccessCo.(カ リフォルニ

ア州 メ ン ロパ ー ク)そ して 企 業 情 報 デ ー タベ ー スのStandard&Poor's(ニ ュ

ー ヨ ー ク)で あ る。

電 気 通 信 サ ー ビスで は,衛 星 通 信 分野 で の彼 我 の 差 が 指 摘 され て い る。 わ が 国

で は,CS-2で よ うや く衛 星 通 信 時代 の幕 が 開 け られ た段 階 だが,米 国 で は ,商

業 通信 衛 星 が 数 多 く打 ち上げ られ,様 々 な サ ー ビスが提 供 され て い る。 訪 れ た の は,

カス トマ ーの構 内 に 直接 地 上 局 を設 置 す る と い う方 式 で 話題 を ま き ,ま たIBM,
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ComsatGenera1,AetnaLife&Casualtyと い う設 立 パ ー トナ ーの顔 ぶ れ

で も有 名 なSBS(SatelliteBusinessSystems)社 で あ る 。

衛 星 通 信 で は,地 上局 は特 定 の 衛 星 と対 応 して い る。 っ ま り,A社 の衛 星 通 信

サ ー ビス はA社 の 地 上局 を 介 さな けれ ば な らず,必 要 な回 線 が得 られ な い 場 合 は

B社 の地 上 局 か らB社 の 衛 星 ヘ ア ク セ ス しな けれ ば な らな い 。 この 不便 を解 消 し,

1つ の地 上 局 か らどの 衛 星 へで もア ク セ スで き る よ うに しよ う との考 え が 登 場 し

て き た。 ち ょ うど,空 港 へ行 け ば 目的地 まで 行 くどの 航 空会 社 の 便 で も利 用 で き

る とい うの と同 じ考 え方 だ 。 エ ア ポ ー ト(空 港)に 対 し,こ ち らは テ レポ ー トと

呼 ば れて い る。 ・

ニ ュ ー ヨー ク ,ワ シ ン トン,シ カ ゴな ど各 地 で テ レポ ー トの 建 設 が 進 め られ て

い る。今 回 訪 問 した の は,ニ ュー ヨー クの テ レポ ー ト計 画 の中 心 推 進 機 関,ニ ュ

ー ヨー ク/ニ ュー ジ ャー ジ州 港 湾局 で あ る。

電 気 通 信 分野 で は,VAN(付 加 価 値通 信 網)も 忘 れ る こ とが で きな い 。82年

10月 に 中小 企 業VANが 暫 定 的 に認 め られ た とは いえ,わ が 国 で のVANサ ー ビ

スの展 開 は これ か らが 本 番 。

VANサ ー ビス と して 最 も古 い歴 史 と,1,2を 争 う規 模 を持 つGTETele-

netCommunications社 へ の 訪 問 は,こ の よ うな経 緯 で行 わ れ た 。

情 報処 理 装 置 の 方 に 目 を転 ず る と,急 速 に その 能 力 を 増 大 させ 利 用 分 野 も拡 が

って い るパ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュー タが特 筆 され る。 中 で も,優 れ た マ ンマ シ ン ・

イ ン タ フ ェー ス機 能 を有 す る いわ ゆ る ス ーパ ー ・パ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュー タが 注

目さ れ て い る。XeroxのStarが その 鳴矢 と言 え るが,こ の機 能 を ソ フ トウ ェ ア

的 に実 現 しよ う とす る動 き も出 て い る。 マ ル チ ウ イ ン ドウ ・ソ フ トウ ェア と呼 ば

れ る ものだ 。 カ リ フ ォル ニ ア州 サ ン ノゼで 訪 れ たVisiCorpは,ス プ レ ッ ド ・

シ ー ト ・ソ フ トウ ェアで の成 長 の テ コに,こ の分 野 に最 初 に乗 り出 した企 業 で あ

る。

これ らの ほか,テ レテ キ ス ト ・サ ー ビス会社KCET/LosAngeles,電 子郵 便

サ ー ビス の米 国郵 便 事 業INTELPOSTサ ー ビス ・ セ ン ター,DBMSユ ーザ

ー4一



一と して のSecurityPacificNationalBankも 訪 問調 査 した
。 ま た秋 の情 報

処 理 関連 展 示 会/会 議 で は最 大 規模 と言 わ れ るINFO'83に も参 加 した 。

以 下 は訪 問 先 毎 に ま とめ た調 査 内容 で あ る。
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1.ミ ー ド ・ デ ー タ ・セ ン ト ラ ル 社

フ ル テ キ ス トのDBサ ー ビ ス

調 査 先

所 在 地

調 査 期 日

面 接 者

MeadDataCentra1

43rdFloor,PanAmBldg.

200ParkAvenue,NewYork,NY10036

(212)833-8560

1983年10月10日

Mr.F.D.Reed;Director,International

Deveiopment

Mr.AnthonySharp;Director,International

Operations

概 要

MeadDataCentralは,紙 製 品,パ ル プ な ど の 大 手 メ ー カ ーMeadCor-

poration(本 社==オ ハ イ オ 州 デ イ ト ン)の 子 会 社 で,本 社 は 親 会 社 と 同 じ デ イ ト

ン に あ る 。 訪 問 した の は ニ ュ ー ヨ ー ク 支 社 で,マ ン ハ ッ タ ン の 中 心 部 パ ン ナ ム ビ

ル の 中 で あ っ た 。

MeadDataCentralが デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス を 始 め た の は1973年,法 律

関 連 デ ー タ ベ ー スLEXISに よ っ て で あ る 。80年 に は,フ ル テ キ ス ト(全 文 情

報)の ニ ュ ー ス ・デ ー タ ベ ー スNEXISの サ ー ビ ス を 開 始 し た 。 更 に83年3月

か ら は,フ ル テ キ ス トの 特 許 情 報 デ ー タ ベ ー スLEXPATの サ ー ビ ス も 行 っ て い

る 。

同社 の デ ー タ ・ベ ー ス ・サ ー ビス で 特徴 的 な の は 昂1に フル テ キ ス トの 文献

情 報 で あ る と い う こ と,そ して第2に 検 索 用 の専 用端 末 の設 計 製 造 に至 る まで,
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全 て 自 らの手 で 行 って い る とい う こ とで あ る。 サ ー ビス は 月 曜 か ら金 曜 迄 は1

日23時 間,土,日 は14.5時 間 で,こ れ が1年365日 に わ た って続 け られ て い る と

い つo

セ ール ス ・オ フ ィス は,ニ ュー ヨー ク,ワ シ ン ト ン ,ア トラ ンタ,デ トロ イ ト,

ロサ ンゼ ル ス,サ ンフ ラ ン シス コ ,ダ ラス な ど全 米 各 地 に あ り,ロ ン ドン, .パ リ

の海 外 拠 点 を 含 め る とそ の 数 は30に 達 す る。 サ ー ビス地 域 は70都 市 を 数 え る。

従 業 員 は 全 社 で1.000人 弱,約 半 数 は マ ーケ テ ィ ン グや 教 育訓 練 要 員 等 で あ る

と い う。 デ ー タ ・エ ン トリ ー要 員 は約200人 程 度 との ことで あ った 。 全 従業 員 の

約 半 数 は本 社 及 び コ ン ピュ ー タ ・セ ン タ ーの あ る デ イ トンに配 置 され て い る。

サ ー ビス 内容

MeadDataCentralの サ ー ビ ス の 中 心 は,LEXIS,NEXIS,LEXPAT

の3っ で あ る 。

こ の う ちLEXISが 最 も 古 い 歴 史 を 持 ち,60年 代 後 期 に そ の プ ロ ト タ イ プ が

開 発 さ れ,73年 か ら サ ー ビ ス が 開 始 さ れ た 。77年 に は,早 く も 利 益 を 生 み 出 す に

至 っ て い る 。

LEXISは 法 律 関 連 の フ ル テ キ ス ト ・ デ ー タ ベ ー ス で,連 邦 法,連 邦 裁 判 例,

50州 及 び ワ シ ン ト ン特 別 区 の 判 例 法 が 蔵 め られ て い る ほ か,税,有 価 証 券,通 信,

労 働,貿 易 規 制,破 産,特 許,商 標,著 作 権,契 約 等 の 法 律 文 献 が 集 め ら れ て い

る 。 ま た,イ ギ リ ス のButterworth社 や フ ラ ン ス のTeleConsulteと の 提 携

に よ り,両 国 の 法 律 関 連 文 献 も模 索 で き る 。Shepard(McGraw-Hill社 の 一

部 門)と の 提 携 でShepard's,TheLawyersCo-operativePublishingCo.

と の 提 携 でAuto-Cite(共 に 法 律 デ ー タ ベ ー ス)の 模 索 も で き る 。 更 に,Mead

DataCentralの も う1つ の デ ー タ ベ ー ス,NEXISと も 接 続 さ れ て お り,利

用 が 可 能 で あ る 。

こ れ ら の 他 にLEXISは,80年7月 以 降 の 官 報,連 邦 政 府 に よ る 諸 規 制,連 邦

最 高 裁 に 提 出 さ れ た 弁 論 趣 意 書,Disclosure社 が ま と め た 約9,000社 の 有 価 証
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券 報告 書(証 券 取 引委 員 会 に提 出 さ れ た もの の抄 録),ブ リタ ニ カ百 科 事 典 な ど

広 汎 な デ ー タを有 して い る。

な お,イ ギ リス でLEXISサ ー ビス が始 め られ た の は80年,フ ラ ンス へ拡 張

され たの は81年 後 半 の こ とで あ る。

NEXISは,79年 後 半 か ら始 め られ た フ ルテ キ ス ト文 献 デ ー タベ ース ・サ ー

ビスで,一 般 及 び経 済 紙(誌),ニ ュー ズ レタ ー,通 信 社 よ りの配 信 情 報 な ど を

収 容 」て い る。

83年3月 にNewYorkTimesInformationServiceを 買 収 した こ とに よ

り,NEXISの サ ー ビス は一 段 と増 強 され た。現在 まで にデ ータベ ース に蔑 め られ

て い る情 報 は,記 事(ア ー テ ィク ル)数 に して510万 以 上,'文 字(キ ャラクター)

数 で は150億 以 上 に達 して い る と い う。

表1はNEXISに 収 容 され て い る情 報 源 で あ る。 新 聞 は概 ね77年 ご ろか ら,

雑 誌 は75年 ご ろか ら デ ー タ ベ ー ス化 され て い る。

発行 日か らデ ータベ ー ス化 され る迄 の 日数 は,出 版社 や 通 信 社 等 との 契 約 に よ

り異 な るが,通 常 は,日 刊 の もの は翌 日,週 刊 の もの は1週 間 後,月 間 の もの は

3週 間後,そ して通 信 社 か らの もの は 配信 後12～48時 間後 には デ ー タベ ース化 さ

れ る。

NEXISの 加 入者 は,前 述 の官 報,連 邦 政 府 に よ る諸 規 制,Disclosure社 に

よ る有価 証 券 報 告 書,ブ リタニ カ等 へ の ア クセ ス もで き る。

LEXPATは,83年3月 か ら始 め られ た サ ー ビスで,ア メ リカ国 内 の主 要 特 許

の 内容 が検 索 で き る もの で あ る。 これ もフル テキ ス トで蔵 め られ て い る。 内容 は

既 に40万 件 以 上 に達 して お り,毎 週1,300件 が 追 加 さ れ て い る とい う。

今 後 数 年 に 大幅 な拡 充 が 予定 され て い る。 い ず れ は海 外 の特 許,商 標 も収容 し,

グ ラ フ ィ ック出 力機 能 も付 加 す る計 画 で あ る と いわ れ る。

MeadDataCentralは,デ ー タベ ース の内 容 を よ り幅 広 い分 野 に広 げて ゆ

く計 画 も持 って い る。

84年 に な って明 らか に さ れ た と こ ろ によ る と,NEXISにTime,Fortune,

一8一



表1:NEXISに 収 容 され て い る各 種 デ ータ ・ソ ー ス

新 聞,

American8anker

8BCSレmmaryofWb'ldθroadcasts

and凡40nitoringReports

Bondθuyer

Cカ〃'stianScienceMonitor

ComputerWor'dandComputer-

Wbr'dExtra

Dead伽eDataonWbr'dAffairs

FaαsonFiieWorid～ewsαges「

Financialア 〃ηes

HarfaxDatabaseotlndustry

DataSources

TheJapanεconomicJournal

tega'γ 仇es

ManchesterGuard'anWeek'y

The～ewY()rkγ 而es

TheWashingtonρost・

雑 誌.

A8Aθ ∂nkingJOurna'

AviationWeek&Sρace7在 わnoわ9γ

θusinessVVt∋ek.

8γre

Chemicalεngineering

Chemic∂'Week

Coa'Age

Congress'ona'Ouarrer'yWeekly

Reρ ◎r「andEditoria'Resea'C力

ReρoηS

Oa「aCommun'ca妬ns

Oe'ense&Fore'9ηAfiairs.

Oun'sBusinessMon'h

rDun'sReviewJ

TheEconom'sr

EtectroniCS

EngineeringandMiningJourna'

εngineering～eWS-Record

High了lechnology

'nc.

'ndUSfryWeek

'ssuesinBankReguiation

Journa'ofBank月esearc力

Magazineof8aη ハ(メldm'n's〃ar'bn

MiningAnnualReview

ん砺ηingJourna'

M'η加9ルtagazine

～a～iona'Journa'

～ewsweek

Offshore

OilandGasJOurna'

しノ.S.～ews&Wbr'dReport

WashingtonOuarter'y

開 始 日

January1979

January1979

January1981

January1980

January1982

June1983

Januaty1975

January1982

CurrentVersion

June1980

Janualy1982

January1981

June1980_

January1977

January1980

January1975

Jantiatytg75

Janvary1982

January1981

January1975

January1981

January1975

January1982、

Januaty1981

January1975

January1975

January1981

January1981

January1981

June1981

June1981

January1981

January1981

January1981

January1981

1981

January1981

January1981

January1977

January1975

Januaryt981

January1978

January1975

January1982

シ

通 信 社 ・

TheAssociatedPressworld.

natiOnalandbuSinesSwireS

JiiiPressTickefService・

KyodoEnglishLanguage

NewsService

PRNewswire

ReutersNorthEurOpean

NewsService

ReutersGeneralNewsReport

UnitedPreSslnternationatworid.

natiOnal.businessandsportswireS

UnitedPresslntemationat

statesWlres

Xinhua(NewChina}NewsAgency

ニ ュ ー ズ レ タ ー

AdvertisingCoπ 叩〆后}nceService

BankingExρansionRep◎rter

C◎alOuttook

C◎aiWeek

Coa'Week'nternationa'.

Defiヨnse8Foreゆ7AffairsOa〃y

Detense&ForeignA倣 ヨirsWeekly

η7eOoハ 〃'〃ier～ewsLe「 「er

EaStAsianExecutiveReρorts

εconomicWeek

ε'ectricUtiiityWeek

EnhancedRecoveryWeek

'nsideEnergy!w肋Fede昭'Lan{ts

'nsideFERC

'nsideNRC

LatinAmeriCaR(汚7iona∫ 月reports

LatinAmericaweek'yReρort

L∂「"!1"7e〃caCommoditiesReρort

McGraw-Hill'sBiotechnology

～ewswa「Cわ

MetalsWeek

MiddleεaSfεxeCtノ ガve月eρ0πS

TheMorganGu,∂raρrγS(∬vey

～uclt∋aηF〔ノe'

～uclec)n'csWeek

Ptarr'SεnergyLit元ga∫ めnSUρ ρort

Platt'sOilgrヨm～ews

Ptatt'sO〃Po〃CyLettef

τhe月aγLuX'inancia'Servめe

～ews'e「'er

SeCUfit'esWeek

SyniuelsレVeek

Up(治te/TheAmericanStates

WhartonεCOη αη'C～eWS

Persρecぴves .

Wb〃 ヒゴ'inancia'Markets

開 始 日

January1.1977

January4.1980

December1.1980

January22.1980

December1.1981

April15,1979

September26,1980

NOvember1.1980

January1,1977

September1981

January1982

January1975

Jarluary1981層'

Januarytg81

January1981

January1981

January1981

September1979

January1981

Januaty1981

September1980

January1981

January1981

January1981

November1979

0ctober12。1979

D㏄ember3、1976

May18.1981

January1981

September1978

January1982

January1981

January1981

January1981

January1981

January1981

Septembef1981

January1981

August1980

January1981

January1983

Jarluary1982

Sports Illustrated, Money,Discover, Peopleそ し てLifeの 各 誌 を 追 加

収 容 して い くとい う。 ま た 同 時 に, LEXISとNEXISの 内 容 の現況 選 択速報 サ

一 ビス とで もい うべ き新 サ ー ビス も発 表 して い る。

こ れ は,エ レ ク ト ロ ニ ッ ク ・ ク リ ッ ピ ン グ ・サ ー ビ ス(電 子 切 り 抜 き サ ー ビ ス)
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》

と呼 ば れ る もので,ユ ーザ ーが関 心 の あ る テ ーマに 関 す る情 報 を 日,週 あ る いは

月 間 ベ ースで 自動 的 に模 索 す る と い う もの 。出 力 も要 望 に応 じ,記 事 の必 要 部 分

だ け か ら全 文 の 打 ち出 しまで,い くつ か の レベ ルが あ る と い う。

セ ン タ ー 及 び タ ー ミ ナ ル

デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の 中 心 と な る コ ン ピ ュ ー タ ・ セ ン タ ー は,オ ハ イ オ 州

デ イ ト ン,に置 か れ て い る 。

セ ン タ ー'・ マ
.i',ン!ま,蹟 のAmd・hl5860・ デ!ス ク は 様 々 な メtiカ ー の も

の が 使 碑 て い るPか つ 守 セ ン タ ー'マ シ ン と し てIBMやAmdahl以 外 のI

BMコ ンパ テ ィブル機 を使 用 して…い たが,80年 以 降 は 高 速 で か っ安 価 で あ る との

理 由か ち .Amdah1マ シ ンを採 用.して い る と い うこ とで あ る。

鹸 ジフ1トはM,・dD']・i・ ℃ ・…al醐 発 しだ ⑭ で,高 速 リスポ ンス.と多

⑳ デ ニザ ーへ の サ ー ビス ピ.熱 て‥ ザ ーが 使 い易 い サ ー ビ培 主 眼 に開 発 さ

れ た と い う 。.

データ卿 方法は大 きく頒 て3種 ある・第 ユ キ一入ガ つまり原茸

見 な が らの再 タ イ プで あ る ・判 例 の　台どは ・ の方 淑 よ ・て い るぷ21ま ・
.OC

Rの 利 用 で あ る 。 印刷 あ る い は タ イプ され た原 稿 を光 学 的 に 走査 してデ ィジタル情

報 に変換 す る方 法 だ 。 しか し実 際 に使 え るケ ース は さ ほ ど多 くな い と い うことだ。

第3は,原 文 を マ シ ン ・リLダ ブル な形 で 入手 す る方 法 で あ る。 通 信 社 の 配信

情 報 は衛星 受 信 を そ の ま ま コ ン ピュ ー タに 入 力 した り,一 部 の雑 誌 や 新 聞 は磁 気

テ ープ の形 で 入 手 す る もの もあ る 。電 話 回線 を介 して マ シ ン ・リー ダ ブルな 情 報

を得 る場 合 もあ る。 い ず れ の場 合 も独 自の コ ー デ ィ ング作業 が後 処 理 と して加 わ

る。

コ ン ピュ ー タ ・セ ンタ ーに蓄 積 され て い る テ キ ス ト情 報 は,83年 半 ば ご ろで

680億 キ ャラ ク タ ー以 上 に達 して い る。

検 索 用 タ ー ミナル は,専 用 の もの が用 意 され て い る。UBIQと デ ラック ス ・タ

ー ミナ ルの2種 で あ る 。 こ の ほか 高 速 ラ イ ン ・プ リン タ ー も提 供 ぎれ る。
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UBIQは,"'ubiquitous"(「 至 る と こ ろに存 在 す る こと 」 の意)か ら きた 名

で,手 軽 に 置 け るデ ス ク トップ 型 のCRT端 末 で あ る。 オ ン ライ ン接 続 の た め

の 装 置 は 全 て 内蔵 して い るた め,電 話 機 もな く(必 要 な い),す っき り した外 観

とな って い る。 ハ ー ド ・コ ピー出 力 は,別 に設 置 す るプ リン ターで 行 う。 プ リ ン

タ ーに は何 台 で もUBIQ端 末 を接 続 で き る。

デ ラ ックス ・タ ー ミナル は,特 製 の机 にCRT,キ ーボ ー ド,イ ンク ジェッ ト ・

プ リン タ ーを組 み込 ん だ もの で あ る。 自動 ダ イ ヤ リ ング装 置 が 内 蔵 さ れ て ,電 話

機 や カ プ ラ ーを必 要 と しな い の は言 うまで もな い。

タ ー ミナル は,事 実 上 メ ンテ ナ ンスを必 要 と しな いよ う設 計 され て い るが,必

要 が 生 じた場 合 は,無 料 で 行 わ れ る。

MeadDataCentralは,こ う した 専 用 タ ー ミ.ナルの 使 用・を大 前 提 と して サ

ー ビ スを提 供 して き た が ,83年 半 ば に な って 大 きな方 針 転 換 が 行 わ れ た。IBM

と提 携 した もの で,同 社 のパ ー ソナ ル ・コ ン ピュ ー タ,デ ィスプ レイ ・ライタ ー及

び3101タ ー ミナル を デ ー タベ ー ス ・ タ ー ミナ ル と して使 え るよ うにす る との 内

容 で あ った。3101に っ い て は 直 ち に実 施 され て い る。

料 金,収 支 等

デ ー タベ ース ・サ ー ビスの 料 金 体 系 は,次 の よ うに な って い る。

① 月 間 固 定 料 金

② 接 続 時 間 料 金

③ 検 索料 金

① は意 識 的 に か な り低 く抑 え られ て い る とい う。 ③ は,検 索 した キ ー ワ ー ドの

出現 頻 度 によ り定 ま る。1検 索 単 位(サ ーチ ・ユ ニ ッ ト)は,25,000回 の出現頻

度 で,料 金 は45セ ン トに な る。

月 間 料 金 は① ～③ の合 計 に な るわ けだ が,こ の ほか ター ミナル設 置 時 の 一 時 料

金 や オ フ ライ ン ・プ リ ン ト料 金 な ど もあ る。

79年 迄 は接 続 時 間料 金 と検 索 時 間(CPUタ イ ム)料 金 の2本 立 て で 月 間 使 用

一11一



料 金 が決 め られ て い た が,セ ンタ ー ・コ ン ピュ ー タの ア ップ グ レー ドに よ りCP

Uタ イ ムを 短 縮 す る と収 入減 に な る と い う矛盾 が 生 じるた め,現 行 の料 金 体 制 に

変 え られ た とい う。

収 入 の大 半 は こ う した使 用料 に よ る もの で あ る。83年 の 総 収 入 は約1億 ドル を

見込 ん で い る との こ とで あ った 。 大部 分 はLEXISか らの収 入で あ る。

カ ス トマ ーは,8大 会 計 事務 所 の大 部 分,フ ォ ーチ ュ ン誌 企 業 ラ ンクの ト ップ

100の うち24社 な ど様 々で あ る。 平 均 的 法 律 事 務 所 の場 合,月 間 使 用 料 金(支

払額)は 約300ド ル程 度 だ と い う。

次 に コ ス トを み る と,当 初 は収 入 を上 回 って いた コ ン ピュ ー タ ・セ ンタ ー ・コ

ス トは,現 在 は最 小 部 分 に な って い る とい う。 フ ル テ キ ス ト ・デ ー タベ ース の た

め作 業 量 は大 き くな るが,そ れ で も デ ー タ ・エ ン トリ ー ・コス トは コン ピュー タ ・

コス トに 次 ぎ低 い。

LEXISやLEXPATは 政 府 資 料 が 中心 な ので,ソ ース ・デ ー タの 入 手 コ ス

トは小 さい が,NEXISの 場 合 は,著 作 権 な ど の ロ イヤ ル テ ィー支払 が少 な か

らぬ コ ス ト項 目に な って い るよ うだ。 、
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2.ニ ュ ー ヨ ー ク/ニ ュ ー ジ ャ ー ジ 州 港 湾 局

一 テ レ ポ ー ト計 画 一

調 査 先

所 在 地

調 査 期 日

面 接 者

ThePortAuthorityofNewYorkandNewJersey

OneWorldTradeCenter,63SW,NewYork,NY

10048(212)466-8285

1983年10月11日

Mr,JosephMilano

Manager,CommunicationsTechnology

概 要

世 界 の ビジ ネ スの 中 心 地 と して の ニ ュ ー ヨー クの 地盤 は沈 下 しつっ あ り,電 気

通 信 技 術,特 に衛 星 通 信 サ ー ビスの 著 しい発 展 と,ホ ワ イ ト ・カ ラ ーの郊 外 移 住

現 象 は,企 業 の都 心 離 れ を加 速 した 。 た とえ ば,大 手 銀行 の シテ ィ ・コ ー プ は,

ク レ ジ ッ ト ・カ ー ドを 発行 す る コ ン ピュ ー タ ・セ ンタ ーを,サ ウス ・ダ コタ州 に

移 転 して しま って い る。 また,ニ ュ ー ヨ ーク に本 社 を 置 く企 業 の多 くは,そ の デ

ー タ処 理 セ ン タ ーを ウ エ ス ト ・バ ー ジニ ア州 に移転 して い る
。

今 や,企 業 を都 市 に 引 き止 め られ るか ど うか は,そ の都 市 が世 界 中 の情 報 を如

何 に大 量 か っ安 価 に集 散 で き るか にか か って い る。

そ の中 心 とな る メ デ ィア は,衛 星 通 信 で あ る こ と は言 うまで もな い。

と こ ろで,衛 星 通信 は,高 速 ・遠 距 離 通 信 を 安価 に 実 現 するのに適 してお り,そ

の コ ス トは距 離 に無 関 係(distanceinsensitive)で あ る とされ て い る。 しか

し,現 実 に は,そ の 地球 局 は 地 上 の マ イ ク ロ回 線 との混 信 を避 け るた め,都 心 か

ら遠 く離 れ た所 に 設 置 され て お り,地 球 局 と都 心 部 は,高 価 な地 上 回線 で 結 ば れ

て い る た め,通 信 コ ス トの遠 近 差 が 無 い と い う衛 星通 信 の特 徴 を生 か し切 れ な い
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で い る。 特 に,AT&T(ア メ リカ電 信 電話 会 社)の 分 割 後,近 距 離 通 信 料 金 の

値 上 げ が 予想 され て いる た め,地 球 局 が 通 信 需要 の 多 い都 心 部 か ら離 れ て い るの

は,大 きな 問題 と な る。 ま た,地 球 局 は各 衛 星 通信 会 社 の所 有 とな って い るた め,

通 信 衛 星 と地 上 回 線 との 接 続 は,1920年 代 の電 話 交 換 な み の手 数 を要 して い る。

この よ うに 衛 星 通信 の現 状 は,ち ょ うど,都 心 か ら遠 く離 れ た空 港 を利 用 す る

航空 輸 送 と同 じで,せ っか く,高 速 で空 港 に到 着 して も都 心 へ の ア ク セ スに 時 間

と費 用 が か か る とい う問 題 を抱 え て い る。

テ レ ポ ー ト計 画 は,ニ ュ ー ヨー ク再 開 発 の 一環 と して,ニ ュー ヨー ク/ニ ュ ー

ジ ャー ジ州 港 湾 局 を リー ダ ー とす る メ リル ・リ ンチ社,ウ ェ ス タ ン ・ユ ニ オ ン社

及 び ニ ュー ヨー ク市 の ジ ョイ ン ト ・ベ ンチ ャー ・プ ロ ジ ェク トと して推 進 され て

い る もので,そ の 骨 子 は,通 信 需 要 の 多 い ニ ュー ヨー ク ・マ ンハ ッタ ン地 区 に近

い ス タ ッデ ン島 に,米 国 の どの 通 信 衛 星 と も送 受 信 可 能 な ア ンテ ナ群 を備 え た衛

星 通 信 セ ン ター兼 オ フ ィス ・パ ー クを建 設 し,ニ ュ ー ヨ ー ク及 び ニ ュー ジ ャー ジ

州 に所 在 す る企 業 の オ フ ィス との間 を大 容 量 光 フ ァイバ ー ・ケ ー ブルで 結 ぶ こ と

に よ り,ニ ュー ヨー クを遠 距 離 通 信 ネ ッ トワ ー クの東 部 玄 関 口 とす る ものである。

テ レポ ー トの建 設 は10年 の歳 月 を か け て,第1期(1983～1987年),第2期

(1987年 ～1992年)に 分 けて行 わ れ る予 定 で あ る。

第1期 工 事 は,1983年6月23日 に起 工 式 が 挙 行 され,約100エ ー カ ーの敷 地 内

に通 信 施 設 とオ フ ィス ・ビルの 建 設,光 フ ァイ バ ー ・ケ ー ブルの敷 設 等 が 始 ま っ

て い る。

米 国 で は,オ ハ イオ州 の コ ロ ンバ ス や テ キ サ ス州 の ダ ラス に も,よ り大 規 模 な

テ レポ ー トを建 設 す る計 画 が あ る。

テ レポ ー トの特 徴

21世 紀 の通 信 需 要 を 満 たす テ レポ ー トの特 徴 は,次 の とお りで あ る。

(1)音 声,デ ー タ,ビ デ オ及 び フ ァ ク シ ミリ情 報 の伝 送 に必 要 な施 設 の完 備

① 米 国 の すべ て の 国 内通 信 衛 星 との ア ク セ ス
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② 衛 星 通 信 セ ン タ ーの24時 間稼 動

③ 専 用 及 び 交換 サ ー ビスの提 供

④ ノ ー ド・ス イ ッチ ングの提 供

⑤ 顧 客 イ ン タ フ ェ ー スの 提 供

⑥ 先 端 技 術 の具 備

② コ ス トの 抑 制

① 施 設 選 択 に係 る時 間 とコ ス トの削 減

② 衛 星 通 信 利用 に伴 う遠 距 離通 信 コス トの削 減

③ 国 際 通 信 コス トの 削 減

③ 近 距 離 デ ー タ伝 送 に 適 す る光 フ ァイバ ーの提 供

① 大 容 量 光 フ ァイバ ー ・ケ ー ブル

② 近 距 離 広 帯 域 回線

③ 付 加 価 値 通 信 サ ー ビス

(4)柔 軟 な サ ー ビス

① ユ ー ザ の ニ ー ズに 合 わ せ た オ フ ィス及 び コ ン ピ ュ ー タ ・ス ペ ー スの設 計,

ア ンテ ナ ・ア ク セ ス,使 用機 器 の拡 張,所 有 権 の 設 定 等

② 良 質 の 労 働 力

⑤ その 他

①24時 間 警 備 体 制 等

② 停 電 時 に お け る給 電 網 の 切 り替 え

③ 非 常 時 電 力 供 給

④ 無 停 電 電 力 の 供 給

⑤ 偶発 時 に お け る別 系 統 の電 力供 給

⑥ 光 フ ァイ バ ーに よ る ニ ュ ー ヨー ク/ニ ュ ー ジ ャー ジ州 との結 合

⑦ 高速 道 路 の 完 備
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'図1:テ レ ポ ー トの 概 念
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テ レポ ー ト計画 の パ ー トナ ー

テ レポ ー ト建 設 を 推 進 す る各 パ ー トナ ーの横 顔 は次 の と お りで あ る。

(1)ニ ュ ー ヨー ク/ニ ュー ジ ャ ージ州 港 湾 局

19世 紀 に お いて は,ニ ュー ヨー ク州 とニ ュー ジ ャー ジ州 は,州 境 の ハ ドソ ン

河 を 挾 ん で 警 官 が撃 ち合 いを演 ず るほ ど仲 が 悪 か ったが,州 境 に 鉄道 や橋 が 架 か り・

交 易 が 盛 ん に な るに っ れ て,両 州 と も,港 湾 地 区 を共 有 地 と しな けれ ば,そ の 機

能 を 発 揮 で き な い こ とに気 づ き,1921年4月30日,港 湾 地 区 を 共 同 で 管 理 す る

「ThePortAuthorityofNY&NJ」 が誕 生 した。

現 在,同 港 湾局 は,空 港(ケ ネ デ ィ,ニ ュ ー ・ア ー ク及 び ラ ・ガ ル デ ィァ),ヘ

リポ ー ト,州 境橋 梁(ジ ョー ジ ・ワ シ ン トン橋 等),ト ンネル,港,PATH鉄

道,バ ス ・タ ー ミナル,世 界 貿 易 セ ンタ ー ・ビル な どの 施 設 を 管 理 す る と共 に,

そ れ らの 施 設 を通 じて,貿 易 の促 進, .経 済 開 発 な どの行 政 上 の 責任 を 負 って いる。

テ レポ ー ト計画 に賭 け る同港 湾局 の 主 な狙 い は,① 通 信 テ ク ノ ロジ ー分 野 を リ

ー ドす る地位 を確 保 し続 け る こ と
,② 両州 に お い て進 行 しつ つ あ る産 業 の衰 微 を

防 止 す る こ とに あ る。

テ レポ ー ト計画 の展 開 に よ り,ニ ュ ー ヨ ーク/ニ ュー ジ ャー ジ州 の 経 済 を 活 性

化 す る施 設 の建 設 機 会 を提 供 す る こ とに な り,産 業 界 に と って も多 大 の 利益 を 享

受 で き るほ か,過 密 化 した マ ンハ ッタ ン地 区 の無 線 周 波 利 用 にお け る諸 問 題 も解

決 で き る。

同 港 湾 局 の テ レポ ー ト計 画 参 画 に よ り,次 の よ うな メ リ ッ トが 生 じる。

1つ は,同 港 湾 局 がPATH鉄 道 及 び州 境 橋 梁 を管 轄 下 に お い て い るた め,光

フ ァイバ ー ・リンク の設 置 に必 要 な地 上 用 地 の取 得 が 問 題 な く行 え る こ とであ る。

ま た,同 港 湾 局 が 世 界 貿 易 セ ンタ ーを運 営 して い る こと も重要 で,こ こ に は,

ニ ュー ヨ ー ク電 話 会 社 の交 換 セ ンタ ーを収 容 して い る ため ,RCA,ITT,WUI

な ど の国 際 記 録 通 信 業 者 が 容 易 に利 用 で き る直接 回 線 接 続 の 便宜 が あ る ほか,多

数 の テ ナ ン トや そ の 顧 客 も多大 の利 益 を享 受 で き る。
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港 湾局 の テ レポ ー ト投 資 コス トは,次 の とお りで あ る。

①

②

③

④

テ レ ポ ー ト基 幹 工 事 費1,400万 ドル

チ レ ポ ー ト周 辺 地 区 工 事 費500万 ド ル

ニ ュ ー ジ ャ ー ジPSE&Gか ら 提 供 を 受 け る 特 別 割 当 電 力

1,000万 ドル

10万 平 方 フ2一 トの オ フ ィ ス ・ ス ペ ー ス1,000万 ド ル

② メ リル ・リ ンチ社

テ レポ ー ト計 画 に参 画 す る民 間 企業 の メ リル ・リ ンチ社 は,通 信 関 連 施 設 の設

計 曲 行 に係 わ る財 政 と運 営 を全 面 的1こ引 き受 け る こ とに な ・て い る・ ま た ・地

上 ス・テ ーシ ョ ン,光 フ ァイバ ー ・リン ク,テ ナ ン トを 対象 と した通 信 シス テ ム の

日常 業務 を調 整 ・監 督 す る役 割 の ほ か,今 後,入 居 す る可能 性 の あ るテ ナ ン トに

対 す るマ ーケ テ ィ ングや コ ンサ ル テ ィング も同社 に 委 ね られ る こ と にな ってい る。

な お,メ リ'ル ・リ ンチ 社 は,通 信 施 設 に対 し,3,000万 ドル の投 資 を行 う。

③ ウェ ス タ ン ・ユ ニオ ン社

メ リル ・ リンチ社 は,自 社 内 の衛 星 通信 に 関 す る ノ ウハ ウが 不 十 分 であ る こ と

を 自覚 し,外 部 か らの企 業 参加 を求 め た。 こ の招 請 に よ り,ウ ェス タ ン ・ユ ニ オ

ン社(WestsrnUnionTelegraphCo.)が テ レポ ー ト計 画 に参 画 して きた 。

同社 は,既 存 テ ナ ン トや 潜 在 的 テ ナ ン トに 対 し積 極 的 に テ レポ ー ト通信 サ ー ビス

の マ ーケ テ ィン グ及 び特 注 パ ッケージの売 り込 み を図 って い る。 同社 は,今 後,テ

レポ ー トや そ の 中 央 通信 本部 とな る衛 星 通 信 セ ンタ ーの通 常 の通 信 業 務 を技 術 面

及 び管 理 運 営 面 で 受 け持 つ こ とに な る。

(4)ニ ュ ー ヨー ク市

テ レポ ー ト計 画 は,当 初,ニ ュー ヨー ク/ニ ュー ジ ャー ジ州 港湾 局,メ リル ・

リンチ社 及 び ウ ェス タ ン ・ユ ニ オ ン社 の ジ ョイ ン ト ・ベ ンチ ャーで あ った が,最

近 に な って,ニ ュー ヨ ー ク市 が この ベ ンチ ャ ーに 正 式 に 名 を 連 ね るよ うに な った。

も と もと テ レポ ー ト計 画 に よ り,ニ ュー ヨー ク市 は数 々 の利 益 を得 る こ と にな

る 。
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図2:テ レポ ー トの位 置 関 係
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ま ず,テ レポ ー ト建 設 用 地 が ニ ュ ー ヨー ク市 の所 有 で あ るた め,ニ ュ ー ヨー ク

・ニ ュ ー ジ ャー ジ州 港 湾局 に40年 間 の 長 期 賃 貸 契約 で350エ ー カ ーの土 地 を提 供

す る と共 に,テ レポ ー トの 運 営 に よ る同 港 湾 局 の総 収 入 の8%,純 益 の半 分 及 び

固 定 資産 税 を 受 け取 る こ と に な って い る。

また,メ リル ・リ ンチ社 及 び ウ ェス タ ン ・ユ ニオ ン社 か らは,テ レポ ー ト建 設

へ の 投資 額 の21%を 回 収 した時 点 か ら,通 信 収 入の25%を ニ ュ ー ヨー ク市 が 固定

資 産 税 に プ ラス した形 で 受 け取 る こ とに な って い る。

そ こで ニ ュ ー ヨ ー ク市 は,2,400万 ドル を投 資 して,道 路 の 拡 幅 及 び改 修,高

速 道 路 の 改 良,ト レ ー ラ ー道 路 及 び 中央 分 離 帯 の新 設,下 水 渠 の建 設 な ど の テ レ

ポ ー ト周 辺 の基 盤 整 備 を行 う こ と に して い る。

テ レポー ト建設地

テ レポ ー トの 建 設 地,ス タ ッテ ン島 は,29か 所 の候 補 地 の 中 か ら選 ば れ た 。 そ

の 決 定 に は,コ ム サ ッ トの コ ン ピ ュ ータ ・プ ロ グ ラ ムが 活躍 して い る。

テ レポ ー ト建 設 地 を 選 ぶ 際,最 も重 視 され たの は,電 波 障 害 の 心 配 の な い場 所

を 見 つ け る ことで あ った。 テ レポ ー トは,で き る限 り都 心 に近 い方 が 良 いが,都

心 部 は建 物 は もち ろ ん の こ と電 波 も過 密 状 態 に あ り,地 球 か ら36)OOOキ ロメー ト

ル離 れ た通 信 衛 星 か らの微 弱 な 電 波 の受 信 に影 響 を受 け る だ けで な く,そ の通 信

衛 星 に向 か って発 射 され る強 力な電 波は,各 種 無 線 局 に影 響 を与 え る。 さ らに問 題

と され たの は,そ の 強 力 な電 波 が 環 境 に与 え る影 響 で,そ れ に は,強 力 な電 波 を

直接 浴 び る こ とに よ る影 響 と電 波 が 大 気 を イ オ ン化 す る こ とに よ る影 響 が考 え ら

れ る。

環 境 問 題 につ いて は,ニ ュ ー ヨ ー ク市 開 発 公 社 が 重 視 し,テ レポ ー トが 環 境 に

与 え る影 響 を調 査 す る た め の費 用 を 港湾 局 が 負 担 す る取 り決 め を行 い,港 湾 局 も

同意 して い る。 最 終 的 に は,20基 以 上 の 大型 パ ラボ ラ ・ア ンテ ナが集 中す る訳 で

あ るか ら,そ の送 信 電 波 が 環 境 に与 え る影 響 は 注 目 に値 す る。

そ の他 の選定 基 準 と して は,可 用 面 積,中 心 部 の 立 地,主 要 交 通 機 関 と の ア ク

一20一



セ ス,労 働 力 確 保 の可 能 性,光 フ ァイ バ ー ・ケ ー ブル敷 設 の ル ー ト及 び距 離 な ど

が 考 慮 され た。

結 局,こ れ らの立 地 条 件 を満 足 す る唯 一 の場 所 と して,ニ ュ ー ヨ ー ク市 が ス タ

ッテ ン島 に所 有 す る777エ ーカ ーの 工 業 団 地 予 定 地 が選 ば れ た。 ニ ュ ー ヨー ク

市 は,こ こに 工場 を誘 致 す る予 定 で あ った が,住 民 の反 対 に 会 って いた ところで,

ここが 一 転 して,ア ンテナ と コ ン ピ ュー タ ー ・セ ン タ ーの 設 置場 所 とな ったわ けで

あ る。 ニ ュー ヨー ク市 は,こ の うち,350エ ーカ ーをテ レポ ー ト用 地 と して 有 償

で 提 供 す る。

ス タ ッテ ン島 に テ レ ポ ー トを建 設 す る メ リ ッ トと して 見 逃 せ な いの は停 電 対 策

で あ る。 す ぐ隣 りの ニ ュー ジ ャ ー ジ州 か ら,全 く別 系 統 の 電 力 を得 る こ とが で き

るの で,有 名 な ニ ュ ー ヨ ー ク大 停 電 が起 って も困 る こと はな いわ けで あ る。

テ レポ ー トの 諸 施 設

テ レ ポ ー トは,350エ ーカ ーの広 さを持 ち,こ の うち250エ ー カ ー に は オ フ ィ

ス ・ビル や衛 星 通 信 セ ンタ ーが 建 設 され,残 り100エ ー カ ー は緑 地 帯(Wetland)

と な る 。

テ レ ポ ー トの諸 施 設 の 概 要 は,次 の とお りで あ る。

(1)衛 星 通 信 セ ンタ ー

米 国 内 で 利用 で き る通 信 衛 星 の数 は,国 際通 信 用6個,国 内 通信 用18個,計24

個 あ り,今 後 さ らに増 加 す る。 テ レ ポ ー トに は,こ れ らの す べ て の 通 信 衛 星 と送

受 信 可 能 な ア ンテ ナ群 を 広 さ30エ ー カ ーの ア ンテナ ・ヤ ー ドに設 置 す る予 定 で あ

る。 ア ンテナ ・ヤ ー ドは,地 上 マ イ ク ロ回線 との混 信 を 防止 し,不 要 輻 射 に よ る

環 境 へ の影 響 を遮 断 す る た め,高 さ50フ ィー トの金 網 で 囲 まれ る予 定 で あ る。 当

初,こ の遮 蔽 は土 堤 で 行 わ れ る予定 で あ った が,金 網 の 方 が 場 所 を 取 らず,工 事

も簡 単 で あ るた め,最 近 に な って変 更 され た 。

ア ンテ ナ ・ヤ ー ドに は,高 性 能 ア ンテ ナが12基(将 来 は20基)設 置 さ れ る予 定

で あ る が,普 通 の ア ンテ ナで は,1基 当 り2チ ャ ンネル しか 取 れ な い の で,少 な
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い ア ンチ.ナで 多 くの通 信 衛星 と送 受 信 で きる可 動 ア ンテ ナ や トー レス ・ビー ム ・

ア ンテ ナの設 置 が 検 討 さ れて い る。 特 に,ト ー レス ・ビー ム ・ア ンテ ナ は1基 で

20。 の範 囲 に あ る通 信 衛 星 との 送 受信 が 可 能 で あ り,1基 で20チ ャ ンネ ル の トラ

ンスポ ン ダを ア クセ スで きる。 米 国 の 国 内 通 信 衛 星 は,西 経70。 か ら143。 の約

70。 の範 囲 の赤 道 上 に 静止 して い る た め,ト レー ス ・ビ ーム ・ア ンテ ナな ら3基

で,ほ とん どの通 信 衛 星 と送 受 信 で き る。

国 際通 信 に つ い て は,す で に1983年7月22日,コ ム サ ッ トが,テ レポ ー トに直

径7.7メ ー トル の 国 際 通 信 サ ー ビス用 ア ンテ ナ を設 置 し.運 用す る認 可 申請 書 を

連 邦 通 信 委 員 会(FCC)に 提 出 した 。 この ア ンテ ナ は,Kuバ ン ド(12/14GHz)

で運 用 さ れ,56/64Kbpsか ら1.5Mbps,あ る い は,そ れ以 上の 高速 デ ー タ伝 送

サ ー ビス を提 供 す る。

テ レポ 一一トの通 信 施 設 は,高 度 の監 視 ・診 断 設 備 と24時 間 待 機 す る専 門 技 術者

に よ り管理 ・運 営 され る予 定 で あ る。

② 光 フ ァイバ ー ・リ ン ク

テ レポ ー トで 送 受 信 さ れ る情 報 は,ジ ャ ー ジ ・シテ ィ,ホ ー ボ ーケ ン,世 界 貿

易 セ ンタ ー,マ ンハ ッ タ ン,ク ィー ンズ,ブ ル ック リンの 各 地 区 を結 ぶ光 フ ァイ

バ ー ・ケ ー ブル に よ り運 ば れ る。

光 フ ァ イバ ーは電 磁 障 害 を受 け る こ とが な く,無 線 の よ うに第 三 者 に受 信 さ れ

る心 配 もな い の で情 報 の 保護 に優 れ て い る。

光 フ ァイバ ー ・リ ン クで は,56Kbpsや そ れ 以 上 の高 速 のTIラ イ ン を複 数 収

容 で き る回 線 や45Mbpsの ア ナ ログ ・ビデオ 回 線 が 収 容 で き るの で,,音 声,映 像,

デ ー タ,フ ァ ク シ ミ リ,テ レ ビ会 議 等 の信 号 を伝 送 す る こ とが 可 能 とな る。

テ レポ ー ト計 画 で は,大 容量 の光 フ ァイ バ ー'ケ ー ブ ルを6本 敷 設 す る予 定 で

あ り,1984年3月 に は,ニ ュー ヨー ク,ニ ュ ー ジ ャー ジ州 間 が開 通 す る こ とに な

って い る。

(3}オ フ ィス ・パ ー ク

第1期 工事 で は,エ ネ ル ギ ー節 約 型 の最 新 の 技 術 を駆 使 した ビル が10か 所(約
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100万 平 方 フィー ト)建 設 され,単 一 テ ナ ン ト及 び複 数 の テ ナ ン トを募 集 す る予

定 で あ る。

各 ビル は,広 い駐 車場 と公 園 で 囲 ま れ て お り,メ ン テナ ンス棟,集 中 冷 暖 房 設

備棟,警 備 棟 な どが 要所 に設 け られ,快 適 な オ フ ィス環 境 を実 現 す る。

通 信 サ ー ビス

テ レポ ー トの通 信 サ ー ビス は,光 フ ァイバ ーの み を 利用 す る 「地 域 内通 信 サ ー

ビス」 とテ レポ ー トの 地 上 ス テ ー シ ョ ン(ア ンテナ 等)も 利 用 す る 「地 上 ス テ ー

シ ョ ン ・ア ク セ ス ・サ ー ビス」 に大別 され る。㌧

「地 域 内 通 信 サ ー ビス」 を 利 用 す るた め に は,ユ ー ザ の ア クセ ス ・ライ ンは,

光 フ ァ イバ ー ・ネ ッ トワニ クの マ ル チ プ レ クサ ーに接 続 され な けれ ば な らな い。

そ の イ ンタ フ ェ ース は,ベ ル ・シス テ ム の標 準 デ ィジタル ・・インタ ブエースに準 拠

した もの とな る が,ア ナ ログ ・ビデオ信 号 につ いて は,多 分,デ ィ ジ タル化 して

か ら光 フ ァイバ ー ・ネ ッ トワ ー ク に送 り込 む こ とに な ろ う。

「地 上 ス テ ー シ ョン ・ア ク セ ス ・サ ー ビス」 の最 も望 ま しい利 用 形 態 は 「共 用 」

で あ るが,ユ ーザ の希 望 を 容 れ て,「 専 用 」,「 共 用 」 及 び 「一 般 加 入 」 の3種

類 の オ プ シ ョ ンが用 意 され て い る。

① オ プ シ ョ ン1一 専 用:ユ ーザ が,専 用 の 地 上 ス テ ー シ ョンを建 設 す る

もの で,そ の運 用 は ユ ーザ 自身 又 は テ レポ ー ト要 員 の いず れ か を選 択 で き る。

専 用 地 上 ス テ ー シ ョンは,光 フ ァイ バ ー ・ネ ッ トワ ー ク とユ ーザ の専 用 通 信 網

の 双 方 に ア クセ ス可 能 と な る。

② オ プ シ ョ ン2一 共 用:複 数 の ユ ーザが1つ の 地 上 ス テ ー シ ョ ンを建 設

し,そ れ らの ユ ーザ の専 用 施 設 とす る もの で,テ レポ ー ト管 理 当局 が様 々 な 支

援 を 行 う。 共 用 地上 ス テ ー シ ョンへ の ア クセ ス は,光 フ ァイバ ー ・ネ ッ トワ ー

ク経 由 とな る 。

③ オ プ シ ョ ン3-一 般 加 入:テ レ ポ ー ト管 理 当 局 が設 置 ・運 営 す る多 く

の 地 上 ス テ ー シ ョ ンを ユ ー ザ が光 フ ァ イバ ー ・ネ ッ トワ ー クを 介 して,特 定 又
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は臨 時 に利 用 す る もので,24時 間 体制 で サ ー ビス され る。

特 定 ベ ー スで は,任 意 の通 信 衛 星 に対 し,所 定 の帯 域 幅 で,予 約 した時 間帯

に ア クセ スで き る 。

臨 時 ベ ー スで は,要 求 が受 付 け られ れ ば,所 定 の 帯 域 幅 で,任 意 の 時 間帯 に,

任 意 の通 信 衛 星 に ア ク セ スで き る。

この オ プ シ ョ ンは,多 様 の通 信 衛 星 を経 済 的 に利 用 で き る メ リ ッ トが あ る。

経 済 効果

テ レポ ー ト建 設 に伴 う経 済 効果 を ま とめ る と,次 の よ うに な る。

(1)恒 久 的労 働 需 要

直接 雇 用 人 口 間 接 雇 用 人 口 賃 金 及 び給 与

第1期(1983～1987)3,4002,100105・4百 万 ドル

第2期(1987～1992)3,8002,300117・4"

計7,200

② 建 設 関 係 労 働 需 要

第

第

-

り
乙

4,400

直 接 雇 用 人 口 間 接 雇 用 人 口

某月2,0902,065

其月1,6151,630

222.8百 万 ドル

賃 金

96.0百 万 ドル

74.8〃

計

(3)売 上 ・収 入

第

第

-

∩
乙

3,705

建 設 売 上

期232.8

期180.3

3,695

事 業 収 入

36.3

29.4

170.8百 万 ドル

地 方 税 収 入

8.6

7.4

計 413.1 65.7 16.0

(単 位:百 万 ドル)



3.イ ン テ ル ポ ス ト ・サ ー ビ ス ・ セ ン タ ー

一 米 国郵便事 業の国際電子郵便 サ ー ビス

調 査 先

所 在 地

調 査 期 日

面 接 者

UnitedStatesPostalServiceINTELROSTService

Center

OneWorldTradeCenter,LevelB-1,NewYork,

NY10048

(212)466-5583

1983年10月11日

Mr.TonyArgento;Manager

概 要

最 近 にお け る電 気 通 信 技 術 の著 しい 発 達 と 新 しい通 信 機 器 の 普 及 によ り,郵

便 の 持 つ 信 書 性,現 物 性,記 録 性,儀 礼 性,経 済 性 な どの 特 徴 も,他 の メ デ ィア

に 代 替 され る傾 向 が あ り,各 国 と も,こ こ数 年 前 か ら,コ ン ピ ュー タ,通 信 衛 星,

フ ァ ク シ ミ リな ど を活 用 した 電 子郵 便 サ ー ビス を提 供 し,ニ ュ ーメ デ ィア時 代 へ

の 対 応 を 図 って い る。

米 国 郵便 事 業(USPS:UnitedStatesPostalSevvice)は,1978年 の 第

1回 国 際 電 子 郵 便 パ リ ・グル ープ会 議 で,国 際電 子 郵 便 サ ー ビス の実 施 を 提 唱 し,

以 来,欧 米 諸 国 を 中心 に イ ンテ ルサ ッ ト通 信 衛 星 経 由 に よ る専 用 回 線 を利 用 した

フ ァ ク シ ミ リ型 国 際 電 子郵 便 サ ー ビス(イ ン テル ポス ト)が 提 供 され る よ うにな

った。

現 在,イ ンテ ル ポ ス トに よ る国 際電 子郵 便 サ ー ビス を提 供 して い る の は,米 国,

英国,カ ナ ダ,オ ラ ンダ,西 ドイ ツ,フ ラ ンス,ア ル ゼ ンチ ン及 び香 港 の8か 国

で あ る が 、そ の数 は 急 速 に拡 大 され つ っ あ る。
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USPSが 国 際 電 子郵 便 サ ー ビ スを 開始 す る際,連 邦 通 信 委 員 会(FCC),

国際 記 録 通 信 業 者 な どの 間 で,USPSの 記 録 通信 分野 へ の参 入 を め ぐ って,様

様 な論 争 が 展 開 され たが,結 局,1980年9月 か ら,USPSに よ る イ ンテル ポ ス

ト ・サ ー ビスが 開 始 さ れ た。

イ ンテル ポ ス ト ・サ ー ビス ・セ ン タ ーに は電 文 蓄 積機 能 を有 す る フ ァク シ ミリ

送 受 信装 置 が設 置 され て お り,サ ー ビス ・セ ンタ ーの窓 口及 び その 附 近 の イ ンテ

ル ポ ス ト取 扱 郵 便 局 で扱 う国 際 電 子郵 便 の送 受信 サ ー ビス を行 って い る。 米 国 内

で は,ニ ュー ヨー ク,ワ シ ン トンDC,サ ンフ ラ ンシス コ,シ カ ゴ及 び ヒ ュ ース

トンの5か 所 に サ ー ビ ス ・セ ンタ ーが あ る。

な お,イ ンテ ル ポ ス ト ・ニ ュー ヨー ク ・サ ー ビス・・セ ンタ ーは,ニ ュー ヨー ク

/ニ ュ ー ジ .v－ ジ州 港 湾 局 と同 じ 「世 界 貿 易 セ ン タ ーr・ビル 」 の地 下1階 にあ る。

イ ンテ ル ポ ス トの機 能

イ ンテ ル ポ ス トを 利 用 す るに は,送 達 用紙(図1)に 所 定 の事 項 を記 入 し,1送

信 しよ うと す る原 文 書 と い っ し ょに最 寄 りの イ ンテ ル ポス ト ・サ ー ビス ・セ ンタ

ーの窓 口 ,又 は,イ ンテ ル ポ ス ト取 扱 郵 便 局 に持 って 行 くδ 取 扱 郵 便 局 で は,そ

れ を特 別 の郵 袋 に 入れ て,サ ー ビス ・セ ンタ ーに直 送 す る。

サ ー ビス ・セ ン タ ーに到 着 した送 達 用紙 及 び原 文書 は,デ ィジタル ・ファクシ ミ

リ読取 装 置 で読 み取 られ,イ ンテ ル ポ ス ト ・シ ス テ ム内 の メモ リーにデ ィジタル化

されて 蓄 積 され,こ れ を 地下 ケ ー ブ ル と イ ンテ ルサ ッ ト通 信 衛 星 を経 由 して,名

あ て国 に伝 送 され,そ の イ ンテル ポ ス ト ・セ ンタ ーの メモ リー内 に蓄 積 され る。

名 あ て国 で は,フ ァク シ ミ リ ・プ リン ター を操 作 す る こ とに よ り,送 達 用 紙 と

原 文書 の イ メー ジが 黒 白で 得 られ る。 これ を イ ンテ ル ポ ス ト用 の 封 筒 に 入れ,送

信 者 の 指定 した配 達 方 法 で受 取 人 に 届 け られ る。

図2は,サ ンフ ラ ン シス コの サ ー ビス ・セ ンタ ーか ら,ニ ュ ー ヨー クの サ ー ビ

ス ・セ ン タ ーに送 られ て き た テ ス ト ・レタ ーで あ る。 伝 送 エ ラ ー は全 く認 め られ

ず,鮮 明度 も,ま ず まず で あ る。
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原 文 書

送 達 可 能 な 原 文書 は,サ イズ が最 小 「5"×5"」,最 大 「8t/2"×14"」 で,写

真複 写 が 可 能 な もの で な け れ ば な らな い。 文 書 の 内容 は,次 の よ うな もの が適 し

て い る。

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

これ らの 文 書 は

料

イ ンテ ル ポ ス トの利 用 料 金 は,

る。 も し,速 達 を指 定 す る場 合 は,別 料 金 が必 要 で あ る。 な お,送 達 用 紙 は,必

ず送 信 され るが,課 金 され な い。

料 金 の 支 払 方 法 は,現 金,郵 便 料金 メ ー ター及 び 郵 便 料金 信 用 口座 が あ る。

イ ン テル ポ ス トの 引 受

イ ンテル ポ ス トを 引 き受 け る の は,各 国 と もサ ー ビス ・セ ンタ ー及 び その 附 近

の主 要 郵 便 局 で あ る。

ニ ュ ー ヨー ク ・サ ー ビス ・セ ン ターで は,ニ ュー ヨー ク,ニ ュ ー ジ ャ ー ジ及 び
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一般 的な ビジネス書 簡

積荷 文書

買 入注文

顧客 文書

明細 書,図 面 、

確認 書,メ モ

送 り状,報 告書

法律 関係の文書

金融 に関す る報告書

原稿

,平 らで,留 め金 な どは除いてお く必要が ある。

金

1ペ ー ジ当 り,世 界 中 ど こで も一 率5ド ルで あ



コ ネ チ カ ッ トの 各 州 の主 要 郵 便局 で 引 き受 け た ものを 取 り扱 って い る。 特 に ニ ュ

ー ヨー ク市59番 通 り以 南 の サ ー ビス ・セ ンタ ーに最 も近 い地 域 は,フ ェー ズ1地

域 と呼 ばれ,イ ンテ ル ポ ス ト専 用 の特 設 窓 口が6か 所 設 け られ て い る。 中で も世

界 貿 易 セ ン タ ー ・ビルの ロ ビーに あ る特 設 窓 口 は,階 下 に サー ビス ・セ ン ターが

あ るた め,極 め て迅 速 な サ ー ビスを提 供 して い る 。

イ ンテル ポ ス ト ・サ ー ビスを 定期 的 に利 用 す る大 口ユ ーザ に対 して は,付 加料

金 を 支 払 う こ とに よ り,イ ンテ ル ポ ス ト郵 便 物 の集 配 サ ー ビスを提 供 して い る。

イ ンテル ポ ス トの取 扱 区域 外 の ユ ーザ に対 して は,USPSの コ ン ビネ ー シ ョ

ン ・サ ー ビス(ExpressMail/INTELPOSTサ ー ビス)を 提 供 して い る。こ

れ は,前 も って特 別 の料 金 を 支払 い,フ ァク シ ミリと公 衆 電 話 回 線 を 使 って,イ

ンテ ル ポ ス ト郵 便 物 を イ ンテル ポ ス ト取 扱 郵 便 局 に電 送 す る もので あ る が,こ の

フ ァク シ ミ リ装 置 は,G皿 規 格 の もの で あれ ば良 い との こ とで あ る。

原 文 書 は,無 料 で 差 出人 に 返 送 して くれ る。 も し,原 文書 を名 あ て 人 に送 りた

い場 合 は,国 際航 空郵 便 料 金 を払 う必 要 が あ る。

イ ン テル ポ ス トの配 達

サ ー ビス ・セ ンタ ーで 受信 した 文書 は,次 の3種 類 の 方 法 で受 取 人 に 配 達 され

る。

① 通常 配 達

通 常 郵便 物 と して取 り扱 われ,追 加 料 金 は 不要 で あ る。

ど の国 にお いて も,当 日中 に 受信 した もの は 遅 くと も翌 日 に配 達 され る。

② 速 達

時 間 外 の 配 達 な ど,特 別 の サ ー ビス を行 う もので,追 加 料 金 を 必 要 とす る。

③ 窓 口交付

受 取 人 が サ ー ビス ・セ ン タ ー又 は 取 扱郵 便 局 の 窓 口へ受 取 りに行 くもの で あ

る。

特 に サ ー ビス ・セ ンタ ー の窓 口 で は,受 信 後,1時 間 以 内 に受 取 る こ とが で
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き るの で,セ ンタ ーの窓 口に持 ち込 ん だ ものを,名 あて 国 の センターの窓 口で受

取 る よ うにす れ ば,1～2時 間以 内で 届 く外 国 郵 便 とな る。

④ 別 配 達

今 の と こ ろ,米 国 で は 扱 って い な いが,西 独 で は,午 後7時 まで に受 信 した

もの は3時 間 以 内 に配 達 す る とい うサ ー ビス を提 供 して い る。

なお,国 際 電 子 郵便 の 配 達 時 間 に っ いて は時 差 を意 識 す る必 要 が あ る。 名 あて

国 の サ ー ビ ス ・セ ン ター の取 扱 時 間 外 に送信 して も,蓄 積 され た ま ま にな って い

る。

ま た,各 国 の サ ー ビス ・セ ンタ ー と も土,日 曜 日は休 業 して い る。
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4.ス タ ン ダ ー ド ・ア ン ド ・プ ァ 社

一 企 業 情 報 デ ー タ ベ ー スー

調 査 先

所 在 地

調 査 期 日

面 接 者

Standard&Poor'sCorporation

25Broadway,NewYork,NY10004(212)248-2525

1983年10月11日

Mr,BrianT.Dugan;VicePresidentandGeneral

Manager,TechnicalPlanning

&ManufacturingServices

概 要

Standard&Poorは,企 業 情 報(特 に社 債 や 財務 情 報)を 専 門 とす る調 査

出版会 社 で あ る。 創 立 は1860年 と古 く,社 債 やCP(コ マ ー シ ャル ・ペ ーパ ー)

の格 付 けで は米 国 屈 指 の権 威 を持 ち,ま た評 価 も高 い。 現 在 は,McGraw-

Hill社 の 子会 社 とな って い る。

従 業 員 数 は約900,売 上げ は82年 で1億500万 ドル,利 益 は2,500万 ドル で あ

った。 収 入 の大 半(7割)は 社 債 等 の ラ ン ク付 け に よ る もの で あ る。

本 来 出 版会 社 で あ る が,情 報 を コ ン ピュ ー タに 入 れ デ ータ ベ ー ス化 して い った

結 果,こ の 内容 を電 子 的手 段 で サ ー ビスす る よ うに な った。

日刊 で 出 して い る公債 の価 格 や ポ ー トフ ォ リオ 分析 情 報 誌"ブ ル ー ・リス ト"

の副 産 物 と して で きた デ ー タベ ー ス に,付 加 価 値 を つ け る形 で 電 子 的 手 段 を介 し

て サ ー ビス し始 め たの は76年 の こ とで あ る。 以 来 電 子 的 な情 報 提 供 の 比重 は着 実

に増 大 して い る とい う。

提 供 手 段 は,オ ンラ イ ンと は限 らな い。 フ ロ ッ ピー ・デ ィス ク に よ る情 報 提 供

も行 わ れ て い る。 ま た,ビ デ オ ・デ ィス クや ビデオ テ ックス な ど も研 究 して い る
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と い う 。

コ ン ピ ュー タ に

よ るDB化

図1価 値付加 の流れ

か つ ての情 報1

提 供 シ ス テ ム<=1

証 券 会 社

ブロー カー等

DEC

PDP

ll/70

外 部 ネ ッ ト ワ ーTelerate社

ク ・ ホ ス ト ・ コ

ン ピ ュ ー タ

図2:BIUeListのDBサ ー ビ ス

サ ー ビ ス 内 容

Standard&Poor社 は,様 々 な 出 版 物,電 子 的 手 段 に よ り 情 報 の 提 供 を 行 っ

て い る が,こ こ で は,オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の 代 表 的 な も の を い

く っ か み て み る 。

BlueListRetrievalは900以 上 の 発 行 元 か ら 出 さ れ る12 ,000～18,000種
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の公 債 に 関 す る デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスで あ る。情 報 は毎 日更新 され る。 種 類,

発 行 元,最 終 利 回 り,現 行 利回 り,税 引後 利 回 り,償 環,価 格,ラ ンク付 け な ど,

印 刷 物 と して 発 行 さ れて い るTheBlueListと 内容 は 同 じもので あ る。 た だ オ

ンライ ンの場 合 は,必 要 な 情 報 だ け をす ぐに 引 き 出せ る とい う メ リ ッ トが あ る。

StockGuideDatabaseは,約4,500社 の普 通 株 及 び優 先 株5,100種 に関 す

る情 報 で あ る 。 内容 は,主 要 事 業,財 務 状 況,株 価 幅,現 在 の株 価 収 益 率,配 当

実績,1株 当 り利益 の推 移,S&Pに よ る 利益 見 通 し及 び 格 付 け,な ど 。 これ

も情 報 の 更新 は 毎 日行 わ れ る。 提 供 は,GTEFinancialSystemsDivision

の ネ ッ トワ ー クを介 して 行 わ れ て い る。 対 応 す る印 刷 出 版 物 は,StockGuide

で あ る。

NewsOnlineは,株 式 公 開 され て い る米 甲 の大 手 ～ 中 小 企 業 約1万 社 に関

す る情 報 で あ る。.こ の 中 で大 手 企 業 約5,900社'iと つ いて は詳 細 な デ ータが 盛 り込

まれ て い る。 デ ー タベ ー スの 内容 は,主 に 財務 や事 業 活動 に 関 す るニ ュー ス で,

具 体 的 に は 例 え ば,収 支報 告 及 び当 該 企 業 に よ る今 後 の 見通 し,配 当情 報,証 券

発 行,吸 収/合 併,新 製 品,新 規 獲 得 契 約,設 備 投 資,役 員 人 事 … …等 々であ る。

追 加 更 新 は毎 月行 わ れ る。 過 去 の蓄 積 デ ー タは,79年6月 か らの もの で あ る。 デ

ー タベ ー ス の デ ィス トリビ ュ ータは,DialogInformationServices社 。 対

応 す る出版 物 はCorporationRecordsで あ る。

デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス と出版 事 業'

S&Pが 提 供 して いる デ ー タベ ース ・サ ー ビス に は,全 て 対 応 す る出 版 物 が あ

る。 っ ま り,同 じ情 報 を ソ フ ト ・コ ピー(CRT情 報)と ハ ー ド ・コ ピー(印 刷

物)の2っ の方 法 で 売 って い るわ けだ。CRT情 報 の 場 合 は,ユ ーザ ーが ス ク リ

ーニ ングで き る 一 つ ま り必 要 な情 報 だ け を と り出 す こ とが で き る とい うの が違

って い る点 だ 。

こ う した こと に っ い てS&Pは,BlueListRetrieva1サ ー ビス がBlue

Listの 売 上 げ増 加 を もた ら した と い う 事 実 を ふ ま え,電 子 的手 段 に よ る情 報 提
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供 は,ハ ー ド ・コ ピー ・サ ー ビス収 入 の増 大 に もっ な が る との認 識 を持 って い る

よ うだ。

た だ,出 版 物 の 場 合 は問 題 で な か った情 報 の 重複 の 問題 が,電 子 化 した場 合 表

面 化 して くる。 っ ま り,異 った 出版物 に 部 分 的 に 同 じ情報(た とえば企 業 の概 要 と

か株 価 推 移,配 当 金 な ど基 本 的 な情 報)が 重 複 掲 載 され て い て も問 題 な いが,デ

ー タベ ー ス と して み る と冗 長 な もの と言 わ ざ るを 得 な い。情 報 の統 一 化 と価 値 付

加 の効 率 化 が 課 題 と して 出 て くるわ けだ。

図3は 株 価 情 報 の 流 れ の 例 を みた もの だ が,取 引情 報 ネ ッ トワ ー クを 組 み 入 れ

る こ とで 出版 物 の顧 客 を固定 す る よ うな努 力 も払 わ れ て い る 。

/

データベース

<出 版物
Stock

Guide

塞ぐ

ス ト ッ ク ・ ブ ロ ー カ ー

(株 式 仲 買 人)

ザ 引情報～ ツトワーク

GTE

/
Quotron

/

ミ
Bunker

I
Ramo

一

/
相 場情 報

図3株 価情報 の流れ

また,電 子 的 手 段 の他 の方 法 と して フ ロ ッ ピー ・デ ィス ク に よ る情 報 提 供 も行

っ て い る。 これ は4年 前 にTandy社 と始 め た ジ ョイ ン ト ・ ベ ンチ ャ ーで,個 人 投

資 家 向 けの ポ ー トフ ォ リオ 分析 で あ る。S&Pは,フ ロッ ピー ・デ ィス ク よ り も

は るか に容 量 の大 き い ビデ オ デ ィス クに も注 目 して お り,可 能 性 を 検 討 して い る
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と い う 。

デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス 業 者 の 動 き と し て,デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ が プ ロ デ ュ ー

サ ー に な っ て い く と か,プ ロ デ ュ ー サ ー が デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ も 兼 ね る よ う に な

る ど い う 動 き が 少 な く な い が,S&Pは デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ に な る つ も り は 無 い

と 明 言 して い る 。
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5.INFO'83(国 際 情 報 管 理 展 示 会/会 議)

第10回 国 際 情 報 管 理 展 示 会/会 議(TheTenthInternationalInformation

ManagementExpositionandConference)は,「 情 報 シ ス テ ム と ビ ジ ネ ス

計 画 の 結 合 」 を テ ー マ に,10月10日 か ら 同13日 の4日 間,ニ ュ ー ヨ ー ク 市 セ ン ト

ラ ル ・パ ー ク の 南 西 部 に あ る ニ ュ ー ヨ ー ク ・コ ロ シ ア ム の4つ の 広 大 な フ ロ ア を

占 有 し て 開 催 さ れ た 。

会 期 の 初 日 が 祭 日(コ ロ ン バ ス ・ デ ー),3日 目 は ニ ュ ー ヨ ー ク で は 稀 に 見 る

大 雨 と な っ た に も か か わ ら ず,昨 年 を 上 回 る4万 人 以 上 の 参 加 者 が あ っ た 。

こ の 種 の シ ョ ー の 多 く は,シ ス テ ム 設 計 者 向 け の も の で あ る が,INFOは,

シ ス テ ム を 購 入 し,使 用 す る 担 当 者 向 け の も の で あ る とINFO'83の 責 任 者 は

述 べ て い る 。

な お,INFO'84,第11回 国 際 情 報 管 理 展 示 会/会 議 は,1984年10月1日 か

ら4日 ま で,同 じ ニ ュ ー ヨ ー ク ・ コ ロ シ ア ム で 開 催 さ れ る こ と に な っ て い る 。

展 示 会(Exposition)

今 年 の展 示 会 は,米 国 を は じめ,日 本,イ ギ リス,カ ナ ダ,イ ス ラ エル 等 の 電

算 機 関 係 企 業,約350社 が,製 品 や サ ー ビス を展 示 し,実 演 した。 そ の ほ とん ど

が,オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン機 器 や ソ フ トウ ェアの 出 品 で あ った 。

今 年 の 展 示 ス ペ ー ス は昨 年 を25%上 回 り,特 に ソ フ トウ ェ ア ・セ ク シ ョ ンの 大

幅 な 拡 張 が 目立 った。 ソ フ トウ ェア につ い て は,150の 産 業 分野 にっ いて10、OOO

以 上 の プ ロ グ ラムが 展 示 され た。

展 示 者 は,単 に 製 品 の 売 り込みばか りで な く,ユ ーザの ニ ーズ を知 ろ う と して お

り,展 示 品 の 見 学 者 に対 し 「ど の よ うな問 題 を お持 ちで しょ うか 」 とか,「 何 か,

お困 りの こ とが あ れ ば,お 手 伝 い しま しょ う」 な ど と働 きか け て くるの が 印 象 的
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で あ った。

初 め の 頃 の展 示会 に お いて は,メ イ ン フ レ ームが 誇 示 され で いたが,そ の後,,

周 辺 機 器,端 末 機,通 信 機 器 へ と主 役 の 座 が 移 り,今 や,OA機 器,ソ フ トウ ェ

ア製 品,そ れ に情 報 関係 サ ー ビスが 展 示 の 中 心 と な った 。

INFO'83の 展 示 会 の 内容 を大 別 す る と次 の よ うに な る。

⑦ 各 種 業 種 向 け の アプ リケ ー シ ョ ンや 問 題 解 決,方 法 論 な ど

② 情 報 処 理 サ ー ビス や コ ンサ ル タ ン トな ど の サ ー ビス

③ ハ ー ドウ ェ ア及 び ソ フ トウェ ア製 品

各 展 示製 品 は,ワ ー カの仕 事 の能 力 を2倍 以 上 に高 め る な ど,生 産 性 を 向 上 さ

せ∵ 購 入経 費 を 上 回 る効 果 を 生 み 出す もので あ る と宣 伝 して い る。

以 下,い くっ か の 展 示 品 を紹 介 しよ う。

{.lIs

イ メ7ジ 処 理 を 目指 すOA機 器

OA分 野 の リーダ ー・一と 目 され るWang社 は,INFO'83に 先立 っ10月4日 に

9種 類 の 新 製 品 を 発 表 し たが,そ の 中 の エ「プ ロフ ェ シ ョナ ル ・イ メー ジ ・コ ン ピ

ュ ー タ(PIC)'」 が,早 速,'INFO'83の 会 場 に展 示 され,多 くの人 々の 注

目を集 め た 。 これ は デ ス ク トップ型 ユ ニ ッ トに装 備 した カ メ ラに よ り,ド キ ュメ

ン ト ・イ メー ジ を スキ ャン し,そ れ を デ ィジ タル化 して コ ン ピ ュー タ に入 力 し,

デ ィスプ レ イ,蓄 積,変 更,検 索,テ キ ス トとの混 合,通 信 な どを 可 能 にす る も

の で あ る。 これ に よ り,い わ ゆ る切 り貼 り作 業(CutandPaste)が 電 子 化 さ

れ るな ど事 務 処 理 能 率 の 向.ヒが 期 待 で き る と共 に,ペ ーパ ー レス化 が促 進 さ れ よ

つo

しか し,こ の製 品 に っ いて の業 界 ア ナ リス トの 評 価 は 「Wang社 トラブル の種 」

とかrWang社 の 将 来 に向 けて の 重 要 な ス テ ップ」 な ど様 々で あ る。 これ らの評

価 に 対 し,Wang社 は,積 極 的 な 反 応 を 示 して い な い こ とか ら,業 界 ア ナ リ ス ト

はrWang社 の今 回 の新 製 品 の 発 表 は,未 来 の製 品 を ユ ーザ に 見せ る こ と に よ り,

自社 に ユ ー ザ を っ な ぎ止 め,IBM等 の業 界 の リー ダか らの侵 食 を防 止 す るた め
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の もの」 と見 て い る。

も う1つ のOA分 野 の リー ダ,Xerox社 か らは,コ ン ピ ュ ー タ と通 信 可 能 な

デ ス ク トップ ・フ ァク シ ミリ端 末 機 「テ レコ ピア295デ ジタ ル ・フ ァ ク シ ミ

リ ・トラ ンシ ーバ 」 が 発 表 され た 。 これ は,1ペ ー ジ30秒 以 内で 送 受 信 が可 能

で あ り,G皿 規 格 の フ ァク シ ミリ装 置 と互 換 性 が あ り,他 の フ ァク シ ミ リ ・ユ ニ

ッ トに再 配 信 で き る機 能 が あ るた め,長 距 離 メ ッセ ー ジを多 量 に扱 う業 務 に向 い

て い る と して い る。 ま た,オ プ シ ョ ンと して,RS232Cイ ンダ フエース,・ ポ ー

ト,GI及 びG皿 規 格 の フ ァ ク シ ミリ装 置 との イ ンタ フ ェー ス な どが あ る。

同 社 の フ ァ ク シ ミ リ ・ビ ジネ ス ・シ ステ ム部 長 は,「 コ ン ピ ュ ータ と フ ァ グ シ

ミリの 技術 を ブ レ ン ドす る こ とに よ り,文 字 と画 像 を持 つ ドキ ュ メ ン1トの 作 成 が

自動 化 され,諸 々の 費 用 が カ ッ トで きる 。 これ によ り,フ ァ ク シ ミ リ市 場 の 規模

は,控 え 目に 見 て も,今 後5年 間 に2倍 に な ろ う」 と語 って い る。1'

米 国 で は,イ メー ジ情 報 と数 字 ・文 字 情 報 の 混合 処 理 を行 うOA機 器 が 主 流 に

な りそ うだ。1'.・ ・ シ

IBM互 換 端 末機 メ ー カ のlB .M離n .

IBM3270互 換 端 末 機 に 非 同 期 通信 機 能 を付 加 す る製 品 が 相 次 いで発 表 され た。

フ ォー チ ュ ン1,000社 に ラ ンクさ れ て い る会 社 の うち,実 に9割 が,IBM

メ イ ン フ レー ム と,DEC,DGの ス ーパ ー ・ミニ コ ンを 併 用 して い るが slI

BM3270系 端 末 機 が メ イ ン ・フ レー ム と通 信 で き る 唯 一 の方 法 はBSC(2

進 同 期 通信)で あ るた め,非IBM系 の ス ーパ ー ・ミニ コ ンや メイ ン ・フ レー ム

に は接 続 で き な い。 しか し,IBM3270系 端 末機 に 非 同 期通 信 機 能 をつ けて,非

IBM系 の コ ン ピ ュ ー タ との接 続 を可 能 に して ほ しい と い う,フ ォーチ ュン1,000

社 の要 求 は,最 近,非 常 に強 くな った ため,3270互 換 機端 末 機 メ ー カ ーは 最早 こ

れ を無 視 で き な くな り,数 社 か ら非 同期 式3270互 換 製 品 が発 表 され た 。

フ ォーチ ュ ン500社 の うち70社 と取 引 の あ るLeeData社 は,す で に非 同期 式

3270互 換 端 末 機,シ リー ズ400を 発 表 して いる。 これ は,DECのVT52 ,VT
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100及 びVT132端 末 機 を エ ミュ レー トして,DECシ ス テ ム10及 び 同20

メイ ンフ レー ムや,DECのVAX-11ス ーパ ー ・ミニ コ ン と も通 信 で き,さ ら

に,ビ ュー レ ッ ト ・パ ッカ ー ド及 びDGの ス ーパ ー ・ミニ コ ンに も接 続 で き る

rkう にす る計 画 が あ る。 このLeeData社 がINFO'83で,最 新 の非 同期 式3270

互 換 製 品 で あ るモ デ ル311デ ュア ル ・ホ ス ト制 御 装 置 を発 表 した 。 これ は,全

て の4300シ リーズ 及 び上 位 の メイ ン フ レ ームの 後部 に,直 接 プ ラグ ・イ ンで きる

制 御 装 置 で,同 時 に動 作 す る2つ の遠 隔 通信 イ ンタ フ ェ ース が あ り,端 末機 を2

台 の メイ ンフレーム間 で,自 由 に切 り換 えて使 用 で き る。 同 社 の マ ー ケ テ ィ ング担

当筆 頭 副 社 長 フ レデ リ ック ・ス ウ ェ 二 一氏 は,「 我 が 社 が 目標 とす る顧 客 は,1

つ の 建 物 内 に5台 の メ イ ン フ レー ム を持 つ 顧 客 で あ る。IBMの 世 界 か ら外 へ

出 て,他 の ベ ン ダ ーの シ ス テ ム へ行 け る機 能 を我 が 社 は提 供 で きる 」 と語 って い

る。

同様 の製 品 と して,3RComputer社 か ら 「PA1000」 プ ロ トコル ・コ ンバ

ー タが発 表 され た 。 これ を ,IBMのBSC又 はSNA/SDLCの 環 境 を サ ポ ー ト

して い るIBM3274/3276ク ラ ス タ ・コ ン トロ ーラに 接 続 す れ ば,ASCII

タ ー ミナル,パ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュ ータ,そ の他 の デバ イス を接 続 す る こ とが 可

能 とな るの で,非 同 期 な ホ ス トや 公 共情 報 サ ー ビス,TSS等 に ア クセ スす るこ

とが で き る。同 社 の研 究 開 発 担 当 副 社 長 ブ レ ッ ド ・シ ュ ラ フ ァ氏 は,「 フ ォーチ

ュン1,000社 は,複 数 の メ イ ン ・フ レー ムを ア クセ ス で きる1台 の 端 末機 を 望 ん

で いる 」 と語 った。 ま た,非IBM系 の メ イ ンフ レーム に接 続 した い とい う,顧

客 の要 求 に対 す るIBMの 反 応 が鈍 い理 由 と して,氏 はrIBMは 非 同 期 の 世 界

を約 束 す るのを 待 た せ て い る の で は な く,非IBM系 の コ ン ピュ ー タ業 界 がBS

C又 はSNA/SDLCの 世 界 へ 来 る こ とを待 って い る の で は な いか と思 う。IB

Mは 非 同期 を サ ポ ー トす る こ とを 提 示 した こ とは 一切 な い 。IBMは,非IBM

機 器 が,IBMの 機 器 を ア ク セ ス で き る のを 望 ま な いよ うだ 」 と語 った 。
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人 工 知 能 も応 用 され 始 め た

FreyAssociates社 は,DECのVAX-11ス ーパ ー ・ ミニ コ ン用 の人工 知

能 を 用 いた 問 い合 せ 言 語 を発 表 した。・これ は,ユ ー ザが 平 易 な英 語 を 用 い て,デ

ー タの 修正 ,ソ ーテ ィ ン グ,論 理 的比 較,計 算 の コ マ ン ドを 入 力 で き る もの で あ

り,処 理 情報 シス テ ム(Themis)と 呼 ば れ る。 この製 品 は900語 以 上 の普 通 に

使 わ れ る英 単 語 を理 解 す る と言 わ れ,原 理 的 に は,ユ ーザが シ ステ ム に事 実 上 無

限 個 の単 語 を理 解 す るよ うに 「教 え る」 こ とが 可能 で あ る と同 社 は 言 って い る。

定 義 は,ユ ーザ ・レベ ル又 は シ ス テ ム ・レベル で登 録 可 能 で,個 々 の ユ ーザ が,

そ れ ぞ れ の定 義 ラ イ ブ ラ リーを持 つ こ とが で き る。 この製 品 に は,VAX-11の

Datatrieve又 は,Oracle社 の データベ ース ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・シス テ ム が 必 要

で あ る。

同様 の製 品 と して,ArtificialIntelligence社 か ら 「INTELLECTTM」

とい う問 い合 せ言 語 が,IBMか ら発売 され た。 これ は,IBM30XX,4300及

びSystem/370で 走 る もの で あ る。

この よ うに,人 工 知 能 は,研 究 所 の 研 究 テ ーマ か ら抜 け 出 し,そ の応 用 製 品 が

続 々 と出 現 し始 め て い る。

激 動 す るAT&Tか ら出 品

300万 人 の 株主,100万 人 の 従業 員,50万 人 の退 職 者 を抱 え て い た地 上最 大 の

企 業,AT&T(AmericanTelephon&Telegraph)は,こ の1月,ベ ル電 話

運 営 会 社 を 分離 して,公 衆 電 気 通 信 事 業 以 外 の あ らゆ る電 気 通 信 分 野 へ の参 入 を

果 した。

AT&Tは,分 割 に伴 う組 織 再編 成 案 を1982年12月 に ワ シ ン トン連 邦 地 裁 に提

出 した が,司 法 省 との調 整 が 行 わ れ た り して,最 終 的 に確 定 した の は,1983年8

月 で あ った 。 この 間,連 邦 議 会 で は,AT&T分 割 に伴 い,州 際 収 入 か ら州 内収

入 へ の相 互補 助 が行 え なか った こ と}と伴 う住 宅 用加 入 者 へ の負 担 増,い わ ゆ る ア
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ク セ ス ・チ ャ ー ジが 問題 とな り,こ れ を 阻止 な い しは 緩 和 す る法 案 が 上程 され た。

議 会 で は,電 気 通 信 分 野 に お い て競 争 導 入 ・規 制 緩 和 措 置 が必 要 か とか,ベ ル電

話 運 営会 社 を ま ず 分離 す る こ とが適 当 な の か,な ど の議 論 が蒸 し返 され た。 困 惑

したAT&T会 長 は,株 主,従 業 員,退 職 者 を代 表 して,連 邦 議会 の議 員1人1

人 に書 簡 を 送 り,予 定 通 りAT&Tの 分割 が 行 わ れ る よ う訴 え た。 そ の書 簡 の 内

容 は,INFO'83のAT&Tの ブー スで公 開 され て い た 。 国 家 の た め に築 いて

きた世 界 最 大 の 企 業 を 解 体 す る とい う苦悩 に 満 ちた ペ ルー 家 の表 情 を 反 映 した そ

の書 簡 の要 旨 は'「ベ ル電 話運 営 会社 を分 離 す る こ とはAT&Tの 本 意 で はな いこ

とは,こ れ まで何度 も申し上 げて きま した。私共が国家のた めに働 き・国家 のた

めに築 いて きた ものを解体 す るとい う喪失 感を理解 していただきたい。 しか し,

薪 しい通信政策力ζ制 定 された以上,私 共は世界最大 の電話事業 を止め るこどな く

再組織化 する とい う困難 な仕事に応 じて来 てお り,そ れ を成 し遂 げよ うとしてい

ます。議 会 が苓 さ ら,電 気通信分野の競争 を激 化 させ るべ きか どうか とか,ベ ル

電話会社を まず分離 させ るべ きだ ったか どうか,に っ いて再考す るのは遅 すぎま

す。 この よ うな基 本 的 な ル ー ルが絶 えず 変 化 す る た め,私 共 の仕 事,将 来,資 産

の価 値 は混沌 と して い ます 。 それ に,証 券 取 引委 員会(SEC)や 株 主 に1984年

度 の 予算 書 や株 式発 行 目論 見書 を 提 出 すべ き期 限 も迫 って い ます 。 す で に新 通 信

政 策 は発効 して い ます 。 私 共 に こ の仕 事 を 予定 通 り完 遂 させ て下 さ い。 合 衆 国 は

世 界 で 最 も良 質 で 安 価 な電 話 サ ー ビス を持 って い ま す。 私 共 は,誓 って,今 後 と

も この サ ー ビスを維 持 して ゆ くこ とを決 心 して い ま す 」 と い う もので あ る。

AT&T再 編 成 の 最 終 秒 読 み段 階 で あ った に もか か わ らず,INFO'83の 展

示 会 には早 く も新 社 章 を掲 げ てrAT&Tコ ミュニ ケ ー シ ョンズ」 とrAT&T

イ ン フ ォ ー メー シ ョ ン ・シス テ ムズ 」が 登 場 した 。

AT&Tコ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンズは,連 邦 通 信 委 員会(FCC)及 び各 州 の公 益

事 業 委 員会 の規 制 を 受 け る州 内長 距 離通 信,州 際 通 信 及 び国 際 通信 を担 当 す るが,

INFO・83に は,WATS(Wid・A・eaT・lec・mmuni・ati…S・ ・vice)・ 遠

隔 会 議 シス テ ム(Teleconferencing),遠 隔訓 練 シス テ ム(Teletraining)等 を



出 品 して い た。 説 明書 に は 旧AT&Tの マ ー クや ベル電 話 会 社 の マ ー クが残 って

い た が,い ず れ も新AT&Tの 担 当 す る業務 で あ る。

WATSに つ い て は,ど ん な長 距 離 で も,ま た,地 域 の 限定 も出来 る きめ細 か

い800サ ービスを紹介 していた。800サ ー ビス とは,着 信 側 に課 金 され る無 料 通話 サ

ー ビスで ,電 話 番号 の 頭 に800を つ け るた め,こ の よ うな 名称 が つ け られ て いる。

カ タ ログに800の つ い た電 話 番 号 を載 せ て お くと,顧 客 は電 話 代 を 気 にせ ず に

電 話 シ ョ ッ ピ ングが で き る の で売 上 げの 伸 びが期 待 で き る。 ま た,苦 情 受 付,・慈

善 事 業 や公 益 事業 に お け る照 会 な ど,発 信 者 に通 話 料 を 負 担 させ るべ きで な い場
J

合 に 利 用 され る。

遠 隔会 議 シス テ ム につ い て は,迅 速 で,よ り良 い意 思決 定,コ ミュニケ]シ ョ

ンの増 進,旅 費 及 び旅 行 時 間 の抑 制 に よ る生 産?iiの 向 上 が で き る と してy、る 。 遠

隔訓 練 シス テ ムで は,1人 の イ ンス トラ クタ ーの教 え られ る人数 が20人 程 度 か ら

40～60人,あ る い は,そ れ 以 上 にで き る と して い る。 いず れ も,ハ ー ドウ ェア

よ り も,ノ ウハ ウ な ど の ソ フ トウ 三ア を重 視 して い る のが 特徴 で あ る。

AT&Tイ ン フ ォY－ シ ョン ・シス テ ム ズ(AT&TIS)は,一 足 先 に進 出

可能 とな った 宅 内機 器 分 野 を担 当す る旧AT&Tの 分 離 子 会社 「ア メ リカ ン ・ベ

ル 」 の 改称 後 の会 社 で あ る。 改称 の理 由 は,新AT&Tが,「 ベ ル研 究 所 」 以 外

は,「 ベ ル 」 の 名称 を使 用 で き な くな ったか らで あ る。INFO'83の 展 示 会 に

は,「 メ ッセ ー ジ ・セ ンタ ー/デ ィ レ ク ト リー」 と称 す る電 子 メ イル を発 表 して

い た。 これ はAT&TISの オ フ ィス ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ン ・ シス テムで ある 「D

IMENSION600」,「 同2000」 及 び 「NewSYSTEM85」 に接 続で き

る。 「メ ッセ ー ジ ・セ ンタ ー/デ ィ レ ク トリー」 の セ ー ル ス ・ポ イ ン トは,ベ ル

研 究 所 の シス テ ム設 計 者 に よ り開 発 され た もの で,そ の 設 計 者 は今 で はAT&T

IS研 究 所 で 働 いて い る こ と,オ ペ レ ーテ ィ ング ・シ入 テ ム も,ベ ル研 究 所 で 開

発 され たUNIXを 使 って い る 乙 と,ハ ー ドウ ェ アは,ウ ェス タ ン ・エ レク トリ

ッ クで 生 産 して い る こ と,ア フタ ー ・サ ー ビスは,AT&Tの 巨大 なサ ー ビス網

を利 用 で き る こ とな どで あ る 。
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AT&TISの 製 品 の売 れ行 き は,AT&Tの 組 織 再編 成 が手 間取 った こ と も

あ って,今 一 っ の よ うで あ るが,分 割 後 はAT&Tテ ク ノ ロ ジー ズの 一員 と して,

非 規制 分野 へ の進 出を 強 化 す る もの と期 待 され る。

な お,AT&T分 割 後 の体 制 は,ウ ェ ス タ ン ・エ レ ク トリッ ク も解 体 され,図,

の よ うにな った。

AT&T

一 AT&Tコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ズ

一 AT&Tテ ク ノ ロ ジ ー ズ

'AT&Tベ ル研 究 所

－AT&Tイ ン フ ォ ー メ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム ズ

AT&Tテ ク ノ ロ ジ ー ・ シ ス テ ム ズ

AT&Tイ ン タ ナ シ ョ ナ ル一

一 AT&Tコ ン シ ュ ー マ ・プ ロ ダ ク ツ

AT&Tネ ッ ト ワ ー ク ・ シ ス テ ム ズ

図1:AT&T分 割 後 の 体制

新 し いLANの 登 場

2つ の ロ ー カ ル ・エ リ ア ・ネ ッ ト ワ ー ク が 発 表 さ れ た 。

1つ は,GeneralBinding社 か ら のNorthnetで あ る 。 こ れ は,ケ ー ブ ル 接

続 さ れ たGBSシ ス テ ム9デ ス ク ト ッ プ ・マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ,プ リ ン タ 、 デ

ィ ス ク 装 置 か ら 成 る 。Northnetは 「多 方 向 フ ロ ー 」 と 「独 立 な ス テ ー シ ョ ン

一44一



の 接 続 」 を 特 色 と し て お り,ネ ッ ト ワ ー ク の オ ペ レ ー シ ョ ン の 状 態 は,rServer

Station」 と 呼 ば れ る タ ー ミ ナ ル を 使 っ て 見 渡 す こ と が で き,こ の タ ー ミ ナ ル は

個 々 の ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン が ネ ッ ト ワ ー ク の 他 の ス テ ー シ ョ ン と 通 信 す る こ と

を 可 能 に し て い る 。 ま た,Northnetの ワ ー ク ・ス テ ー シ ョ ン は,コ ン フ ィ デ ン

シ ャ ル ・ フ ァ イ ル を サ ポ ー ト し て お り,オ プ シ ョ ン と し て,電 子 メ イ ル が あ る 。

も う1つ は,Wordplex社 のWordlinkで あ る 。 こ れ は,Wordplex80-4イ ン

フ ォ ー メ ー シ ョ ン ・ プ ロ セ ッ サ1台 に,電 子 タ イ プ ラ イ タ を16台,電 話 線 を 使 っ

て 接 続 す る も の で,こ の プ ロ セ ッ サ は,す で に フ ァ イ ル さ れ て い る 文 章 を テ キ ス

ト編 集 で き る 機 能 を 持 つ と 共 に,同 時 に 複 数 の ワ ー ク ・ス テ ー シ ョ ン か ら 文 章 を

受 け 取 る 機 能 が あ る 。 こ の ネ ッ ト ワ ー ク で 使 わ れ る 電 子 タ イ プ ラ イ タ は,RS232

Cの 通 信 ポ ー トを 持 っ て い な け れ ば な ら な い 。

lBM-PC用 ソ フ ト ウ ェ ア は 社 外 製

IBMが 販 売 し て い る 自 社 の パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ 用 ソ フ ト ウ ェ ア に は,

た と え ば,Softsel社 のdBASE皿,VisiCorp社 のVisiシ リ ー ズ,Micro

Pro社 のWordStarな ど,約60本 の 社 外 製 ソ フ ト ウ ェ ア が あ る 。 こ れ ら の ソ フ

ト ウ ェ ア はIBM社 に 申 し 込 め ば 手 に 入 り,数 量 が 多 け れ ば ラ イ セ ン ス 料 の 割 引

き や 値 引 き に も 応 じ て く れ る が,プ ロ グ ラ ム の 内 容 に つ い て は 保 証 せ ず,プ ロ グ

ラ ム 内 容 の ト ラ ブ ル に っ い て は,直 接 サ プ ラ イ ヤ ー と 交 渉 せ ね ば な ら な い 。

目 を 護 る ア イ ・ガ ー ドな ど

INFO'83の 展 示 会 に は,い くっか の電 算機 関連 製 品 の 展 示 が 行 われて いた。

Langley-StClair社 は,CRTデ ィス プ レイ画面 の ギ ラつ き,X線,紫 外

線,マ イ ク ロウ ェ ー ブ等 の 害 か ら目 を護 る フ ィル タ ー 「ア イ ・ガ ー ド」 を 発売 し

て い る。 これ は,衝 撃 に 強 い,丈 夫 な ア ク リル板 に鉛 を30%(重 量 比)含 め た も

の で,129.95ド ル 。 鉛 入 り の フ ィル ター は 同 社 独 特 の もの と 強 調 して い る。

OA時 代 を反 映 した オ フ ィス家 具 も種 々展 示 され て いた 。椅 子 を90。 回 転 させ
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れ ば,端 末 機 や パ ソ コ ンに 向 か うこ との で き るL型 の事 務机 が 多か ったが ・日本

の狭 いオ フ ィス に は少 々大 きす ぎ るよ うで あ る。

会 議(Conference)

今 年 の会 議 は,4日 間 で 約70の セ ッシ ョ ンに分 か れ て,200人 近 い講 師 の 発表

が 行 わ れ た。 これ らの セ ッ シ ョ ンは,次 の6つ に大 別 され る。

①

②

③

④

⑤

⑥

表1は,

以 下,い くっ か の 発 表 内容 を 紹 介 して み よ う。

情 報 管 理 の た め の 戦 略

デ シ ジ ョ ン ・サ ポ ー ト

情 報 シ ス テ ム

製 造 シ ス テ ム

オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン

パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ

こ れ ら の セ ッ シ ョ ン の 内 容 を ま と め た も の で あ る 。

今 日の上 級 マ ネ ー ジ ャーは.時 限 爆 弾 の上 に座 って い る

この物騒 な発 表 を行 った の は,イ ンデ ック ス ・シス テ ム ズ社 の副 社 長,ジ ョン ・

M・ トンプ ソ ン氏 で あ る。 そ れ に よ る と,今 日,ど の 企 業 で も巨 額 の投 資 が 情

報 シ ステ ムにな され て お り,こ れ 以上 の コス トの 増 大 に対 し慎 重 に な って い る。

しか し,情 報 技 術 の進 歩 は 著 し く,情 報 シス テ ム の上 級 マネ ー ジ ャーは古 い ソ フ

トウニ ア ・シ ステ ムを リプ レー スす る必 要 に迫 られ て い るが,そ の莫 大 な コス ト

に戸 惑 って い る。 新 しい情報 技 術 が 制 御不 能 に な る まで 進 展 す る前 に,そ れ を取

り入れ て企 業 戦 略 に 活 用 す る よ う企 業 組織 を 指 導 す る責 任 が あ る と,上 級 シス テ

ム ・マ ネ ー ジ ャー及 び 上 級 ビジ ネ ス ・マ ネ ー ジ ャ ーに示 唆 した もので あ る。

情 報 シス テ ム は,そ れ 自身 無 価 値 で ある

同 じイ ンデ ック ス ・シス テ ムズ社 の副 社 長 デ ビ ッ ド ・Gロ ビ ンソ ン氏 は ・情
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報 技 術 は戦 略 的 ビジ ネス ・ツ ール で あ る と して 「情 報 シス テ ムの マ ネ ー ジ ャー は,

情 報 技 術 の 持 つ 潜在 的 な ビ ジ ネ ス上 の 価 値 につ いて,明 確 に理 解 す る必 要 があ る。

情 報 シス テ ムの 利 用 に よ って 生 じる価 値 は,シ ス テ ムの機 能 か ら生 じ る もので は

な く,シ ス テ ム機 能 が ビジ ネス に与 え る変 化 によ って 生 じる もの で あ る。 情 報 シ

ス テ ム は,本 質 的 に,価 値 を持 た な い もので あ る」 と,ア ドバ イ ス した。

出 版 業 に衝 撃 を与 え る電 子 出 版

「電 子 出 版(ElectronicPublishing)」 と い う言 葉 は,ま だ 辞 書 に は載 って

い な い が,INFO'83の 会 議 で は,新 興 産 業 と して の電 子 出 版 業 の 今後 の 見通

しを議 論 す る セ ッ シ ョンが開 か れ た。

ま ず,こ の セ ッシ ョンの議 長,NEWSNET社 の副 社 長 の ゲ ー リ ・G・ ライ

ブ ス メ ン氏 は,「 電 子 出版 」 を 次 の よ うに 定義 した。

r電 子 出版 〔ilektrsnikplblisiO〕 。 名詞 。 情 報 製 品 の 生 産 及 び マ ー ケ テ ィ

ング を業 とす る職 業 。 デ ジ タル化 され た デ ー タ ・ニ ュ ース,知 識,分 析,照 会 ,

教 育,娯 楽 情 報 を,最 終 的 に は,遠 隔 のCRT,平 面 パ ネ ル デ ィス プ レイ,マ イ

ク ロ フ ィル ム,紙,シ ンセ サ イズ され た声 で,文,表,グ ラ フ ィ ック,イ メー ジ

等 の 形 で 再 現 す る。 受 信 者 は高 度 な選 択 手 段 に よ り受 信 す る。 運 搬 メ デ ィア は,

銅 線 電 話 ケ ー ブル,マ イ ク ロ ウ ェ ー ブ,赤 外 光 線,同 軸 ケ ー ブル,光 フ ァ イバ ー,

通 信 衛 星,ラ ジオ ・テ レ ビ放 送 信 号 で あ り,マ イク ロ フ ィル ムや磁 気 フ ァ イル で

もよ い。 電 子 出版 は,1960年 代 の終 りか ら1970年 の 初 め にか けて 始 ま った 「株 式

評 価 シス テ ム」 や 「文 献 検 索 サ ー ビス 」が,そ の ル ー ツで あ る。1980年 代 で は,

広 い基 盤 を 持 った産 業 に 発 展 す る もの と期 待 され る 』

この 電 子 出 版 が,本 の 出版 と頒 布 に与 え る影 響 に つ いて,ゲ ー リー ・R・ ク レ

イ グ氏 は 「本 の 出版 者 と編 集 者 は,本 と い う限 られ た サイ ズ と容量 の 中 に,読 者

に 代 って どん な情 報 を 入 れ るか を 決 定 して き たが,電 子 出版 の読 者,即 ち オ ンラ

イ ン ・ユ ー ザ には,本 と本 の境 界 が な く,一 瞬 に して 必要 に応 じた量 の情 報 が 得

られ,編 集 者 の役 割 を 担 うよ うに な る。 これ まで の 選 集 出版 な ど 〆収 集 的 な種 類
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の 出版 は ・す たれ て しま うだ ろ う」 と述 べ て し'る・

表1・INF・'83セ ・ シ
.・ ン'プ ロ グ ラ ム

セ ッ シ ョ ン ・ タ イ ト ル

午
・戦 略 的 経 営 管 理 向 上 の た め の 情 報 技 術(1)

。 デ シ ジ ョ ン ・サ ポ ー ト ・シ ス テ ム:80年 代 のMISへ の イ ンパ ク ト(2)

10 。ユ ー ザ ー ・イ ンタ フ ェ ー ス 向 上 の た め の 第4世 代 言 語 ③

月

前
。オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン:そ の 神 話 と現 実(5)

10
。情 報 シ ス テ ム の イ ンパ ク ト(1}

日
午

。組 織 に 於 け る デ シ ジ ョ ン ・サ ポ ー ト ・シ ス テ ム の 利 用(2)

。ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム 開 発 の 生 産 性 向 上(3)

。変化 への対応(3)

後
。OA導 入 の 戦 略(5)

。マ ル チ ベ ン ダ ー ・オ フ ィ ス ・シ ス テ ム:そ の 利 点 と 欠 点 ⑤

。オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ンへ の 先 駆 的 取 組 み(5)

。情報 一 不可 欠の資源(1)

。デ シ ジ ョ ン ・サ ポ ー ト ・シ ス テ ム 導 入 ②

午
。情報 システ ム開発手 法の統 合(3)

。統 合 シス テムの幻想 ③,⑤

10
。80年 代 の テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ー1-(3)

月

。 ビ ジ ネ ス ・デ ー タ 処 理 シ ス テ ム の 選 択(3)

。オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン導 入 の 成 功/失 敗 要 因 ⑤

前
。オ フ ィス の 自動 化 の 動 向:次 は 何 か(5)

。 エ グ ゼ ク テ ィ ブの た め の ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン(5)

。マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ に よ る デ シ ジ ョ ン ・サ ポ ー ト ・シ ス テ ム の 予 想 さ れ る

イ ンパ ク ト㈲

。情報 システムの戦略的利用(1)
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。動 機 づ け の た め の 情 報 戦 略 計 画 の 成 功 の た め に(1)
,③

。 デ シ ジ ョ ン ・サ ポ ー ト ・シ ス テ ム研 究 集 会 ②

。デ シ ジ ョ ン ・サ ポ ー ト及 び エ ク ス パ ー ト ・シ ス テ ム の た め の 第4世 代 言 語 ②

。情 報 セ ン タ ー そ の 内 容 及 び 機 能(2)

・ デ ー タ処 理 及 び デ ー タ ベ ー ス の 未 来(3)

。 リ レ ー シ ョ ナ ル ・デ ー タ ベ ー ス(3)

。80年 代 の テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ー 皿 一(3)

。CAD及 び 作 図 シ ス テ ム の 選 択 と導 入(4)

。エ レ ク ト ロニ ッ ク ・メ イ ル の 動 向(5)

。ワ ー ド ・プ ロ セ ッ シ ン グ を 越 え て(5)

。オ フ ィス に 於 け る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン:ロ ー カ ル ・エ リ ア ・ネ ッ ト ワ ー ク と

PBX(5)

。大 企 業 に 於 け る パ ー ソ ナ ル ・コ ン ピ ュ ー タ ㈲

。 マ ネ ジ メ ン ト ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン(1)

。総 合 財 務 計 画 サ ポ ー トシ ス テ ム(2)

。販 売 予 測 シ ス テ ム の 要 素 ②

。情 報 セ ン タ ー の マ ネ ジ メ ン ト(2)

。企 業 デ ー タ ベ ー ス の パ ー ソ ナ ル ・ ワ ー ク ス テ ー シ ョ ンへ の 展 開 ③
,⑤

。DP組 織 構 造 の 動 向(3)

。デ ー タ処 理 シ ス テ ム の 導 入 一1一 ③

・製 造 業 に 於 け る 生 産 性 向 上 の 手 法 一1-(1)

。オ フ ィス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン ・マ ネ ー ジ ャ ー の 企 業 家 精 神 ⑤

。オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ンの 政 治 学(5)

。パ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュ ー タ 入 門(6)

。情 報 シ ス テ ム ・ア ー キ テ ク チ ャ ー 及 び リプ レ ー ス メ ン ト ・シ ス テ ム(1)

。ニ ュ ー ・テ ク ノ ロ ジ ー の 組 織 へ の イ ンパ ク ト(1)

。 マ ネ ー ジ ャ ー の た め の モ デ リ ン グ ②

。情 報 セ ン タ ー の ソ フ トウ ェ ア(2)
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。 デ ー タ ベ ー ス ・ア ー キ テ ク チ ャ ー の 動 向(3)

。企 業 資 産 と して の ネ ッ トワ ー ク(3),⑤

。未 来 の 情 報 機 能:1988年 は 思 っ た よ り 近 い(3)

。デ ー タ処 理 シ ス テ ム の 導 入 一 皿 一(3)

。製 造 業 に 於 け る生 産 性 向 上 の 手 法 －il-(4)

。オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン の 生 産 性 問 題 ⑤

。統 合 ソ フ トウ ェ ア ㈲

。 ヒ ュ ー マ ン ・ リ ソ ー ス(1),(3)

・マ ー ケ テ ィ ン グ ・デ シ ジ ョ ン ・サ ポ ー ト ・シ ス テ ム の 構 築(2)

。
.Fイ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・セ ン タ ー 」 対 「パ ブ リ ッ ク ・ユ ー テ ィ リテ ィ」(2)

。tレ ク トロ ニ ッ ク ・パ ブ リ ッ シ ン グ ー1-(3)

。財 務 ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ利 用 の 現 実 一1-(4)

。法 律 事 務 所 の た め の オ ー トメ ー シ ョ ン計 画 一1-(5}

。 オ フ ィ ス 情 報 シ ス テ ム/技 術 の 統 合 ⑤

。企 業 組 織 に 於 け る パ ー ソ ナ ル ・コ ン ピ ュ ー タの 運 用 管 理 一1一 ㈲

・エ レ ク ト、ロ ニ ッ ク ・パ ブ リ ッ シ ン グ ーll-(3)

。財 務 ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ利 用 の 現 実 一1|一(4)

・法 律 事 務 所 の た め の オ ー トメ ー シ ョ ン 計 画 －n－ ⑤

・企 業 組 織 に 於 け る パ ー ソ ナ ル ・コ ン ピ ュ ー タ の 運 用 管 理 一 ‖ 一 ㈲

(注)

(1)

(2)

(3)

λ
4

に
」

6

「情 報 管 理 の た め の 戦 略 」 セ ッ シ ョ ン

「デ シ ジ ョ ン ・サ ポ ー ト」 セ ッ シ ョ ン

「情 報 シ ス テ ム 」 セ ッ シ ョ ン

「製 造 シ ス テ ム 」 セ ッ シ ョ ン

「オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン 」 セ ッ シ ョ ン

「パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ 」 セ ッ シ ョ ン
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6.サ テ ラ イ ト ・ビ ジ ネ ス ・シ ス テ ム ズ 社(SBS)

衛 星 通 信 サ ー ビ ス

調 査 先

所 在 地

調 査 期 日

面 接 者

SatelliteBusinessSystems

8283GreensboroDrive,Mclean,VA22102

1983年10月14日

Mr.WilliamE.Bearry;InternationalServiceDirector

Mr.PeterM.Goodstein;AdvancedApplications

Consultant

Mr.BarryE.Elser;MarketingSystemsSupport

Ms.MartineM.Papo;AccountRepresentative

Internationa1

概 要

SBSは,IBM,コ ム サ ッ ト及 び エ トナ生命 損 害 保 険 会 社 を オ ーナ ー とす

る合 弁 会 社 で あ る。3社 は 全 く対 等 の 立 場 で経 営 に参 加 して お り,3社 か らそ れ

ぞ れ2人 ず っ役 員 が 出 て い るパ ー トナ ー ズ委 員会 で経 営 方 針 が 決 定 され る。

SBSの 設 立 は,1975年12月 で あ るが,事 業 認 可 に 対す る法 廷 で の争 いがあ り,

実 際 に商 用 サ ービス が開 始 され た の は,1981年3月 で あ る。

SBSは,約2,400人 の 従 業 員 を 有 し,通 信 衛 星 を用いたデ ィジタル総 合 サービ

ス網(ISDN)に よ る通 信 サ ー ビスを 提 供 して い る。

SBSは,3個 の 通 信 衛 星 と100個 所 以上 の 地球 局 を所 有 して い る。 特 に3個

日の通 信 衛 星 は,1982年11月,ス ペ ー ス ・シ ャ トル,コ ロ ン ビアで 打 ち上 げ られ

たの が 特徴 で あ る。 スペース ・シャ トルによ る通信 衛 星 の打 ち上 げ は今 後 も予 定 さ

れ て お り,1984年 に4号 衛 星,1985年 には5号 衛 星 を打 ち上 げる申 請 をFCCに 提
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出 し て い る 。 ま た,Kuバ ン ド(12/14ギ ガ ヘ ル ツ)衛 星 の 軌 道 間 隔 を3度 か ら

2度 に 縮 少 す るFCCの 提 案 を 支 持 し,SBS4号,5号 通 信 衛 星 を 静 止 軌 道 に

配 置 す る た め,.軌 道 変 更 を 自 ら 進 ん で 申 し出 て い る 。

SBSの 通 信 サ ー ビ ス は,① 専 用 網 サ ー ビ ス(PrivateNetworkService),

② ナ シ ョ ナ ル ・ネ ッ ト ワ ー ク ・ サ ー ビ ス(NationalNetworkService),③ 国

際 サ ー ビ ス(lnternationa1Service),④ ト ラ ン ス ポ ン ダ ・ア ク セ ス ・サ ー

ビ ス(TransponderAccessService)で あ る 。

最 近,テ レ ビ 会 議 シ ス テ ム,高 速 デ ィ ジ タ ル ・デ ー タ 伝 送 シ ス テ ム,オ フ ィ ス ・

ビ ル 内 通 信 網(REALCOM)な ど に 力 を 入 れ,通 信 需 要 の 拡 大 と 付 加 価 値 の

増 大 を 図 っ て い る 。

SBSの サ ー ビ ス

(1)専 用網 サ ー ビス

企 業 や官 公 庁 に お け る電 気 通 信 経 費 は増 加 の一 途 を た ど り,最 近 で は デ ータ通

信 費 が 電 話 よ り急 速 に上 昇 しつ っ あ る。

SBSは,コ ミュニ ケTシ ョ ン ・ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス(CNS)と 名 づ け

た デ ィジタル総 合サ ー ビス網(ISDN:IntegratedServicesDigitalNet-

work)で,音 声 と デ ー タ を一緒 に伝 送 す る こ とに よ り,電 気 通 信経 費 の節 減 を図

ろ う と して い る。

CNSは,最 高6.312メ ガ ビ ッ ト/秒 の デ ー タ伝 送 速 度 を有 し,高 度 通 信 サ ー

ビスを 可 能 と した。 た と えば,デ ー タ ・セ ンター の バ ジ クア ・プ 遠 隔 ・ ンピ ・

一 夕間 の 負 荷 分散 ,テ レ ビ会 議,高 速 電 子 メイル 等 に利 用 で き る。

CNSは,す べ てデ ィジタル 化 した デ ー タを扱 うた め,伝 送 容 量 を瞬 時 に変 化 さ

せ る こ とが で きる。 た とえ ば,音 声 と デ ー タを同 時 に伝 送 して い る場 合,音 声 の

切 れ 目(会 話 で は 切 れ 目 が 多 い)で は,デ ー タ伝 送 に100%の 容 量 を割 り当 て た

り,複 数 地 点 間 の1日 の通 話 パ タ ー ンの推 移 に従 って容 量 を変 化 させ た りす る な

ど,動 的容 量 割 当 て に よ り,伝 送 コス トを 低減 して い る。 さ らに,ユ ーザ は,使
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用頻 度 に応 じた回 線 使 用料 を 選 ぶ こ とが で き るほか,利 用 の少 な い時 間 帯 で は格

安 に 利 用 で きる。

CNSに は,大 企 業 向 けのCNS-Aと そ れ以 外 のCNS-Bが あ る 。

CNS-Aは,企 業 側 に.地球 局 を設 置 す る もの で,週600万 コ ール以 上 あ る場

合 に有 利 で,ボ ーイ ング,IBM,GEな どが 利 用 して い る。 衛 星 通 信 は,構 成

が シ ンプ ルで,大 容量 デ ー タ伝 送 が可 能 で,通 信 コス トが 距 離1「無 関係 で あ る こ

とな どか ら,今 後 地球 局 を 所 有 す る企 業 が 増 加 す る もの と思 わ れ る。

CNS-Bは,地 球 局 を共 同 利 用 す る もの で,通 信 量 の 少 な い顧 客 に 向 けた サ

ー ビスで あ る。

CNSは,図 の よ う に い くつ か の主 要 なSBS施 設 との組 み 合 せ か ら成 る。
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図1:衛 星 通 信 シス テ ム構 成 要 素(SBS)

地球 局 は,相 互 に関 連 し合 い,、コ ン トロ ールす る機 能 を持 って い る。 地 球 局 は,
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経 済性,運 用 上 の問 題 に よ り,顧 客 又 はSBSの 所在 地 に設 置 す る。

ネ ッ トワー ク ・コ ン トロ ール ・セ ンター(NCC)は,正 常 な運 行 を 確 保 す る

た め に,す べ て の地 球 局 を集 中 的 に モ ニ ターす る。

追 跡 ・遠 隔 測 定 ・指 令施 設(TT&C)は,衛 星 を コ ン トロ ール し,モ ニ ター

す る 。

これ らの主 要 施 設 の うち,CNS利 用者 に 見 え る の は地 球 局 で あ り,そ の主 要

コ ンポ ーネ ン トは 次 の もの で あ る。

衛 星 通信 監 視 装 置(SCC):ア ヂ ログ/デ ィジタ'ル変 換,時 分 割 多重 ア ク セ ス,

需 要 割 当て 交換,そ の 他 の コ ン トロ ール 及 び処 理 を行 う。

時 分 割 多 重 ア ク セ ス 〈TDMA)'バ ース ト変復 調 装 置:時 分割 され た 各衛 星 通

信 チ ャネ ル を通 じて,デ ィジ タル情 報 の バ ース トの変 復 調 を行 う。

高周波 ターミナル(RFT):高r』 幅:琴 換:TDMA!∵ ト変

復 調 装 置 と の イ ン タ フ ェ ー ス 等 を 行 う 。'、

モ ニ タ_.コ マ ン ド.ル ー プ:全 地 球 局 の 状 態,運 転 状 況 の 監 視1診 断,訂 正

コ マ ン ドの 送 り 出 し を 行 う 。

ポ ー ト ・ア ダ プ タ ー ・ シ ス テ ム(P,AS'):SCCと 顧 客 の 施 設 と の イ ン タ フ

ェ ー ス を 提 供 す る 。

(2)ナ シ ョナ ル ・ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス

この サ ー ビス は,企 業 及 び住 宅 用 の長 距 離 通 信 サ ー ビスで,通 信 衛 星,地 球 局,

地上 回 線 及 びデ ィジタル 交 換機 か ら成 る比較的 簡 単 な シス テ ムで あ るた め,信 頼 性

が高 く,衛 星 経 由 の た め伝 送 コス トは距離 に無 関係 で 長 距 離 ほ ど経 済 的 で あ り,

デ ィジ タル伝 送 の た め通 話 品質 が 高 い な どの特 徴 が あ る。

1982年5月 に 開始 さ れ た メ ッセ ー ジ ・サ ー ビス1は,大 量 の 市 外 長 距 離 発 信 の

あ る企 業 向 け に設 計 され た。 ダイ ヤ ル桁 数 を減 らす た め,顧 客 か らナ シ ョナ ル ・

ネ ッ トワー ク交 換 セ ンタ ーへ の直 通 ア クセ ス回 線 を 供 給 す る な ど種 々の 改良 が加

え られ,1982年 度 末 に は,1週300万 コ ール を扱 って い る。 メ ッセ ー ジ ・サ ー ビ
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ス1に よ り通 話 コス トは,10～20%節 約 され た と して いる。

1982年12月 に は,中 小 企 業 及 び住 宅 用 の長 距 離 通 話 サ ー ビス,メ ッセ ー ジ ・サ

ー ビ ス2 ,別 名,SBSス カ イ ラ イ ンが提 供 され た 。 ス カ イ ラ イ ン は,首 都 ワ シ

ン トン地 区 か ら順 次17大 都市 に導 入 され つつ あ る。

(3)国 際 サ ー ビス

CNSを 利 用 して いる 巨 大 企 業 の数 社 は,SBSに 国 際 通 信 サ ー ビス を提 供 す

る よ う求 め た 。1982年,FCCは 国 際 通 信 サ ー ビス の提 供 を 認 可 した の で,ま ず,

米 菓 間 の 高速 デ ィジタル ・サ ービスが実 現 し,そ の後,イ タ リア,'カ ナ ダ,』'オラ ン

ダ,香 港 の通 信 主 管 庁 との間 で 国 際 サ ー ビス につ い て の協 定 を 結 び,1985年 に'は,

11か 国 との協 定 が成 立 す る予 定 で あ る。 J

国 際 間 の高 度 通 信 サ ー ビ スの1つ と して,イ ンタ=・ リンク と呼 ば れ る国 際 テ レ

ビ会 議 シス テ ムが あ る。'1982年10月 に は米 国 カ リフiル ニ ア州 メ ロ ンパ ーク ,イ

リノイ州 ノ ー ス ブル ック及 び英 国 の ロ ン ドンを結 び,宇 宙 技 術 と宇 宙 保 険 に関 す

る テ レ ビ会 議 が 開催 され た。 現 在,コ ム サ ッ ト ・ゼ ネ ラル と イ ン タ ー コ ンチ ネ ン

タ ル ・ホ テ ル との 合 弁 会 社 で あ る イ ン テル メ ッ トは,ニ ュー ヨ ー ク と ロ ン ドンに

あ る イ ンタ ー コ ンチネ ンタ ル ・ホ テ ル に テ レ ビ会 議室 を常 設 し,SBSは,56キ

ロ ビ ッ ト/秒 の 回線 を常 時提 供 して い る。 ま た ,1983年10月 に は,日 本 情 報処 理

開 発 協 会 とSBSが 提 携 して,日 米 間 の テ レ ビ会 議 の デモ ンス トレー シ ョ ンが 行

われ た 。 これ は太 平 洋 上 の イ ンテル サ ッ ト通 信 衛 星 と米国 内 のSBS通 信 衛 星 を

利 用 した もの で あ る。

(4)ト ラ ン ス ポ ン ダ ・ア ク セ ス ・サ ー ビ ス

SBSの 各 衛 星 は,10個 ず っ ト ラ ン ス ポ ン ダ を 持 ち,'す べ てKuバ ン ド(12/

14ギ ガ ヘ ル ツ)を 利 用 して い る 。

Kuバ ン ド は,Cバ ン ド(4/6ギ ガ ヘ ル ツ)を 使 用 す る シ ス テ ム に 比 べ,伝

送 容 量,品 質 が 同 じ と す れ ば,パ ラ ボ ラ ・ア ン テ ナ の 大 き さ が 半 分 に な り,ま た,
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Kuバ ン ドの地 上 マ イ ク ロ回 線 が 無 いた め',Cバ ン ドの よ うな 混 信 の心 配 が な く,

大 都 市 地 域 に お いて もア ンテ ナを 設 置 で き る。 さ ら1ごSBSの トラ ンス ポ ンダは

送 信 電 力 が 大 き く,直 径2メ ー トル,場 所 に よ って は,そ れ 以 下 の ア ンテ ナで も

利 用 で き,使 い易 い帯 域 幅 を有 す るた め,有 線 テ レ ビ業 者,放 送 業 者,・公 衆 通 信

事業 者 か ら トラ ンス ポ ンダ ・サ ー ビス の提 供 を求 め られ た。 現 在,ビ デ オ ス ター

コネ ク シ ョ ン社,GTEサ テ ラ イ ト社 等 に トラ ンスポ ン ダ ・サ ー ビス を提 供 して

い る 。1'

テ レ ビ会 議 シス テ ム

SBSは,通 信 需 要 の 拡 大 に最 も効 果 の あ るテ レビ会議 シ ス テ ムに 力 を 入れ て

い る。

テ レ ビ会 議 シ ス テ ム は遠 隔 会 議 を 実現 す る シス テ ムの1つ で あ り,こ の ほか に,

オ ーデ ィオ会 議 シス テ ム と コ ン ピ ュー タ会 議 シス テ ムが あ る○

オ ーデ ィオ会 議 シス テ ムに は,簡 単 な電 話 会 議 シス テ ム か ら,特 別 に設 計 され

た 端 末機,マ イ ク ロ フ ォ ン,ス ピー カー,フ ァク シ ミリ装 置 を使 う もの ま である。

コ ン ピ ュー タ会 議 シス テ ム は,電 子 メ イル ・メ ッセ ー ジ 噛・シス テ ムを 使 う もの

で,会 議 の参 加 者 は,端 末 機 を使 って 対話 す る もの で あ る。 この利 点 は,時 間 的

制 約 が な く,時 差 を克 服 で き る こ と,デ 一夕 ベ ー ズや プ ロ グ ラ ムな どの コ ン ピ ュ

ー タの機 能 を利 用 で き るこ とで あ る。

しか し,顔 を合 わ せ る会議 に 最 も近 いの は,テ レ ビ会 議 シス テ ムで あ る。

これ に は,「 捕 獲 フ レー ム型 」 と 「フル モ ー シ ョ ン型 」 が あ る 。

捕 獲 フ レー ム型 は,テ レ ビの映 像 を伝 送 す る チ ャネ ル の伝 送 速 度 が遅 い た め,

映 像 の伝 送 に時 間 が か か る シ ス テ ムで あ る。 伝 送 速 度 が9,600bpsの 場 合 は1分

間 に1枚,56Kbpsで も8～10秒 に1枚 の 映 像 しか 送 れ な い。

フル モ ー シ ョ ン型 は,参 加 者 の動 き が伝 え られ る ので,参 画 意 識 は最 も高 くな

る もので あ る。 普 通 の テ レ ビ画 像 で は45Mbpsを 必 要 とす るが,テ レ ビ会 議 で は,

比 較 的動 き が少 な い の で1.5Mbpsで もコ ー デ ック ス と呼 ばれ る ビデ オ帯 域 圧 縮 装
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置 を併 用 す る こ とに よ り,フ ル モ ー シ ョ ンの伝 送 が 可能 で あ る。

ま た,テ レ ビ会 議 シス テ ムに は,永 続 的 な 会 議 に使 用 す る固 定 施設 ,1回 限 り

の会 議 に使 用 す る移 動施 設 が あ る。

効 果 的 な テ レビ会 議 に必 要 な機 器 と して,① マ イ ク(ワ ン ・ポ イ ン ト ・マ イ ク

が よ い),② ズ ーム ・ア ップ ・カ メ ラ ,③ 高 解 像 グ ラ フ ィ ック ・'サ ブ シ ス テ ム

(図 形,写 真,資 料 等 を 表 示 す る もの) ,④ コ ン トロール ・サ ブ シス テ ム(音

量,ズ ー ム ・レ ンズ,グ ラ フ ィ ック ・サ ブ シス テ ム等 を 制 御 す る もので,操 作 が

簡 単 な ブ ラ ウ ン管 タ ッチ ・セ ンス型 が よ い)が あ る。'

遠 隔会 議 で最 も重 要 な要 件 は,遠 隔 会 議 の 必 要 性,可 能 性 を認 識 し,'そ れ を使

い こなす 人 で あ る。遠 隔 会議 は単 に旅 費 が 不 要 にな る とい う認 識 で は な く ,こ れ

ま で不 可 能 で あ った 新 しい会 議 の運 営 手 段 を提 供 す る もの とい う認 識 に立 つ 人 を

必 要 とす る。

テ レ ビ会 議 シス テ ムを利 用 すれ ば,① 旅 費 を削 減 し,② 情 報 の流 れ を変 え,③

キ ーに な る人 物 を有 効 に動 員 で き,④ 訓 練 効 果 を高 め,⑤ よ り良 い意思 決 定 が 期

待 で き る。"噛'

SBSは,IBM,エ トナ等 に70セ ッ トの フル モ ー シ ョ ン ・テ レ ビ会 議 シス テ

ム を納 入 して お り,こ の 分 野 で20～25%の シ ェア を 占め て い る。

高速 デ ィジタル ・デ ータ伝送の誤 り制御

SBSは,衛 星 通 信 チ ャネル で56Kbpsか ら6.312Mbpsの 高 速 デ ジタ ル ・デ

ー タ伝 送 サ ー ビスを提 供 して い る。6.312Mbpsを 使 用 す れ ば,625MBデ ィスク

の 内容 を15分 間で 伝 送 す る こ とが可 能 で あ り(56Kbpsを 使 用 す れ ば,実 に25時

間 を要 す る),大 量 の デ ー タを正 確 に速 く長 距 離 に伝 送 す る ことが で き る。 しか

し,デ ー タ伝 送 サ ー ビス に お け る誤 り制 御 方 式 は,す べ て,低 速 で 遅 れ の な い伝

送 路 を基 に して開 発 され て い る。 衛 星 通 信 に お い て は,送 信 デ ー タ は,0.320秒

遅 れ て受 信 され る た め,高 速 デ ー タ伝 送 に お い て は,大 量 の デ ー タが空 中 に蓄 積

され る こ とに な る。 も し,受 信 側 で伝 送 誤 りを発 見 し,送 信側 に 再 送要 求 した 場
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合,送 信 側 は,0.640秒 前 の デ ー タを 再 送 す る必 要 が あ り,高 速 デ ー タ伝 送 にお

い て は,か な り後 戻 りせ ね ば な らな い。

SBSで は,① ブ ロ ック単 位 通 信,② 誤 り検 出 後 リス タ ー ト,③ 連 続 通 信 の3

種 類 の プ ロ トコル を 設 定 し,最 適 の 方 法 を検 討 した 。

ブ ロ ッ ク単 位 通信 プ ロ トコル は,1ブ ロ ック毎 に送 信側 に否 定又 は肯 定 応答 を

返 し,送 信 側 は,応 答 が あ る ま で,次 の ブ ロ ックを送 信 しな い もの で あ る 。送 受

信 側 と もバ ッフ ァが少 な くてす む が,通 信 効 率が 悪 い。

誤 り検 出後 リス タ ー ト ・プ ロ トコル は,送 信 側 は,肯 定 応 答 を受 け取 る間 は,

デ ー タを連 続 して 送 信 し,否 定 応 答 を 受 け取 る と,誤 りの あ った デ ー タか ら再送

信 す る もので あ る。 送 信 バ ッフ ァが 大 き くな る ほか,誤 りが 発 見 され た 場 合,大

量 の デ ータが 捨 て られ るた め通 信 効 率 に問 題 が あ る。

連 続 通 信 プ ロ トコル は,否 定 応 答 の あ った ブ ロ ックの み再 送 す るが,そ の 間,

デ ー タ伝 送 を続 行 す る もの で あ る。 送 受 信 側 と も大 き なバ ッフ ァを必 要 とす るが,

SBSは,高 速 デ ー タ伝 送 の 要 件 を 満 足 す るの は,こ の プaト コル の み で あ る と

結 論 づ け て い る。

電気 通信産業界の展望

米国 の電気通信産業 における競争促進政策 は,1984年1月1日 のATT再 編成

によ り確立 され た。これによりAT&Tと ベル電話運営会社 との関係は,AT&Tと

SBSな どの競争会社 と変 らない もの とな り,市 内 アクセス ・サー ビス及 び相互

接続 サー ビスの料金及 び利用においてAT&Tと 同等 の条件 となる。 このため,地

上系 サ ー ビス及び衛星通信 サー ビス市 場 に多 くの新 規業者 が参 入 し,既 存通 信業

者 の合併,市 外電話会 社 と市内電話 会社の新たな関係が進展 してい る。

また,連 邦議会 は国内通信法 の包 括的改正か ら国内通信政策等 を個別 に再検討

す る方向 へ動 き出す と共 に,国 際通信及 び有線 テ レビ ・サー ビスを規制 している

法令 の改正 を進 めている。

SBSは,電 気通信産業界 における競争 を歓迎 してお り,公 正で 健全 な競争 を
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確 保す るために,規 制緩和 手続や議会 の手続 きに参加 してゆ くと してい る。
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7.GTEテ レネ ッ ト ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンズ 社

VAN(付 加 価 値 通 信 網)

調 査 先

所 在 地

調 査 期 日

面 接 者

GTETelenetCommunicationsCorppration

8229BooneBoulevard,Vienna,VA22180

1983年10月14日

Mr.J.DavidHann;President

Mr.PaulB、Silverman;ExecutiveDirector,

BusinessPlanning

概 要

'

GTEテ レ'ネ ッ ト社 は,GTECorporationの 事 業 グ ル ー プ の1っ で あ る 。

GTECorporationは,1982年7月1日,GeneralTelephoneandEle-

ctronicsCorporationの 社 名 を 変 更 し,現 在,電 話 事 業,通 信 機 器 製 造 事 業,

電 子 機 器 製 造 事 業,テ レ ネ ッ ト通 信 事 業 な ど の 事 業 グ ル ー プ を 持 ち,「 ベ ス トを

目 指 し,と も に 働 くGTE」 を ス ロ ー ガ ン に 高 い 業 績 を あ げ て い る 。 同 社 は1980

年 代 の 通 信 メ デ ィ ア で あ る 衛 星 通 信,光 通 信,音 声 ・ デ ー タPABX分 野 へ の 進

出 を 図 っ て お り,1982年 末,GTEサ テ ラ イ ト社(GSAT)を 設 立 し,1984年

に は,GSTAR通 信 衛 星 を 打 ち 上 げ る 予 定 で あ る 。 こ の 通 信 衛 星 は ・GTEサ

テ ラ イ ト社 が 設 計 し た も の で,Kuバ ン ドで 運 用 さ れ,音 声,イ メ ー ジ 及 び デ ー

タ の 伝 送 に 利 用 さ れ る 予 定 で あ る 。

GTEテ レ ネ ッ ト社 の 前 身 は,1972年12月 にARPAネ ッ トの 作 成 に 携 わ っ た

BoltBranekandNewmanInc.(BB&N)及 びBostonConsultancyGr-

oupに よ っ て 設 立 さ れ たTelenetCommunicationsCorporationで あ る 。 そ

の 後,資 金 的 危 機 に 見 舞 わ れ,1979年7月 にGeneralTelephoneandElect－
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ronicsCorporation(GTE)に 吸 収 さ れ た 。 現 在,世 界 最 大 のVAN業 者 と し

て,公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク ・ サ ー ビ ス 専 用 ネ ッ ト ワ ー ク ・サ ー ビ ス を は じ め ,ネ ッ ト

ワ ー ク ・ ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・サ ー ビ ス ,端 末 ・国 際 シ ス テ ム ・ サ ー ビ ス 及 び 金 融

情 報 サ ー ビ ス の5部 門 で,付 加 価 値 通 信 サ ー ビ ス を 提 供 し て い る 。

VANの 概念

GTEテ レネ ッ ト社 のVANの 概 念 は,情 報 処 理 と デ ー タ伝 送 の 中 間 に位 置 づ

け た もの で あ る。

コモ ン ホ ス ト

プ ロセ ッサ コン ピュータ

・←一一ー デ ー タ伝 送 一

ー 一 付 加 価 値 通f言 一ーーーーーーー一一◆

ぐ一 ー一 一 情 報 処 理 一二ーーーーーーー一一 一 一 →

図1:付 加価値通信 の範囲

図1に お け る 「デ ー タ伝 送 」 の蔀 分 は,SBSな ど の通 信 業 者 の 分 野 で あ り,

「情 報処 理 」 の部 分 は,GE,ADP,UCC,CSCな どの 情 報処 理業 者 の 分

野 で あ る。 そ の 中間 に位 置 す る部 分 が 「付 加 価 値 通 信(ValueAddedCommu-

nicationService)」 で,い わ ゆ るVAN業 者 の 分 野 で あ る と して い る。

通 常,通 信 業 者 は付 加 価 値 通 信 へ,ま た,VAN業 者 は情報 処 理 へ進 出す る傾

向 が あ る が,最 近,逆 に情 報 処 理 業 者 がrNewVAN」 と 名 づ け て,付 加 価 値

通 信 へ進 出 して 来 た た め,VAN業 界 は 激 しい競 争 の 時代 を迎 え て い る。
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同社 が掲 げ るVANの 価 値 は,「 接 続 性(Connectivity)」 と 「経済性(Cost)」

で あ る。

「接 続性 」 とは 互換 性 の無 い 端 末 機,電 子計 算 機 相 互 間 の 通 信 を実 現 す る もの

で,同 社 はパ ケ ッ ト交換 機 の僅 か な 改造 で,ど ん な ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ー タで も接

続 で き る と言 って い る。

「経 済 性 」 に つ いて は,使 用料 が,回 線 接 続 中 の 使 用量 に 応 じで課 金 され るた

め,専 用 回 線 を使 うよ り安 上 が り とな る こ と,同 社 の 公衆 デ ー タ ・ネ ッ トワー ク

は 全米350市 に900以 上 の ノー ドを持 って い るた め,最 寄 りの ノ ー ドに 接 続 す れ

ば,ほ とん ど距離 に無 関 係 な料 金 とな る こ とで あ る。 同社 の ネ ッ トワ ー クの コス

トに 占 め る回 線 コ ス トの 比率 は,20～30%で あ り,端 末回 線 コス トの方 が,ノ ー

ド間 の コス トよ り高 い。 残 りの70～80%の コ ス トは,運 営 費,減 価 償 却 費,フ ィ

ール ド ・エ ン ジニ ア リング ・サ ー ビス費 等 で あ る。 な お,大 口 ユ ーザ に は,専 用

デ ー タ ・ネ ッ トワ ー クを導 入す る方 が 有 利 で あ る と して い る。

同 社 の要 員構 成 を 見 る と,⑦ 開 発,技 術 関 係30%,② オペ レー シ ョ ン20%,

③ 経 理,一 般 事 務20%、 ④ 販 売 関係15%,⑤ プ ラ ンニ ング関 係15%,と な って

お り,① 及 び② の 技 術 関 係 要 員 が 半 数 を 占 め て い る。 同社 は特 に技 術 関 係 要 員が

多 い そ うで あ るが,VAN業 は,技 術1力を 必 要 とす る業 種 で あ る よ うだ。

同社 のVANは,ど ち らか と言 え ば,通 信 寄 りで あ るが,今 後,ど こ まで 情報

処 理 分野 に食 い込 む か は不 明 で あ る と して い る。

VANの 要件 と技術

同 社 が 提 唱 す るVANの 要件 は,次 の とお りで あ る。

(1)高 信 頼 性

回 線 は必 要 な時 に は必 ず 使 え な けれ ば な らず,ノ イズが 多 か った り,不 通 と

な った 場 合 は,自 動 的 に代 替 回 線 に切 り替 え られ な けれ ば な らな い。1本 の 回

線 を多 くの 端 末機 で 共 同 利 用 す るVANで は,こ の 問題 は特 に重 要 で あ る。

(2)低 伝 送 エ ラ ー率
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ノイズ レベ ル,歪,遅 延,そ の 他 音 声伝 送 な ら問題 に な ら な い事 項 で も,デ

ー タ伝 送 の場 合 は致 命 的 な 問題 とな る
。

③ 多種 類 の伝 送 速 度

必 要 以 上 に伝 送 速 度 の速 い 回線 を 使 わ ざ るを得 なか った り,ト ラ フ ィ ックの

負荷 が 大 きい とき で も伝 送 速 度 が 一 定 で あ るの は 問題 で あ る。

(4)ピ ー ク時対 策

時 間,日,季 節 の うち で大 き く変動 す る'トラ フ ィックに対 応 で き な けれ ば な

らな い 。

⑤ 要 求 の変 化 に即 応

新 型 端 末 機 の出 現,新 サ ー ビス の提 供,ト ラ フ ィ ックの 追 加,コ ンピュータ ・

セ ンタ ーの追 加等 に即 応 で きな けれ ば な らな い 。

(6)広 範 な地 域 への サ ー ビス

オ フ ィス は,国 内 ・国 外 に分 散 して い る。 電 話 と郵便 の よ う に,デ ー タ通 信

サ ー ビス もど こで も得 られ な けれ ば な らな い。

(7)異 機 種 端 末機 及 び 電 算 機 と の結 合

大 企 業,官 公 庁,複 合 企 業 等 の 多 くは,複 数 の コ ンピ ュ ー タ ・セ ンタ ー とネ

ッ トワー クを持 って い る。 それ らの リ ソー ス(プ ログ ラム,デ ー タ ・フ ァイ ル,

コ ン ピ ュー タ ・パ ワ ー,端 末 機,通 信 設 備 等)を シェアで きれ ば ,そ の効 果 は

図 り知 れ な い 。

⑧ 非 対称 チ ャネ ル

端 末機 に よ る照 会 シ ス テ ムの 多 くは,端 末機 オペ レー タ の遅 い入 力 ス ビー ド

の少 な い デ ー タに対 し,コ ン ピ ュー タか ら大量 の デー タが 返 され る。 この場 合,

端 末 機 か ら コ ン ピュー タへ の 回 線 速 度 とコ ン ピュ ー タか ら端 末 機 へ の回 線 速 度

は 同 じに す る必 要 は な い。

⑨ 高 速 接 続

ダ イヤ ル ・イ ンに よ る ネ ッ トワー ク は,15～25秒 の接 続 時 間 を要 す るが,コ

ン ピュ ー タ通 信 に お い て は,こ の時 間 内 に デ ー タ伝 送 は 終 了 して しま う。
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00通 信 ユ ス トの 削 減

距 離 と接 続 時 間 に よ り課 金 さ れ る専 用 回 線 で は,通 信 コス トの削 減 は 難 しい。

回 線 使用 量 に応 じた課 金 体系 が 合 理 的 で あ る。1ビ ッ ト当 りの デー タ処 理 コス

トとデータ蓄積 コス トは,年 々大 幅 に 低 下 してい るが,回 線 コ ス トは横 バ イか増 加

す る傾 向 に あ るの で,デ ー タ処 理技 術 で 回線 の有 効 利用 を図 る必 要 が あ る。

GTEテ レネ ッ ト社 は,こ れ らの要 件 をパ ケ ッ ト交 換 技 術 で実 現 して い る。

同社 のパ ケ ッ ト交 換 の機 能 は次 の と お りで あ る。

① 顧 客 の コ ン ピ ュー タか ら デ ー タを受 け取 り,パ ケ ッ トに細 分 す る。

② 顧 客 の端 末機 か ら デ ー タを受 け取 り,ネ ッ トワーク.の標 準 コ ー ドに コー ド変 換

し,パ ケ ッ トに成 形 す る。

③ そ の パ ケ ッ トの 道順 を決 め る。

④ ネ ッ トワ ー クの 現 在 の ス テ ー タ スを制 御 テ ー ブル に反 映 させ る。 この テ ー ブ

ル は,ネ ッ トワ ー クの負 荷 や 回 線 の 可用 性 の変 化 に対 応 して 代 替 ル ー トを 探 す

な どの た め に使 用 す る。

ロ

⑤ 伝 送 エ ラ ー を 検 出 し な が ら,パ ケ ッ トを ノ ー ドか ら ノ ー ドへ 送 り,メ ッ セ ー

ジ の 再 構 成 を 行 う 端 末,ホ ス ト等 に パ ケ ッ トを 送 り 届 け る 。

⑥ ト ラ フ ィ ッ ク 統 計,回 線 及 び 機 器 の ス テ ー タ ス 情 報,課 金 デ ー タ を ネ ッ ト ワ

ー ク ・コ ン ト ロ ー ル ・ セ ン タ ー へ 送 る
。

こ の よ う な パ ケ ッ ト交 換 技 術 を ベ ー ス に,同 社 は 次 の よ う な サ ー ビ ス(公 衆 ネ

ッ ト ワ ー ク ・サ ー ビ ス)を 提 供 し て い る 。

(1)ス ピ ー ド と プ ロ ト コ ル を 変 換 し,要 求 に 応 じ て,あ ら ゆ る 種 類 の 端 末 機 と コ

ン ピ ュ ー タ 間 の 通 信 を 行 う 。

(2)2進 同 期 端 末 機(3270,2780/3780,HASP等)と コ ンパ チ ブ ル ・ホ ス

トと の 接 続(こ れ に よ り1本 の 回 線 で 複 数 の ホ ス ト と の 通 信 が 可 能)を 行 う 。

(3)エ ラ ー 検 出 及 び エ ラ ー 訂 正 サ ー ビ ス(こ れ に よ り,エ ラ ー 率 は100万 分 の1

に 低 減 し,検 出 不 能 エ ラ ー も1011か ら1012ビ ッ ト当 り1ビ ッ ト と な る)を 行 う。

(4)デ ー タ 通 信 機 器,設 備 及 び 運 行 状 態 に 至 る ま で の 一 貫 責 任 体 制 を 提 供 す る 。
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⑤ ネ ッ トワー ク ・オ ペ レー シ ョ ン ・コ ン トロール ・セ ンタ ーの各 種 支 援 サ ー ビ

スを 提供 す る。

GTEテ レネ ッ ト社 の サ ー ビス

(1)公 衆 ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビス

公 衆 ネ ッ トワ ー ク(PublicAccessPacketSwitchedDataNetwork)

は,1975年 に サ ー ビス が開 始 さ れ,現 在,350都 市 に900以 上 の ノ ー ドを 持 ち ,

1,000台 以 上 の ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ー タ と15万 台以 上 の端 末 機 が接 続 されてい ると

の こ とで あ る 。

公 衆 ネ ッ トワ ー クの利 点 と して,同 社 は 次 の事 項 を あ げ て い る。

① 可 用 性

公衆 ネ ッ トワー ク は,1日24時 間,週7日 稼動 して い る。

② 簡便 性

ホ ス ト ・コ ン ピ ュー タ との接 続 は,GTEテ レネ ッ トの 電 話 番 号 かAT&Tの

WATS番 号 で 行 え る。

③ 互 換 性

X.25な ど,CCITT標 準 に準 拠 した プ ロ トコル を採 用 して い る ほか,ユ ー ザ

個 有 の コ ー ド,プ ロ トコル等 もネ ッ トワー ク内 で標 準 形 に変 換 す る。

④ 信 頼 性

代 替 回 線,ス タ ンバ イ機 器,冗 長 機 器,無 停 電 装 置 等 を用 意 して い る。

⑤ 柔 軟 性

1つ の端 末機 で 複 数 の ホ ス ト ・コ ン ピュ ー タを ア ク セスす る場 合 で も,ネ ッ ト

ワ ークで 切 り替 え を行 うの で,別 の 回線 を 引 き込 む 必 要 は な い 。

⑥ 誤 り制 御

強 力な 誤 り検 出 ・訂正 機 能 を 有 す るた め,コ ン ピュ ータ間 の 高 速 デ ー タ伝 送 も

可 能 で あ る。

⑦ 低 価 格
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初期 投 資 が 不 要 で あ り,利 用 した 分 だ け 支払 え ば よ く,利 用 料金 は距 離 に無 関

係 で あ る。 様 々な 割 引 サ ー ビス もあ る。

⑧ 総 合 ネ ッ トワー ク管 理

ネ ッ トワ ー ク ・コ ン トロ ール ・セ ン タ ー(NCC)は,常 時 ネ ッ トワ ー ク を監

視 して お り,ネ ッ トワー クの運 営 に は全 責 任 を負 う。

公衆 ネ ッ トワ ー クの応 用 分 野 は,分 散 処 理,デ ー タ ベ ー ス管 理,ト ラ ンザ ク シ

ョン処 理,信 用調 査,販 売 予 測,市 場 調 査,医 療 情 報 サ ー ビス,送 金,在 庫 管 理,

保 険 金 支 払処 理,電 子 メ イル,オ ー ダ ー ・エ ン トリーな どが あ り,保 険 会 社,石

油 会 社,銀 行,情 報 処 理 サ ー ビス会 社,大 学,医 療 機 関,官 公 庁,卸 ・小 売 業 者,

ホ テ ル,観 光 業 者,農 業経 営 者 等 に利 用 され て い る。

② 専 用 ネ ・ッ ト ワ ー ク ・サ ー ビ ス

GTEテ レ ネ ッ ト社 が 公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク ・サ ー ビ ス で 培 っ た 設 計,施 工,運 営

技 術 は,大 規 模 な ネ ッ ト ワ ー ク を 所 有 す る 大 企 業 や 諸 外 国 の 注 目 す る と こ ろ と な

り,専 用 ネ ッ ト ワ ー ク(DedicatedAccessPacketSwitchedDataNet-

work)を 提 供 す る こ と と な っ た 。

専 用 ネ ッ ト ワ ー ク は テ レ ネ ッ ト ・ネ ッ ト ワ ー ク ・ ア ー キ テ ク チ ャ ー の 思 想 に 基

づ き,ア ク セ ス,ス イ ッ チ ン グ 及 び マ ネ ー ジ メ ン トの3つ の 機 能 を 提 供 す る 。

ア ク セ ス 機 能 は,CCITTのX.25標 準 ネ ッ ト ワ ー ク ・ ア ク セ ス ・プ ロ ト コ ル

に 準 拠 し て い る が,PAD(PacketAssembler/Disassembler)に よ り,ど ん

な 端 末 プ ロ ト コ ル で もX.25に 変 換 で き る 。

ス イ ッ チ ン グ 機 能 は,パ ケ ッ ト ・ス イ ッ チ ン グ 用 に 設 計 さ れ た プ ロ セ ッ サ に よ

っ て 提 供 さ れ る 。 マ ネ ー ジ メ ン ト機 能 は,ネ ッ ト ワ ー ク ・コ ン ト ロ ー ル ・プ ロ セ

ッサ に よ り 提 供 さ れ る も の で,遠 隔 診 断,警 報,イ ベ ン ト報 告 等 の 機 能 が あ る 。

(3)混 成 ネ ッ ト ワ ー ク ・サ ー ビ ス

公 衆 ネ ッ ト ワ ー ク の 持 つ 柔 軟 性,利 便 性,可 用 性 と 専 用 ネ ッ ト ワ ー ク の 持 つ 機
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能 性,特 殊 性 を 合 わ せ 持 つ も の と し て,両 ネ ッ ト ワ ー ク を 結 合 し た 混 成 ネ ッ ト ワ

ー ク(HyblidAccessPacketDataNet
work)が あ る 。

混 成 ネ ッ ト ワ ー ク ・サ ー ビ ス に お い て は,テ レ ネ ッ ト ・ネ ッ ト ワ ー ク ・ コ ン ト

ロ ー ル ・ セ ン タ ー が 利 用 で き る た め
,マ ネ ー ジ メ ン ト機 能 の 充 実 が 期 待 で き る 。

(4)マ イ ク ロ ・フ ォー ン

ク レ ジ ッ ト ・カ ー ド及 び小 切 手 の 信 用 照 会 用 の専 用端 末 機 ,マ イク ロ ・フ ォー

ン(Micro-Fone)は ,磁 気 ス トラ イ プの 情 報 を直接 読 み取 り,20秒 以 内 に返 答

が 得 られ る ほか,普 通 の 電 話 機 として も使 え ,14の 電 話 番 号 を記憶 す る短 縮 ダ イ

ヤ ル も利 用 で き る。 最近,メ リー ラ ン ド州 の あ る大 手 銀 行 は ,こ の端 末 機 に よ り

顧 客 の 口座 残 高 を照 会 で き るよ うに して,各 支店 の金 銭 出納 係 に設 置 した。

(5)テ レメ イル

GTEテ レネ ッ ト社 の電 子 メ イル/メ ッセ ー ジ ・サ ー ビスで あ る テ レメ イル は ,

1980年 か ら提 供 され た。1982年,ウ エ ス タ ン ・ユ ニ オ ンのTWX網 との相 互 接 続

に よ り,TWXに 加 入 して い る66 ,000社 のほか,海 外40か 国 との間 で1日24時

間,メ ッセ ー ジ通 信 がで き る よ うに な った。

テ レ メイ ル は,メ ッセ ー ジの送 受信 の ほか 蓄 積 が 可 能 で あ る た め ,時 差 の あ る

地 域 との通 信 が 容 易 に行 え る。 また,出 張 中で も送受 信 を可 能 とす る ポ ー タ ブ ル

端 末 機 も提 供 され て い る。

(6)医 療 情 報 ネ ッ トワ ーク(MINET).'

1982年10月,GTEテ レネ ッ ト社 は,ア メ リカ医 学 協会(AmericanMedical

Association)と 協 力 して,MINETと 呼 ば れ る医 療 情 報 デ ー タベ ー スを ア ク

セ スで き るネ ッ トワ ー クの運 用 を 開始 した。

MINETは,病 院,診 療 所,医 科 大学 等 の医 師や 健 康 管 理 専 門家 に ,ア メ リ

カ医学 協 会 の持 つ薬 剤 ,疾 患,医 学 関 係 の 出版 物 及 び学 術 用 語 に 関 す るデ 一夕 ベ
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一スの 情 報 を提 供 す る ほか,電 子 メ イ ル ・サ ー ビス も提 供 し,加 入者 間 で の メ ッ

セ ー ジ交 換,学 会 の リス ト等 の情 報 提 供 も行 って い る。

(8)金 融 情 報 ネ ッ トワ ーク(FINET)

1982年,株 式 市況 そ の他 の 金融 情 報 を銀 行,会 計 サ ー ビス,仲 買 業 に提 供 す る

FINETサ ー ビス を 開 始 した 。 今 の と こ ろ,サ ー ビス対 象 は 限 られ て い るが,

将 来 は 証券 取 引や 投 資 を も含 めた 事業 所 まで 対 象 に しよ う と して い る。

FINETが 提 供 す る情 報 は,証 券 取 引 所 第;部 に 上場 され た会 社 の株 や債 券

に関 す る価格 情 報,財 務 デ ータ等 で あ る。

GTEテ レネ ッ ト社 の今 後

GTEテ レネ ・ソ ト社 のVANに 対 す る基 本 的 な 考 え 方 は 「我 々 は,ハ ー ドウ ェ

アや パ ケ ッ トを売 る の で は な く,問 題 の答 を 売 る 」 と して お り,ソ フ トウ ェ ア寄

りの考 え 方 を示 して い る。 今後,マ ー ケ テ ィ ング活動 を活 発 に展 開 して,New

VANに 対 抗 す る考 え の よ うだ。

同社 の今 後 の対 応 に っ い て は,次 の よ うな 方 向 が 見 られ る。

(1)VAN市 場 の成 長

米 国 にお け るVAN市 場 の規 模 に つ い て,同 社 は 次 の よ うに予 測 して い る。

ま ず,公 衆 パ ケ ッ ト ・デ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク につ いて は ・図2の とお り・今 後

5年 間 に年40%の 成 長 を見 込 ん で い る。

また 博 用 パ ケ 。 ト ・デ ー タ ・ネ ・ トワ ー カ こつ い て は,図3の と お り ・今後

5年 間 に年35%の 成 長 を 見込 ん で い る。

(2)AT&Tの 脅 威

1984年1月1日 か ら,1日AT&Tは,ベ ル電 話 運 営 会 社 を分 離 して,VANな

ど の高 度 通 信 サ ー ビス の分 野 に 参 入で き る よ うに な った。

AT&TのVAN参 入 に っ いて 同 社 は今 の と こ ろ楽 観 して い る よ うで あ る。 と
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図2:公 衆 ネ ッ トワ ー ク 市 場 の 伸 び

図3:専 用 ネ ッ トワーク市 場 の伸 び

い うの はAT&TはVANに っ いて検 討 して い る段 階 で ,GTEテ レネ ッ ト社 に

調 査 に来 て お り,そ の時,AT&Tの 計 画 を聞 いた と こ ろ,30～50市 程 度 の ノ ー

ド しか 置 か な い と の情 報 を得 て い るか らで あ る。

しか し,AT&Tが 本 格 的 にVAN進 出 を図 る と,相 当 な脅 威 に な る こ とは間

違 い な いだ ろ う。

(3)外 国 へ の進 出

GTEテ レネ ッ ト社 の公 衆 パ ケ ッ ト ・デ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク は,日 本 を は じめ,

各 国 か ら ア クセ ス で き るが,い ず れ もコ ムサ ッ トな どの 国 際 通 信 事 業 者 を 経 由 す

る もの で あ る。 米 国 で は,電 気 通信 産 業 に お け る競争 促 進政 策 に基 づ き ,国 際通

信 の規 制 緩 和 も行 い つ つ あ る。 そ の1つ がGTEテ レネ ッ ト社 の 公 衆 パ ケ ッ ト ・

デ ー タ ・ネ ッ トワー ク と英 国 の 国 内公 衆 パ ケ ッ ト ・デ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク との 直

接 接 続で あ る。 これ は1982年 にFCCが 初 め て認 可 した もの で あ る。 な お,英 国

の ネ ッ トワ ー ク は,GTEテ レネ ッ ト社 に よ って納 入 ざれ た もの で あ る。

同社 の ネ ッ トワ ー クは 日本 に も販 売 され て い る。 郵 政 省 に届 出 の あ った 中小 企

業VANの1っ,イ ンテ ック社 の ネ ッ トワー クが それ で あ る6こ の ほ か,ノ ル ウ

ェ ー,デ ンマ ー ク,ベ ネ ズ エ ラ等 に も ネ ッ トワ ークを販 売 して い る 。GTEテ レ
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ネ ッ ト社 は,「 日本 市 場 は大 変 魅 力 的 で あ る」 と して,日 本 の 公 衆 パ ケ ッ ト交換

網 との 直接 接 続 を望 んで い る が,当 面 は ネ ッ トワ ー ク の販 売 に力 を 入れ る よ うで

あ る。

(4}CATV網 との 結 合

米 国 で は,約30%の 家 庭 にCATV用 ケ ー ブル が敷 設 され て い る。GTEテ レ

ネ ッ ト社 は,CATV網 に注 目 し,CATVのHeadEndとGTEの 電話 網 を

接続 す る こ とを検 討 して い る。CATVの 双 方 向通 信 機 能 を 利 用 すれば,ホ ーム'

シ ョ ッ ピ ングな ど の応 用 が 開 け る もの と思 われ る。
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8.KCET/ロ ス ア ンゼ ル ス 社

テ レテ キ ス ト(テ レビ文 字 多 重 放 送)一 ー一

調 査 先

所 在 地 δ

調 査 期 日

面 接 者

KCETCommunitySupportedTelevision

4401SunsetBlvd.,LosAngeles,CA90027

(213)666-6500TWX910-321-4396

1983年10月17日

Dr.RonaldJ.Goldman,Ph.1);

Director,TeletextProject

概 要

KCETは,ニ ュ ー ヨー ク と ロ ス ア ンゼ ル ス にあ る公 共 テ ヒ ビ放 送 局 で あ る。

政 府 の 援 助,住 民 の献 金,民 間 企業 の 寄 付 で 運 営 され て い るた め,コ マ ー シ ャル

は な く,「 セサ ミ ・ス トリ'一 ト」 や 「コス モ ス」 な どの 質 の 高 い教 育 番 組 を制 作

して い る。

KCET/LA(LosAngeles)は,1979年8月 か ら テ レ テ キ ス ト ・サ ー ビス

の 開 発 と技 術 テ ス トに着 手 し,1981年4月8日 か ら実 験 放送 を 開 始 した。 その 番

組 は 「NOW/」 と名 づ け られ た 「電 子 雑 誌(TheElectronicMagazine)」

で あ り,75ペ ー ジの画 面 を キ ー ・パ ッ ドで 選択 す る もの で あ る。約100台 の デ コ

ー ダを家 庭 ,学 校,公 共 施 設 等 に提 供 して 実 用性 の テ ス トを行 い,1982年 の夏 に

テ ス トを終 了 した。

現 在,放 送 中 の テ レテ キ ス ト番 組 は,一 般 向 け のrNOW/」 と学 校 向 け の

「THINKSHOP」 で あ る 。

rNOW/」 は,ニ ュー ス,天 気 予 報,ス ポ ー ツ,人 物紹 介,株 価 な ど の金 融

情 報,劇 場 や 映 画 の案 内,子 供 用教 育 番 組 な ど を放 送 して い る。
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rTHINKSHOP」 は,学 校 放 送 番 組 で,1日5時 間,学 校 が 開 か れ て い

る時 間帯 に 放 送 され て お り,南 カ リフ ォル ニ アの6校 で 使 え る よ うに組 まれ た50

ペ ー ジの 番 組 で あ る。 そ の内 容 は,主 チ セ ンネル の 学 校 教育 番組 の補 完 と教 師 へ

の情 報 提 供 で あ る。

これ とは別 に,1976年,FCCが 認 可 した 「Line21テ レキ ャプ シ ョ ン ・シ

ス テ ム」 は,1'日18時 間 放 送 され て お り,聴 力 障 害 者 向 け字 幕 サ ー ビス と ニ ュー

スの ス ク ロ ール ・サ ー ビスを提 供 して い る。 現 在,南 カ リフ,オル ニ アで は約6,000

世帯 に この デ コ ー ダが 普 及 して い るほ か,街 頭 に は 「電 子 ビル ボ ー ド」 と称 す る

電 光 ニ ュー ス板 が 約800個 所 設 置 され て お り,こ の ニ ュー スを 流 して い る。 従 来

の電 光 ニ ュー ス の よ うに 文字 が 連 続 的 に 流 れ るの で はな く,間 欠 的 に動 くので 判

別 で き る。

技 術 試 験

KCETは,1970年 頃 か ら英 国 の テ レテ キ ス ト ・サ ー ビス を米 国 で も提 供 しよ

うと して研 究 を 始 め,英 ・仏 ・加 の テ レテ キ ス ト ・シス テ ムを検 討 レた結 果,仏

の シス テム を採 用 す る こ とに な り,仏 製 の装 置 を 導 入 して,ま ず,技 術 的 な テ ス

トを開 始 した 。

テ レテ キ ス トの情 報 は,テ レ ビ画 面 の1コ マ と次 の1コ マ との間 にあ る 「垂 直

帰 線 消去 期 間(テ レ ビ画 面 の 走 査線 が 画面 の 右 下 か ら左上 に移 動 す る期間)」,

いわ ゆ る・テ レ ビ ジ ョ ン放 送電 波 の 時 間 的 す き 間 に挿 入 さ・れ る。 垂 直帰 線 消 去 期 間

は,テ レ ビ受 像 機 の 垂 直 同 期 調 整 ツ マ ミを 回 して垂 直 同 期 を 外 せ ば,テ レ ビ画 面

が上 下 に流 れ,画 面 と画 面 を 区切 る黒 い横 帯 と して 見 る ζとが で き る。垂 直帰 線

消 去 期 間 に は,2ユ 本 分 の 水平 走 査 線 が あ る。 最 初 の9本(水 平 走 査 線 番 号 の第1

Hか ら第9Hま で)は,垂 直 同期 信 号 を形 成 して い る。第10Hか ら第2ユHはt,走

査線 が 画面 の 右 下 か ら左 上 へ移動 す る際,走 査 線 が 見え な いよ う画面 を 暗 黒 に保

つ期 間 で あ り,映 像信 号 は送 られ て い な い た め こ こに テ レテ キ ス ト信 号 が 挿 入 さ

れ る。 た だ し,第17Hか ら第20Hま で は,① テ レ ビジ ョ ン放 送 を行 う放 送 局 の送
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信 設 備 の 自動切 替 え 等 を行 うた め に使 用 す るキ ュ ー信号 そ の他 の番 組 伝 送 制 御 信

号,② テ レ ビジ ョ ン映 像信 号 の伝 送 系 の 特 性 を 試 験 す るた め に使 用す る信 号,③

カ ラー テ レ ビジ ョンの輝 度 信 号,色 信 号 等 の 振 幅 特 性 及 び 位 相 特性 の調 整 を容 易

に行 うた め に使 用 す る信 号 が重 畳 され て い るた め,テ レテ キ ス トで 使 用 で き る の

は,第10Hか ら第16H及 び第21Hで あ る。 しか し,第10Hか ら第14Hま で の間 は,

まだ 走 査線 が 画 面 を横 切 って い る途 中 で あ る可 能性 が あ り,こ こに信 号 を重 畳 す

る と,テ レ ビ受 像 機 に よ って は,こ の信 号 が 画面 に現 わ れ る こ とが あ る。 従 って,

確 実 に テ レテキ ス トで 使 用 で き る の は,第15H,第16H及 び 第21Hで あ る。(日

本 で は,当 面,第16Hと 第21Hを 使 用 す る こ と と して いる 。)

KCETは,1980年3月19日,午 後8時 か ら,実 際 の 放 送 番組 の中 で,第10H

か ら第14Hに テ レテ キ ス ト信 号 を様 々な条 件 で挿 入 して,実 際 の テ レ ビ受 像機 に

ど の程 度 の妨 害 が 現 わ れ るか テ ス トして い る。 この テス トは,視 聴 者 の 目で妨 害

の 状 況 を判 定 す る 「官 能 テ ス ト」 で あ り,約5,000人 の 視 聴 者 か らデ ー タが寄 せ

られ た。 その 結 果,製 造 年 月 日の古 い受 像機 は,垂 直 帰 線 消 去 期 間 の 処理 が ま ず

く,性 能 も劣 化 して い るた め,妨 害 が 見 られ た が,1980年 以 降 に製 造 され た受 像

機 で は,ほ とん ど妨 害 が 見 られ な い こ と,メ ーカ ーに よ る差 が あ る こ と,変 調 を

深 くす る と妨 害 が 多 くな る こ と,な ど の結 果 が 得 られ,KCETは,一 応,第10

Hか ら第14Hへ の テ レテ キ ス ト信 号 の重 畳 は,有 望 で あ る と結 論 して い る。

実験放送

KCET/LAは,1981年4月8日 か ら,改 良 ア ンテ ィオ ー プ方 式 に よ る テ レ

テ キ ス トの実 験 放 送 を開 始 した。

この実 験 は,約75世 帯 の 家 庭,30～40の 公共 機 関 及 び6っ の学 校(小 学 校5校,

高 等 学 校1校)に デ コ ーダ を提 供 し,テ レテ キ ス ト市 場 の確 認 の た め の デ ータを

収 集 した。 一 般 の反 応 は,受 像機 に組 み 込 ん だ メ ー タ ーで測 定 され た。 こ の メ ー

タ ーは,ス イ ッチ を 入 れ た チ ャネ ル,時 刻,ア クセ ス した テ レテ キ ス トの ペ ー ジ

等 を記 録 した。 ま た,内 容 に っ いて は,日 記 帳 を渡 し,だ れ が 見 たか な どを記 録
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して も らうよ うに した。

この実験 は,1982年 の夏 に終 り,テ レテ キ ス トに適 す る番 組 内 容 及 び そ の制 作

技 術 に っ い て,次 の よ うな結 果 を 得 た。

ま ず,番 組 の 内容 にっ いて は,ユ ーザ を① 学校,② 企業 や 公 共 機 関(専 門職 市

場),③ 個 人 又 は消 費 者(家 庭 市 場)に 分 けて 検討 した 。 これ らの うち,① 及 び

② にっ いて は,そ の特 性 は良 く把 握 で き て い るが,③ につ いて は理 解 不 足 で あ る

た め,様 々な調 査 が行 われ た。 そ の結 果,家 庭 で 消 費 され る 情 報 の 圧 倒 的 多 数

は,① 天 気 予 報 や 交通 状 態 な どの 機 能 情 報,② 地域 ニ ュー スや 全 国 ニ ュー スの よ

うな政 治 的 又 は地 域 社 会 ニ ュ ー ス,③ テ レ ビ,映 画,文 化 的催 物,レ ジ ャー活動

の よ うな娯 楽 情 報,④ ス ポ ーツ,フ ァ ッシ ョン,ゴ シ ップの よ うな特 殊 関 心 情報

で あ る こ と,そ れ らの情 報 の大 部 分 は テ レ ビか ら得 て い る こ と(米 国 の家 庭 にお

け る新 聞 の普 及 率 は,25%で あ る),情 報 を得 る上 で必 要 な条 件 は,効 率 第 一,

即 ち,手 っと り早 く理 解 で き る こ と,で あ る こ とが判 明 した。

次 に,番 組 の制 作技 術 につ いて も様 々 な結 果 が 得 られ た 。

まず,目 的 とす る情 報 へ効 率 良 くた ど りっ く方 法 で あ るが,わ ず か75ペ ージ の

貴 重 な 画 面 を有 効 に使 うた め,見 出 しは1画 面 に限 定 し,ど の ペ ー ジ も値 打 の あ

る画 面 と し,画 面 の最 後 に 「○ ○ ペ ー ジに続 く」 とか 「× ×ペ ー ジを 見 よ 」 な

どの ポ イ ン ターや キ ・ソカ ーを 多 用 して い る。 こ うす る こ とに よ り,読 者 は,ト ッ

プ ・ニ ュ ース,ト ッ プ ・ス ポ ー ツ記 事,特 集 もの な どの最 もタ イ ム リーで 重 要 な

記事 か ら順 に効 率 良 く情 報 を 得 る こ とが で き る。

また,見 出 しに続 くサ ブセ ク シ ョ ンの最 初 の ペ ー ジは,副 見 出 しに な り易 い が,

これ もで き るだ け情 報 提 供 を行 う よ うに して い る。

ア クセ ス時 間 を短 縮 す る方 法 と して,野 球 の ス コ ア な ど,人 気 の 高 い画 面 にっ

い て は,そ の ペ ージ番 号 を固 定 し,見 出 しな どを 見 な くて も,そ の ペ ー ジ番号 を

記憶 して いれ ば,直 ち に 見 る こ とが で き る よ うに して い る。.

画 面設 計 につ いて は,ビ デ オ ・テ キ ス トの経 験 を取 り入 れ,様 々 な工 夫 が 行 わ

れ て い る。 画 面 設 計 は,テ レテ キ ス トの 生命 で もあ る。



まず,空 間 を 多 く と って,画 面 が 混 んで い る とい う印象 を薄 くす る こ と,強 調

す べ き所 は,色 を効 果 的 に 使 うこ と,文 体 につ いて は,徹 底 的 に磨 く必 要 が あ り,

動 詞 は現 在 形 を 使 い,単 純 構 成 の 明 快 な文 体 と しな けれ ば な らな い こ とで あ る。

また,図 形 は美学 的 目的 の もの は最 小 限 と し,画 面 の5分 の1以 下 に限 定 して い

る。

解 説 記 事 は,情 報 量 の少 な い テ レテ キ ス トの 苦手 とす る もの で あ る が,1つ の

テ ー マ を い くつ か の重 要 な 要 素 に分 割 し,こ れ らの 要 素 を 一連 の ペ ー ジに個 室 の

よ うに 割 り振 る と,新 聞 ・雑 誌 と は違 った味 を 出 す こ とが で き る。 た とえ ば,サ

ン ドラ ・オ コ ンナ ー女 史 が 最 高 裁 判 事 に任 命 され た とき,こ れ を1時 間 以 内 に次

の よ うに ま とめ た 。最 初 の ペ ー ジ は レー ガ ン大統 領 の 発表,2ペ ー ジ 目は女 史 の

経 歴,3ペ ー ジ 目は女 史 の 法曹 記 録,4ペ ー ジ 目は ワ シン トンの政 界 指 導 者 の コ

メ ン ト,5ペ ー ジ 目は 人工 流 産 に 係 る女 史 の 立 場 を め ぐる議 論,6ペ ー ジ 目は任

命 手 続 で あ る。 この記 事 は,新 聞 が 出 る前 に 放送 され た こと,定 時 の テ レ ビ ・ニ

ュ ース を 見逃 した人 に も伝 達 で き た こ と な どか ら大 変 好 評 を得 た。 この ほ か地 中

海 ミバ エに 関 す る解 説 記 事 もカ リフ ォル ニ ア州 の重 大 ニ ュー スで あ った た め,非

常 に 多 くの視 聴 者 の注 目 を集 め た。

こ の よ うに テ レテ キ ス トに よ る解 説 記 事 も工 夫 して制 作 す れ ば 立 派 に通 用 する。

た だ し新 聞記 事 を そ の ま ま移 した だ け の長 い記 事 は効 果 も薄 く冗 長 な もの に な る

た め,6～10ペ ージ に ま と め る の が 適 当 で あ る と して い る。

KCETの テ レテ キス ト番 組

1982年 の秋 か ら本 格 的 な テ レテ キ ス ト・サ ー ビス が開 始 され,次 の よ うな番 組

が 放 送 され て い る。

放 送 開 始 の午 前6時 か らは早 朝 版 と して,職 場 や 学 校 へ行 く準 備 に忙 しい人 々

の た め に ニ ュー スや 地 域情 報 を重 点 的 に 放送 す る。午 前9時 に は,ニ ュー ス,ス

ポ ー ツ,金 融 関 係 の 番 組 は 縮 少 され,代 ってrTHINKSHOP」 と い う学 校

教 育 番 組 が主 体 と な る。午 後2時 半 に は,再 び ニ ュー ス等 の 一般 向 け番 組 が 主 体
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とな り,一 部'rPOPSICLE」 とい う児 童 向 け番 組 にな る。 午 後9時 以 降 は

「POPSICLE」 は 終 了 し,一 般 向 け番 組 と な る。

な お,総 べ ージ数 を増 加 させ る とア ク セ ス時 間 が 長 くな る た め,早 朝 版 は,60

ペ ー ジ程 度 にお さ え,平 均 ア クセ ス時 間 を4秒 以 下 に して い るほか,日 中 で も不

必 要 な ペ ー ジは,で き る限 り削 除 して い る。

(1)報 道 番組

看 板 番 組 は,ニ ュー ス に主 眼 を 置 いた 「NOW/TheElectronicMagaz-

ine」 で あ る。 これ は,極 め て タ イム リーな ニ ュ ー ス と地 域 情 報 に関 す る広 範 囲

の 番 組 を提 供 し,し か も編 集 者 が必 要 と考 え る都 度,刻 々 と更 新,組 替 え を 行 っ

て い る。60～80ペ ージの この 番 組 の作 成 と編 集 は,編 集 ス タ ッフが担 当 し,少 な

くと も1日 に4回 は版 を更 改 して いる ほ か,ス ポ ー ツ の ス コアの よ うな時 々刻 々

と変 化 す る もの は,常 時 更 新 して い る。学 校 教 育 番 組 を放 送 して い る時間 帯 で は

rNOW/」 の ペ ー ジ数 は 縮 少 され るが,そ れ で も,大 見 出 しの重 大 ニ ュ ース,

天 気 予報,株 式市 況 な ど は,い つ で も見 られ る。 夕方 に な る と,ニ ュースの ほか,

芸 能 ・娯 楽番 組 が 中心 と な る。

テ レテ キ ス トに よ る報 道 番 組 の最 大 の 利点 の1っ は,新 しい情 報 が提 供 さ れ る

速 度 で あ ろ う。 新 聞 で は 夕刊 や朝 刊 又 は号 外 を手 に す るま で情 報 は得 られ な い し,

テ レ ビで も,臨 時 ニ ュ ー ス以 外 は定 時 ニ ュー ス ま で待 た な けれ ば な らな い。 しか

し,テ レテ キス トで は,臨 時 ニ ュ ースに す る程 の話 題 で な くて も,事 件 発 生 の数

分後 に は報 道 が 可 能 で あ り,30分 後 に は簡 単 な解 説 等 を追 加 す るこ と もで き,し

か も,常 時 見 る こ とが で き る とい う大 き な長 所 を持 って い る 。

② 教 育 番組

テ レテ キ ス トは,教 育 用 メデ ィア と して も 巨大 な潜 在 能 力 を持 って い る。 主 チ

ャ ンネル の 視 聴 覚 教 育 番 組 に テ レテ キ ス トを組 み 合 わ せ る と,双 方 向性 を持 つC

AI(ComputerAidedInstruction)を 可 能 とす る。 それ に は,テ レテ キ ス

ト ・シス テ ム が持 つ2つ の機 能 を使 う。



1っ は,回 答 機 能 で,キ ー ・パ ッ ドのrreveal」 ボ タ ンを 押 せば,テ レテ キ ス

ト又 は主 チ ャ ンネ ル の番 組 か ら出 され た質 問 の 正解 を得 る こ とが で き る もの で あ

る。

も う1っ は,選 択 機 能 で あ る。 複 数 の 選 択 肢 が あ る質 問 に答 え る もの で,学 習

者 は 自分 が選 ん だ 回 答 に対 応 す る ペ ー ジを キ ー ・パ ッ ドで 呼 び 出す もので あ る。

これ らの機 能 を 利 用 して,次 の よ うな教 育 用 テ レテキ ス ト番組 を提 供 して いる。

ま ず,主 チ ャ ンネ ルの視 聴 覚 教 育 番 組 を 補 完 す る番 組 で は,質 問 は,主 チ ャ ン

ネ ル の番 組 で 出 し,解 答 は,テ レテ キ ス トで 用意 す る。 キ ー ・パ ッ ドのrreve-

a1」 ボ タ ンを 押 さな い限 り解 答 は得 られ な いた め,生 徒 に考 え る時 間 を与 え る こ

とがで き る。 この 種 の 番組 は,KCETの ほ か,ロ ス ア ンゼ ル ス 学 区 連 合 が運 営

す る公 共 テ レ ビ局KLCSで も繰 り返 し放送 して い る の で,こ の種 の番 組 を教 室

で 見 た生 徒 は,そ の解 答 に っ い て仲 間 と討 論 した り,図 書 館 で 調 べ,正 解 を確 認

す る ため,再 び,そ の番 組 を 見 る こ とが で き る。

高 等学 校 教 育 番 組 は,内 容 も高 度 に な る た め,番 組 の 時 間 的 制約 で カバ ーで き

な い情 報 を テ レテ キ ス トで 補 充 して い る。 こ れ は,さ らに深 い知 識 を 身 に つ け る

に は,ど の よ う な資 料 を学 習 した らよ いか 等 の情報 を 提 供 す る もの で,生 徒 の反

応 を基 準 に した 最 適 の資 料 を選 択 で き る よ うに して い る。 この 種 の番 組 は,一 般

家 庭 で も見 られ る よ うに,ゴ ール デ ン ・タ イ ムで再 放 送 され て い る。

次 に通 常 の 学 校 で の カ リキ ュ ラム を補 足 す るた め の学 習 ク イ ズが提 供 され て い

る。 この ク イズ 番 組 は,物 事 を考 え,分 析 し,問 題 を 自分 で解 決 す る とい う意 識

を子 供 に与 え る こ とを 主 眼 に置 いて い る。 問 題 の形 式 は,質 問 と解 答,突 合 わ せ,

空 白個 所 へ の記 入等 で,rreveal」 ボ タ ン又 は ペ ージの選 択 で回 答 す るよ うに な

って い る。

児 童 用 のrPopsicle」 は,「NOW/」 の 中 で提 供 され て い る もので,学 力,

情操,創 造 的 思 考 を高 め る練 習 問題,ゲ ー ム,な ぞ な ぞ等 を提 供 して い る。 また,

両親 と子供 が 就 寝 前 に 同 じ物 語 を 共 有す る機 会 を与 え,子 供 に読 む 習慣 を 身 に つ

け る こ とを 目的 と した 「お や す み物 語 」 も好 評 で あ る。
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さ らに テ レテ キ ス トは教 師 に対 す る情 報 サ ー ビス を提 供 して い る。 学 校 内 のI

TV番 組 につ いて の情 報 の ほ か,KCETの 学 校教 育 番 組 の利 用 に っ いて の有 益

な情 報 を提 供 して い る。

デ コ ーダ.

デ コ ー ダは,垂 直 帰 線 消 去 期 間 に挿 入 され た テ レテ キ ス ト信 号 を 抽 出 し,加 工

して,キ ー ・パ ッ ドで 選 択 した ペ ー ジを テ レビ受 像機 に表 示 す る もので あ るが,

その 性能 は,何 ペ ー ジの 画面 を蓄 積 で き るか に か か って い る。

テ レテ キ ス トの 各 ぺLジ を形 成 す る信号 は順 次伝 送 され,60～80ペ ー ジを伝 送

す るに は約10秒 か か る。 も し,デ コー ダが1画 面 しか 蓄積 で きな け れ ば,ア ク セ

ス時間 は平 均5秒 とな る。 現 在 の デ さ 一'ダほ4ペ ー ジの 蓄積 が 可 能 で,イ ンデ ッ

ク スの ほか 現 在 見 て い る ペ ー ジと そ の前 後 の ペ ー ジが 蓄 積 され て お り,ギ ー ・パ

ッ ドに は 「INDEX」 「PREVIOUS」 及 びrNEXT」 ボ タ ンが あ り,川 頁番

に読 む 場 合 は迅 速 な ア クセ ス が 可能 とな って い る。 将 来,メ モ リーが安 価 にな り,

全 部 の画 面 を 蓄 積 す る こ とが 可 能 とな れ ば,ア ク セ ス時 間 は問 題 に な ら な くな る

た め,総 画 面 数 を 増 加 させ る こ と もで き る。

な お,KCETの デ コー ダ は,KNXT(CBS)やKNBC(NBC)の テ

レテ キ ス トを受 信 する こ とが で きる。

テ レテ キ ス トの 問 題 点 と将 来

KCETの テ レテ キ ス ト ・プ ロ ジ ェ ク トの責 任 者,ゴ ー ル ドマ ン博 士 は,テ レ

テキ ス トの問 題 点 と して,① デ コ ー ダが高 価 で あ る こと,②1画 面 の 情 報 量 が少

な く,総 画 画数 も多 くで き な いた め,広 告 に割 くペ ー ジの 余 裕 が な く,広 告 収 入

が期 待 で きな い こ と,③ テ レテ キ ス トの 画面 は,主 チ ャ ンネ ル の 映 像 に 重 ねて 表

示 され る ため,主 チ ャ ンネル の ス ポ ンサ ーが 歓 迎 す る とは 限 ら な い こ と,な どを

あ げ て い る。

デ コ ーダの価 格 は,日 本 のSONYや 松 下 が900ド ルで 発 売 して い るが,300
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ドル以 下 に しな い と普 及 しな い よ うだ 。 現 在,メ モ リーな どのLSIが 急 速 に価

格 を下 げて い るの で,今 後 の 見通 しは 明 る い と言 え る。

広 告 の 挿 入 は最 も大 き な 問 題 で あ る。 全 面 広告 の ペ ー ジ な ど,誰 も見 な い。広

告 入 りの 画 面 も試験 的 に作 成 され て い るが,1行32文 字,最 大22行 の画 面 に効 果

的 な広 告 を 挿 入 す るの は難 しい。CBSな どの 商業 テ レ ビ放 送 局 は,テ レテ キ ス

トの規模 を縮 少 した り,撤 去 した り して い るが,広 告 収 入 が 期 待 で き な い ことが

ネ ッ クに な っで い るよ うだ 。 テ レテ キ ス トが 成 功 す る の は,コ マ ー シ ャル を必 要

と しな い公共 テ レ ビ局 や国 営 テ レ ビ局 だ けで はな いか とい う見方 もあ る。

主 チ ャ ンネル の 番組 との 競 合 も問 題 で あ る。 主 ヂ ャ ンネ ル の ス ポ ンサ ーは,テ

レテ キ ス トが 主 チ ャ ンネル の 映 像,特 に コマ ー シ ャル を 「汚 す 」 こ とを問 題 に し

て い る。 テ レテ キ ス トが主 チ ャ ンネ ル の番 組 を補 完 す る程 度 な ら我 慢 で き る よ う

だ が,独 立 した メ デ ィア と して1人 歩 きす る まで に は,広 告 の 挿 入 と共 に問 題 が

あ り そ うだ。

これ らの 問 題点 を 一挙 に解 決 す る た めか ど うか は分・か らな いが,ゴ ール ドマ ン

博 士 は,次 世 代 の テ レテ キ ズ ト ・シス テ ム をチ ラ ッと見 せ て くれ た 。 それ は美 し

い 高解 像 カ ラ ー ・グ ラ フ ィ ック表 示 の 画 面 で あ った 。 その説 明 は 聞 け なか った が,

今 の と こ ろ,そ の デ コ ー ダは 開 発 中で1台 も無 く,実 用 化 は2～3年 後 に な る と

の こ とで あ った。 ど うや ら,そ れ はパ ー ソナル ・コ ン ピュ ー タの 画 面 ら しく,そ

の プ ロ グ ラム を テ レテ キ ス トで 伝 送 す る ら しい。 パ ー ソ ナル ・コ ン ピ ュー タの プ

ロ グ ラ ムの助 け を借 りれ ば ,テ レテ キ ス トで 必要 な デ ー タを送 るだ け で複 雑 な画

面 を作 る こ とが で き る。 将 来,ほ とん どの 家庭 に普 及 す る と言 わ れ て い る パ ー ソ

ナ ル ・コ ン ピ ュー タを利 用 す る テ レテ キ ス ト ・シス テ ム は,極 め て 有 望 な メ デ ィ

ア とな るので は なか ろ うか 。
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9.セ キ ュ リ テ ィ ・パ シ フ ィ ッ ク ・ ナ シ

ョ ナ ル 銀 行

先

地

査

在

調

所

調 査 期 日

面 接 者

SecurityPacificNationalBank

700NeCentralAve.GlendaleCA91203

(213)507-2344

1983年10月17日

Mr.Ka-YiuYu;VicePresident

概 要

セ キ ュ リ テ ィ ・パ シ フ ィ ッ ク ・ナ シ ョ ナ ル 銀 行 は,全 米 で 第9位,カ リ フ ォ ル

ニ ア 州 で 第2位 の 大 手 銀 行 で あ る 。

同 銀 行 の 電 算 機 シ ス テ ム は,GlendaleとBreaに あ る 。

Glendaleの 電 算 機 は,主 と し てATM(AutomaticTeller'sMachine)の

デ ー タ を 処 理 す る も の で,約450台 のATM等 か ら1日 約25万 件 の デ ー タ が 入 力

さ れ る 。 電 算 機 の 構 成 は,IBM30332セ ッ ト,30813セ ッ トで あ る 。

Breaの 電 算 機 は,TOPAS(TotalOn-usProcessingandService)

と い う 小 切 手 に 関 す る 照 会 等 に 応 じ る シ ス テ ム を 受 持 ち,640支 店 か ら 毎 日1万

件 の 照 会 が あ る 。 電 算 機 の 構 成 は,IBM30832セ ッ ト,30331セ ッ トで あ

る 。

こ の ほ か,顧 客 管 理,法 人 預 金,新 商 業 貸 付 な ど の サ ブ シ ス テ ム が あ る 。

米 国 の 大 手 銀 行 は,1日24時 間,年 中 無 休 でATM等 を 稼 動 し て い る が,こ の

銀 行 もATM及 びTOPASは 同 様 に 無 休 で あ る 。

今 回 の 訪 問 で は,TOPASの デ ー タ ベ ー ス 及 びTOPASプ ロ ジ ェ ク ト の 開

発 体 制 等 に っ い て 調 査 し た 。
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TOPASの デ ー タ ベ ー ス

米 国 で は,小 切 手 や ク レ ジ ッ ト ・カ ー ドで 決 済 す るの が 一般 的 で あ るた め,小

切 手 の 流 通 が 極 め て 多 い 。

セ キ ュ リテ ィ ・パ シフ ィ ッ ク ・ナ シ ョナル 銀 行 で は,1日 約200万 枚 も入 力 さ

れ る小 切 手 を25日 分 フ ァイ ル し,現 金 化 され た か ど うか,不 渡 り は なか った か 等

の照 会 に応 じ る シ ス テ ム,TOPASを1982年 か ら実 用 化 して い る。

TOPASの 特 徴 は,IMS1.3.0デ ー タベ ー ス ・ マネ ージ メ ン ト ・シ ステ ム

を採 用 して い る こ とで あ る。IMS1.3.0は,「FastPassDatalBases」

と呼 ばれ るとお り,リ ンク ・パ スが短 く,極 め て効 率 が よ い 。一 般 に使 わ れ て い る

階 層 型 デ ー タ ・ベ ース ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・シ ス テ ムを 使 え ば,15回 もの リンク ・

パ ス を必 要 とす る デ ータベ ー スで も ,IMS1.3.0で は1～2回 で よ い。 同 銀 行

は,IMS1.3.0をATMの 預 金 口座 に も適 用 しよ う と計 画 して い る。 現 在,A

TM等 か らは,1秒 間 に12ト ラ ンザ ク シ ョ ンが 入力 され,毎 年2倍 の ペ ー スで 増

加 して い るが,IMS1.3.0を 採 用 す れ ば,1秒 間 に100ト ラ ンザ ク シ ョ ンの 処

理 が可 能 で あ る とみ て い る。

IMS1.3.0の 内 容 は,1984年 の 第2四 半 期 にIBMか ら発 表 され る予 定 で あ

るた め,詳 細 は不 明 で あ る が,説 明 に よ る と,リ ンク ・パ ス が2回 のDEDB

(DataEntryDataBase)と1回 のMSDB(MainStorageDataBase)

が あ り,特 にMSDBは,デ ー タ ベ ース を メ イ ン ・メモ リー(仮 想 記 憶 と思 わ れ

る)に 展 開 す る ら し く,極 め て 高速 の ア クセ ス が期 待 で き る。

リ ンク ・パ ス が短 い デ ータ ベ ースの も う1っ の 利 点 は,デ ー タベ ース の分 割 が

可 能 とな り, 、負 荷 分 散 が行 え る と共 に,障 害 の影 響 を局 所 化 で き,障 害 か らの 復

旧 が 容 易 に行 え る こ とで あ る。TOPASの デ ー タベ ース は,支 店 の受 持 地 域 に

対 応 した35のAreaに 分 割 され て お り,そ れ ぞれ7っ の コ ピーを用 意 す るな ど,

障 害対 策 は 万 全 で あ る。

現在,一 般 に使 わ れ て い る階 層 型 や 関 係 型 な ど の汎 用 デ ー タベ ー ス ・マ ネ ー ジ
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メ ン ト ・シ ス テ ム は,小 規 模 の 定 常 業 務 に は 適 用 で き る が,商 用 デ ー タ ベ ー ス の

よ う な 大 規 模 デ ー タ ベ ー ス に は 全 く役 に 立 た ず,商 用 デ ー タ ベ ー ス の ほ と ん ど は,

イ ン バ ー デ ッ ド ・ フ ァ イ ル を 基 に し た 独 自 の デ ー タ ベ ー ス ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・シ

ス テ ム を 使 用 し て い る 。 し か し,企 業 の デ ー タ ベ ー ス は 年 々 大 規 模 に な っ て お り,

そ れ を 効 率 よ く 処 理 で き る 汎 用 デ ー タ ベ ー ス ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム の 出 現

が 待 た れ て い た 。IMS1.3.0は,そ の 需 要 に 応 え る も の と 期 待 で き,ま た,大

規 模 デ ー タ ベ ー ス 用 の 汎 用 デ ー タ ベ ー ス ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム の 開 発 に メ

ー カ ー が 乗 り 出 し た も の と し て 注 目 さ れ る 。

TOPASの 運 用

TOPASの デ ー タベ ース に は,200万 枚 ×25と い う 膨 大 な小 切 手 の 情 報 を蓄 ・

漬 して お り,預 金 口座(DDA:DemandDepositAccount=Checking・Acc-

ount)番 号,名 義 人住 所,氏 名,信 用 等 級 等 が記 録 されて い る。 各 小 切 手 の状 態

等 は端 末 機 か ら1日24時 間 ア クセ ス 可能 で あ る。 今 の と ころ預 金 口座 元 帳は磁 気

テ ープ ・フ ァイル に記 録 され て お り,TOPASと は直接 リ ンク され て い な い。

毎 日入 力 され る約200万 枚 の小 切 手 に よ る預 金 口座 元 帳 の更新 は,毎 日午 前2時

か ら約1時 間 半 か け て バ ッチ処 理 さ れ,午 前9時 ま で に,預 金 口座 元 帳 の 内容が

TOPASデ ー タベ ース に 反映 され る。 この預 金 口座 数 は約210万 で あ り,そ の

うち約6万 は商 用 口座 で あ る。電 算 機 の 稼 動 率 は95.5%～97.7%で あ り,ソ フ

トウ ェ ア開発 の た め,高 くな って い る との こ とで あ る。

TOPASプ ロ ジ ェ ク トの 開 発 体 制

セ キ ュ リ テ ィ ・パ シ フ ィ ッ ク ・ ナ シ ョ ナ ル 銀 行 は,約4,000人 の 従 業 員 が お り,

そ の う ち 約500人 が 「ADPグ ル ー フ.」 に 所 属 し て い る 。

ADPグ ル ー プ は,エ レ ク ト ロ ニ ッ ク ・バ ン キ ン グ ・ シ ス テ ム の 開 発 ・運 営 等

を 受 け 持 ち,図1の よ う な4っ の 部 門 か ら な る 。

こ の う ち,「 通 信 ・ コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 」 部 門 は,通 信 網,コ ン ピュ ー タ'
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シ ス テ ム の 設 計,運 営 な どの技 術 的 業 務 を受 け持 って い る。 デ ー タベ ー スの 設

計 を 担 当 して い るの は,そ の 中 の 「技 術 業 務 部 デ ー タ ベ ー ス業 務 課 デ ー タ ベ ー ス

管 理 係 」 で あ り,こ れ らの組 織 の構 成 は,図2の と お りで あ る。

図1:ADPグ ル ープ の組 織

ADPグ ル ー プ
ク

一 通 信 ・ コ ン ピ ュ ー タ ・ サ ー ビ ス

一 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・サ ー ビ ス
〆

一 国 際 ・企 業 サ ー ビス

一 消 費 者 サ ー ビス

図2:通 信 ・ コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 部 門 の 組 織

通 信 ・ コ ン ピ ュ ー タ ・ サ ー ビ ス

一 通 信 業 務 部

運 行 業 務 部

技 術 業 務 部

デ ー タ ベ ー ス 業 務 課

一

一

デ ー タ 管 理 係

デ ー タ ベ ー ス 管 理 係

;

一 ハ ー ド ウ ェ ア 計 画 課
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TOPASの 開 発 に お いて は,設 計 は 自前 で行 った が,プ ログ ラ ム作 成 の た め

に,外 部 か ら人 を 入れ た こ とは あ った。 ソ フ トウ ェ ア開 発 の た めの 部 外 委 託 の理

由 は,① 要 員不 足(Shortage)の 補 充,② 特 別 の ス キ ル(SpecialSkill)の

導 入で あ る。委 託 とは 言 って も実 際 には 人 が来 る。

ソ フ トウ ェアの 信 頼 性 に っ いて は,IMSに 対 し,IBMが 気 を使 って い る の

で 問題 は な く,IMSの 改善 に つ い て もGUIDE/SHREの 会 合 で 選択 し,発

表 され るので,自 前 で 改善 す る必 要 は な い と して い る。IMSを 使 え ば ア プ リケ

ー シ ョン ・ソ フ トウ ェア の開 発 も容 易 で あ り,オ ン ラ イ ンの 簡 単 な アプ リケ ー シ

ョ ン ・プ ロ グ ラ ムは,2日 間で 開 発 で き,こ の場 合,ADF(ApplicationDe-

velopmentFacilityforIMS)が 役 立 って い る との こ とで あ る。

同銀行 の デ ー タ ベ ー ス は,こ の よ うにIMSを 使 って統 合化 され よ う と して い

る。



10.ビ ジ コ ー プ 社

調 査 先:VisiCorp

所 在 地:2895ZankerRoad,SanJose,CA95134

(408)946-9000

調 査 期 日:1983年10月19日

面 接 者:Mr.・C.GeraldDiamond;VicePresident

Mr・PadlE.Gallagher;Internation'alSupport

Manager

概 要

VisiCorpは78年 に 設 立 さ れ た 新 鋭 の ソ フ ト ウ ェ ア ・サ ー ビ ス 会 社 で あ る 。

小 さ な ソ フ ト ウ ェ ア ・パ ブ リ ッ シ ャ ー と し て 発 足 した が,VisiCalcの 大 成 功

に よ り,急 激 に 成 長 し,年 商5,000万 ドル,海 外 オ フ ィ ス を 含 め300人 を 擁 す る

企 業 に 成 長 し た 。 』 ∀

歴 史 的 な 経 緯 は こ う で あ る 。 ダ ニ エ ル ・H・ フ ィ ル ス ト ラ(DanielH.Fy1--

stra:当 時 ハ ー バ ー ド ・ ビ ジ ネ ス ・ ス ク ー ル 修 士 課 程 在 学 中)と ピー タ ー ・R・

ジ ェ ニ ン グ ス(PeterR.Jennings)に よ っ て,ジ ェ ニ ン グ ス が 開 発 し た マ

イ コ ン 用 チ ェ ス ・ゲ ー ム ・パ ッ ケ ー ジMicroChessの 販 売 の た め,Personal

SoftwareInc.と し て,ボ ス ト ン に 設 立 さ れ た 。 こ の パ ッ ケ ー ジ の 販 売 は 大 成

功 を お さ め,売 上 げ100万 ドル の 大 台 に 達 し た 最 初 の マ イ コ ン ・ ソ フ ト の1っ と な

っ た 。

フ ィ ル ス ト ラ は,ク ラ ス メ ー トの ダ ン ・ ブ リ ッ ク リ ン(DanBricklin)の ス

プ レ ッ ド ・シ ー ト ・ ソ フ ト ウ ェ ア 概 念 に 注 目 し,資 金 的 援 助 を 与 え る こ と に な っ

た 。 ブ リ ッ ク リ ン は,MIT(マ サ チ ェ ー セ ッ ツ 工 科 大)の ボ ブ ・ フ ラ ン ク ス ト
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ン(BobFrankston)と 共 にSoftwareArts社 を 設 立,ソ フ トウ ェ ア の 開 発

に 着 手 し た 。VisiCalcで あ る 。

79年 中 頃,PersonalSoftware社 は 本 拠 を カ リ フ ォ ル ニ ア 州 サ 二 一 ベ ー ル

に 移 し,SoftwareArtsのVisiCalcの 販 売 独 占 権 を 得 て10月 か ら 販 売 に 乗

り 出 し た 。 こ のVisiCalcは,現 在 ま で に60万 本 以 上 を 売 上 げ る と い う 大 ベ ス

ト ・セ ラ ー と な り,'ス プ レ ッ ド シ ー ト ・ ソ フ ト ウ ェ ア の 代 名 詞 と さ え 言 わ れ る 程

に な っ た 。

PersonalSftware社 は,拡 大 す る 事 業 の 資 金 需 要 を ま か な う た め,80年5

月 にVenrockAssociates(ロ ッ ク フ ェ ラ ー 系),ArthurRockの 有 力 ベ ン

チ ャ ー ・キ ャ ピ タ ル2社 と 提 携,資 金 を 導 入 す る と と も に,サ ニ ー べ ー ル の 新 社

屋 に 移 転 し た 。 続 い て9月 に は,Intel社 か ら テ リ ー ・オ プ デ ン ダ イ ク(Terry

Opdendyk)を 社 長 兼 主 席 業 務 執 行 役 員 に 迎 え,経 営 陣 を 強 化 した 。

更 に81年3月 に,VenrockAssociates,Lamoreaux,Glynn&Associa-

tes,FayezSarofim&Co.,AssetManagement,NewcastleCompany

及 びDavidKaretskyの ベ ン ヂ ャ ー ・キ ャ ピ タ ル6社 に210万 ドル 相 当 の 株 式 を

私 募 発 行 し,資 金 調 達 を 行 っ た 。

製 品 の 種 類 も 増 え,特 にVisiCalcに 続 く 一 連 のVisiSeriesパ ッ ケ ー ジ ー

siFile,VisiP1 .ot,VisiTrend,VisiTerm－ は 同 社 の 地 位 を 更 に 高 め る

も の と な っ た 。

81年11月^に3度 目 の 移 転 を 行 い 現 在 の 地 に 移 っ た 後,82年2月 に は,主 力 製 品

と 企 業 を よ り 密 接 に 結 び つ け,イ メ ー ジ を 高 め る た め,社 名 をVisiCorpと 改 め

た 。

VisiCorpの 事 業 は,マ ー ケ テ ィ ン グ/デ ィ ス ト リ ビ ュ ー シ ョ ン 中 心 の も の

で あ る 。 っ ま り,ソ フ ト ウ ェ ア の 開 発 者 か ら ソ フ トを 入 手(購 入 あ る い は 独 占 販

売 権 の 獲 得 等)し,そ れ に 必 要 な 改 善 を 加 え る な ど し て 販 売 す る と い う も の で あ

る 。 最 初 か ら 共 同 で ソ フ ト開 発 を 行 う 場 合 も あ る 。

セ ー ル ス ・チ ャ ネ ル は 大 き く4つ に 分 け ら れ る 。 第1は,コ ン ピ ュ ー タ ・デ ィ
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一 ラ ー へ の 直 接 販 売 で あ る
。 こ の た め,国 内5～6か 所 に セ ー ル ス ・オ フ ィ ス を

開 設 し て い る 。 第2は,SoftSell等 大 手 の ソ フ ト ウ ェ ア ・デ ィ ス ト リ ビ ュ ー

タ ー へ の 販 売 で あ る 。 第3は,ComputerLand等 の パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー

タ 販 売 フ ラ ン チ ャ イ ズ ・チ ェ ー ン へ の 卸 し で あ る 。 そ し て 第4は,IBM,Ap-

ple,Tandyな ど メ ー カ ー へ の 販 売 で あ る 。

VisiCalc以 来 のVisi～ 製 品 で 急 成 長 を と げ た 同 社 は,現 在 今 後 の 同 社 の 主

力 製 品 と す る べ く 力 を 入 れ て い る の が 第2世 代 ソ フ ト ウ ェ ア と 称 す るVisiOn

で あ る 。

新 世 代 ソ フ ト ウ ェ アVisiOn

82年11月 に 発 表 さ れ たVisiOnは,XeroxのStarやAppleのLisaの よ う

な 機 能 を,専 用 の ハ ー ド ウ ェ ア で は な く,様 々 な メ ー カ ー の パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ

ュ ー タ で 実 現 し よ う と す る イ ン チ プ レ ー テ ッ ド(統 合)ソ フ ト ウ ェ ア で あ る 。

マ ル チ ウ イ ン ド ウ と マ ウ ス そ し て 高 解 像 度 グ ラ フ ィ,ック ・ デ ィ ス プ レ イ は,

XeroxのStarに 始 ま る マ ン ・マ シ ン ・ イ ン タ フ ェ ー ス 改 善 の 大 き な 流 れ を 象

徴 す る も の で あ る 。Lisaが こ れ に 続 く も の だ が,VisiOnは 別 の 方 向 か ら の ア

プ ロ ー チ と い え る だ ろ う

VisiOnの 発 表 後,マ ル チ ウ イ ン ド ウ 機 能 を 持 つ ソ フ ト ウ ェ ア が 続 々 と 発 表

さ れ る こ と に な っ た 。QuarterdeckSoftwareのDesQ,ScientiaInc.の

ConceptVP,InViewCorp.のInViewな ど で あ る 。 そ し てVisiOnと

共 に 最 も 注 目 さ れ て い る の がMicrosoftCorp.のMS-Windowsで あ る 。Mic-

rosoftの ラ イ バ ルDigitalResearchInc.も,ConcurrentCP/M-86

の マ ル チ ウ イ ン ド ウ 化 を 着 々 と 進 め て い る 。

VisiOnは,複 数 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン 間 で デ ー タ の 交 換 が で き,し か も 使 い .

方 が 簡 単 な も の と し て 開 発 が 進 め ら れ た 。・ソ フ ト ウ ェ ア を 導 入 した 時 点 で,ユ ーザ

ー が そ れ を 自 由 に 使 い こ な せ る よ う な も の が 目 指 さ れ た の で あ る
。16ビ ッ ト の マ

イ ク ロ フ。ロ セ ッ サ ー,256KB以 上 の 主 記 憶,ビ ッ ト ・マ ッ プ ・デ ィ ス プ レ イ,
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ウ,ン チ 。 ス タ ー デ,ス ク を 持 つ パ ー ソ ナ ・レ ・ ・ ン ピ ー タ ー い わ ゆ る 第3

世 代 の パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ ー な ら ど れ で も 使 え る よ う に す る と い う こ と

も 目 標 に 掲 げ ら れ た 。,

VisiOnは,図 に 示 す よ う な 階 層 構 造 を し て い る 。 最 下 層 のVisiHostがVi-

siOnの 中 で 唯 一 ハ ー ド ウ ェ ア に 依 存 す る 部 分 で あ る 。 逆 の 見 方 を す れ ば,上 の

層 が ハ ー ド ウ ェ ア か ら 独 立 す る よ う に,メ モ リ ー 管 理 や 入 出 力 制 御 な ど ハ ー ド ウ

ェ ア に 依 存 す る部 分 を 集 め た と い え る 。

第2層 のVOS(VisiOnOperatingSystem)は,VisiHostを 使 っ て ア プ

リ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム が 要 求 す る 処 理 を 実 行 す る 。VisiMachineはVOS

と ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム と の イ ン タ フ ェ ー ス で あ る 。'な お,VisiH6st

とVOSの 間 はVisiHostイ ン タ フ ェ ー ス で 結 ば れ る 。

ア プ リ ケ ニ シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム は,VisiCorpが 提 供 す る も の と 第3者 ・が 独

自 に 開 発 す る も の と が あ る 。VisiCorpが 現 在 の と こ ろ 提 供 して い る も の は,

表 言 話(ス プ レ ッ ド・シ ー ト)のVisiOnCalc,ワ ー ド ・プ ロ セ シ ン グのVisiOn

Word,ビ ジ ネ ス ・グ ラ フ ィ ッ ク ス のVisiOnGraph,リ レ ー シ ョ ナ ル ・ デ ー

タ ベ ー ス のVisiOnQueryの 各 種 で あ る 。

ア プ リ ケ ー シ ョ ン 間 の デ ー タ 交 換 は,VisiMachineを 介 しVOSが 行 う 。

VisiOnは,全 体 と し て,ア プ リ ケ ー シ ョ ン と の イ ン タ フ ェ ー ス に 豊 富 な 機 能

を 盛 り 込 ん だ1っ のOSと み る こ と も で き よ う 。 実 際 に はVisiOnは 汎 用OS,

MS-DOS2.0の 囲 り に か ぶ せ た ソ フ ト ウ ェ ア の 形 を と っ て い る 。 つ ま り,M

S-DOS2.0は1つ の ツ ー ル と し て 使 わ れ て い る わ け だ 。VisiHostを 修 正 す

れ ば,他 のOSに 移 植 す る こ と も 可 能 に な っ て く る の で あ る 。

VisiOnを 走 ら せ る ハ ー ド ウ ェ ア の 主 な 条 件 は,①Intel8086又 は ・8088

を プ ロ セ ッ サ ー と し て 採 用,②VisiOnだ け で256KBの 主 記 憶,③24行 ×80字

以 上 を 表 示 で き る ビ ッ ト ・マ ップ ・グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィス プ レ イ,④ フ ロ ッピ ー ・デ ィ

ス ク ・ ド ラ イ ブ,⑤5MB以 上 の ウ ィ ン チ ェ ス タ ー ・ デ ィ ス ク ・ ド ラ イ ブ,⑥ マ ウ

ス,そ し て 少 な く と も 今 の と こ ろ は,⑦MS-DOSが 使 え る こ と,で あ る 。 現



図1VisiOnの 構 造

VisiCorpの アプ リ 第3者 の アブリケ ー

ケーション ・プログラム ション ・プログラム

ー_

VisiOn

VisiOnと アブi)ケ ーシ ョン ・ソ フ トの インタフェー ス

⊥ バー ・に依存 ・ない部分

VOS:VisiOnOperatingSystem

在 ま で にVisiOnの サ ポ ー ト意 向 を 表 明 し て い る メ ー カ ー に は ,IBM,Wa-

ngLaboratories,HoneywellInformationSystems ,TexasInstr-

umentな ど が あ る 。'

VisiCorpは,VisiOnの 充 実 の た め ,様 々 な 努 力 を 行 っ て い る 。 フ ラ ン

ス 及 び ド イ ツ 語 バ ー ジ ョ ン の 開 発 ,通 信 機 能 の 付 加 な ど が 主 な と こ ろ だ 。

通 信 機 能 の 付 加 の た め,VisiCorpは83年4月 に,SNA下 で 動 く通 信 ソ フ

ト ウ ェ ア の 開 発 で 定 評 の あ るCSI(CommunicationsSolutions
,Inc.)を 買

収 し た 。 続 く5月 初 め に は,InformaticsGeneral社 と メ イ ン フ レー ム と の 通

信 ゾ フ ト ウ ェ ア の 共 同 開 発 契 約 を 結 ん で い る 。 更 に,同 月 のNCC(全 米 コ ン ピ

ュ ー タ 会 議)で は,Xeroxと 提 携 しEthernetコ ン パ テ ィ
.ブル ・ シ ス テ ム の 開

発 意 向 を 明 ら か に し て い る 。

ま た7月 に は,ADR(AppliedDataReserarch)が,VisiOnシ ス テ ム
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を サ ポ ー トす る メ イ ン フ レ ー ム ・ ソ フ ト ウ ェ ア を 開 発,販 売 す る 計 画 を 発 表 し て

い る 。

今 後に不 安材料 も?

パ ー ソナ ル ・コ ン ピュ ー タ用 ソ フ トウ ェ ア業界 の 最 も輝 け る星 の1っ と いわ れ

るVisiCorpで あ る が,そ の後 の各 種 報 道 に よれ ば,将 来 に か げ りが み え始

め た ので は な い か と,業 界 で さ さや か れ て い る とい う。

不 安 材 料 は,VisiCorpが 今 後 の 主 力 製 品 と して い るVisiOn.に あ る 。 ま

ず,当 初 予 定 か ら大 き く遅 れ て83年11月 にt4っ て や っ と出荷 が始 ま っ、た こ と。 そ

して 出荷 は され た が,現 実 に は殆 ど売 れ て いな い と言 わ れ て い る こ とで あ る。

第3者 が 開 発 した ア プ リケ ー シ ・ ン ・ソ フ トカ∫町 の と ころ牟 くな い こ と も痛

い 。 現 在 利 角 で き る の は 前 述 のVisiOnCalcな ど4種 に す ぎ な い 。 こ れ は,

VisiOn用 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ ソ フ'ト ウ ェ ア の 開 発 に はDECの ス ー パ ー ミニ コ

ンVAXも し く はMotorola68000を ベ ー ス と し た シ ス テ ム 一 式 を 必 要 と す る た

め で,中 小 の ソ フ ト ウ ェ ア ・ハ ウ ス に と っ て は 少 な か ら ぬ 初 期 投 資 と な る た め で

あ ろ う 。

そ う な る と,中 小 ソ フ ト ・ハ ウ ス ば,金 の か か らな いApPleのMacintosh(Li-

saの 廉 価 バ ー ジ ョ ン)やMicrosoftのMS-Windosws用 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・

ソ フ ト ウ ェ ア の 開 発 に 向 か う こ と が 考 え ら れ る 。 ユ ー ザ ー が よ り 多 く の プ ロ ダ ク

トが 入 手 で き る 見 込 の あ る 方 に 流 れ る 恐 れ は 十 分 に あ る 。

MS-Windowsは,VisiOnと 同 じMSDOS2.0で 走 る ウ ィ ン ド ウ ・ソ フ ト

ウ ェ ア だ が,必 要 と す る ハ ー ド ウ ェ ア ・ リ ソ ー ス はVisiOnよ り少 な く,ま た 何

よ り も 価 格 そ の も の が 大 幅 に 低 い 。VisiCorpもVisiOnを 当 初 の495ド ル か

ら95ド ル に ま で 思 い 切 っ た 値 下 げ を 断 行 し た が,ア ナ リ ス トの 中 に は,そ れ で

も ま だ 高 く,し か も 遅 す ぎ た,と 評 す る 向 き も あ る 。

IBMの 動 き が 思 わ し く な い の も 不 安 材 料 と い え る 。VisiCorpは,IBMと

VisiOnの 配 給 で 合 意 し た と 発 表 し て い る が,消 息 筋 に よ れ ば,IBMは 単 に
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「エ ン ドー ス(承 認,支 持)」 した にす ぎず,現 にVisiCorpは 評価用 の コピー

をIBMに 送 付 した に と ど ま って い る と い う。 またIBMは 独 自 の ウ ィン ドウ ・

ソ フ トウ ェア を開 発 中 だ との噂 も流 れ て い る。

最 大 の不 安 材 料 は,SoftwareArts社 との 訴 訟 問 題 とも言 わ れ て い る。 こ

れ はVisiCalcの 販 売 権 に 関す る もので,場 合 に よ って は,販 売 権 が脅 か され

る可能 性 もあ る。VisiCalcは,ま だ最 大 のか せ ぎ頭 とい わ れ るだ け に,こ の法

廷 闘 争 の行 方 が注 目 され る 。
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11.イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ア ク セ ス 社

一 レ フ ァ レ ン ス'イ ン デ ッ ク スDB－

調 査 先

所 在 地

調 査 期 日

面 接 者

InformationAccessCompany

404SixthAvenue,MenloPark,CA94025

(415)367-7171

1983年10月19日

Mr.MorrisGoldstein;President

Ms.BlodwenTarter;VicePresident,Marketing

Mr.ChasHiggins;Manager,・IndexingandEditorial

Operations

Ms.SusanOrtegaHiggins;CustomerService

Representative-Online

Mr.DonaldMaclean;Manager,ProgrammingandEDP

Operations

Ms.CarolWolfe;GroupLeader

概 要

InformationAccessCompany(IAC)は,定 期 刊 行 物 の インデ ックス ・

デー タベ ー スの プ ロデ ュー サ ー で あ る。

創 立 は1976年 。 情 報 関 連 製 品Jデ ー タベ ース 開発,情 報 検 索 な どの専 門 家4人

に よ り設 立 され た。 目 的 は,既 存 及 び新 規 技 術 を 使 って,図 書 館 や各 種 情 報 サ ー

ビス機 関 に タ イ ム リーな情 報 を 迅 速 に提供 しよ う とい う もの で あ った 。

同 年12月 に は最 初 の 製 品 で あ るMAGAZINEINDEXを カ リフ ォルニ ア図書

館 協 会 の会 議 で 発 表,好 評 を博 した 。 これ は次 の よ うな特 徴 を 持 って い た。
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oマ イ ク ロ フ ィル ムと高 速 リー ダ ーの 組 合 わ せ に よ る検 索 の高 速 性 と操 作 の容

易 性 。

Oオ ンラ イ ン ・デ ー タベ ース と して も提 供 され る 。

o他 の方 式 をは るか に凌 ぐ索 引の 範 囲 と収 録 定 期 刊 行 物 の数 。

o毎 月情 報 を累 積 収 録 す る こと によ り,多 重 参 照 を必 要 と しな い簡 便 性 。

オ ン ラ イ ン ・デ ー タベ ー スで あ る と と もに,そ の 内容 を マ イク ロ フ ィル ムで も

提 供 し,オ フ ラ イ ンで もデ ー タベ ース の利 用 が で き る よ うに した もの で あ る。 し

か も毎 月更 新 され るマ イ ク ロ フ ィル ム に は,更 新 情 報 だ けで な く,以 前 の 情 報

も含 まれ て お り,1っ の フ ィル ムをみ れ ば用 が 足 り るよ うに工夫 されて い るの が

売 り物 だ った わ けだ 。

米 国 内 の 図 書 館 に導 入 され て い るIACの マ イ ク ロ フ ィル ム検索 タ ー ミナル は

4,000以 上,ま た オ ン・ラ.イ、ンで の ユ ーザ ーは1万 以 上 と言 われlIACが 図 書 館

を 中心 と して 高'い評価 を受 けて い るのが わ かる 。'

IACは,そ の後 同様 のデ ータベ ースの 作成 を 進 め て い った。79年1月 にNATIO

NALNEWSPAPERINDEXを 発 表,更 に 同6月 に は毎 日 デー タが 更 新

され るNEWSEARCHを 発 表 した。

80年 に 入 る と,BUSINESSINDEXとLEGALRESOURCE.

INDEXが 追 加 され た 。

80年 に は,企 業 経 営 上の 大 きな変 化 も あ った 。 大 手 出版 会 社Ziff-DavisPu-

blishingCompanyに よ る買 収 で あ る。`・

Ziflf-Davisの 子 会 社 と して 再 ス タ ー トしたIACは,親 会 社 の 財 政 力 や経 営

能 力 を背 景 と して,そ の 後 もサ ー ビスの 拡 張 を 進 め て いる 。・主 な もの と ・して は,

SEARCHHELPERマ イ ク ロコ ン ピュ ー タ ・ソ フ.トう エア,そ して83年6

月 に発 表 され た イ ンデ ック ス と フル テ キ ス トを同 時 に マ イ ク ロ フ ィル ムで 提 供 す

るMAGAZINECOLLECTIONな ど が あ る。

なお,オ ン ラ イ ンで の デ ー タベ ース ・サ ー ビス は,DIALOG.lnformation

Services社 を デ ィス トリビ ュ ー タと して,提 供 され て い る。
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サ ー ビス 内容

IACは,オ ン ライ ン ・デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス ある い は マ イ ク ロ フ ィル ム で

の情 報 提 供 な どを行 って い るが;中 心 で あ るオ ンラ イ ン ・デ ー タベ ース に つ いて

2,3み て み る。

MAGAZINEINDEXは,435種 以 上 の米 国 の 一 般雑 誌 の索 引 で あ る。

全 て の 記 事,ニ ュ ース ・レポー ト,時 事 問 題 解 説,伝 記,小 説,書 評等 を 収 録 し

て い る。 具 体 的 な テ ーマ は,国 内 外 の 時事 問題,ビ ジネ ス,経 済,教 育,医 学,

社 会 科 学1製 品評 価,家 庭,文 学,環 境 問題,芸 能,ス ポ ーツ,レ ジ ャ ー,旅 行

な どで あ る。

'図書館 の レフ ァ レ ンス ・サ ー ビス の よ うに',一 般 的 な 幅広 い質 問 に答 え る の に

特 に有 用 だが,・ 一般 企 業 や官 庁 な どの 調 査 の 補 助 資 料 と して の価 値 も高 い。

デ ー タの収 録期 間 は1959年 以降 で あ る。83年2月 現 在で128万 件 の デ ー タが収

録 され て い る。更 新(追 加)は 月毎 で,1か 月 に約1万2,000件 の デ ー タが 追 加

され て い る。

NATIONALNEWSPAPERINDEXは,米 国 で 最 も重要 と言われ る

ChristianScienceMonitor(西 部 版),NewYorkTimes(市 内版),Wall

StreetJournal(西 部 版),WashingtonPostそ してLosAngelesTimes

の5大 新 聞 の全 記 事 の索 引 で あ る。 デ ー タ ベ ー ス化 の 対象 外 とされ て い る の は,

天 気 図,株 式欄,ク ロス ワー ド ・パ ズ ル,星 占 い,そ して広 告 だ けで あ る。幅 広

い トピ ック スを カ バ ー して お り,一 般 的 参 考 質 問 に対 す る有 益 な解 答 とな る と と

もに,市 場 調 査,広 報 活 動,行 政 広 報,ジ ャー ナ リズ ム,社 会 科 学 な ど の 分 野 で

の 付 加 資 料 と して も貴 重 で あ る。

収 録 期 間 は,前 出 の最 初 か ら3紙 は79年1月1日 以 降,WashingtonPostは

82年9月1日 以 降 そ してLosAngelesTimesは 同10月1日 以 降 で あ る。

更 新 頻 度 は毎 月 で,1万4,000件 の デー タが 追 加 され て い る とい う。

LEGALRESOURCEINDEXは,720種 以 上 の 法律 雑 誌 及 び法 律 関
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係 新 聞 の 全 記 事,書 評,判 例 記 録,論 説 な どの 索 引 デ ータベ ー スで あ る。 除 外 さ

れ て い る の は非 分 析 的 な判 例摘 要,副 次 的 な 人 事 記 録,短 い告示 な ど で あ る 。

収 録 期 間 は1980年1月 か ら,更 新 は 月1回 で,毎 回 約3,500件 の デ ー タが追 加

され て い る。

TRADE&INDUSTRYINDEXは,280種 以 上 の ビジネス 誌,商 工

業 業 界 誌 の全 紙 面 の索 引で,こ れ らの他 に1,000以 上 の一 般 誌(紙),法 律 誌 を選

ん で収 録 して い る。IACの 他 の デ 一夕ベ ース ーMAGAGINEINDEX,NA-

TIONALNEWSPAPERINDEX及 びLEGALRESOURCEIN-

DEX－ か ら ビジ ネ ス,商 工業 関 係 の全 レ コー ドも収 録 して い る。

収 録 期 間 は81年1月 か らで,更 新 は毎 月,毎 回16,000件 が 追 加 され て い る。

NEWSEARCHは,MAGAZINEINDEX,NATIONALNE--

WSPARERINDEX,LEGALRESOURCEINDEX,の 毎 日の追 加 デ

ー タで あ る。 毎 日約1,700件 の レコ ー ドが 追 加 され,3っ の デ ータベ ース に収 録

され る まで の間 入 れ られ て い る。

幅 広 い テ ーマ の最 新 情報 源 と して,ユ ニ ー ク な デ ー タベ ー ス とい え る。Chri-

stianScienceMonitorな どの主 要5紙 は,発 行 日の夜 には 入 力 され,翌 日

に は オ ン ライ ン検 索 が で き る と い う速 報 性 も売 り物 とな って い る。

デ ー タ ベ ー ス の 作 成

IACの デ ー タベ ー スは,幅 広 い 出版 物 の記 事 索 引 及 び簡 単 な 抄録 だ が,こ の

入力 のた め に は専 任 の 索 引 作 成士 一 イ ン デ クサ ー 一 が 必 要 にな って くる。 そ

れ も全 て の イ ン デ クサ ーは 同程 度 の高 い レベ ル の能 力 が要 求 され る。

IACは,図 書 館 学 修 士 修 了 者 に6か 月間 の教 育 訓 練 を施 し,イ ンデ クサ ー を

養 成 して い る。 現 在 の イ ン デ クサ ー数 は,フ ル タイ ムに換 算.して40人 程 度 で あ る 、

とい う。

イ ンデ ック ス作 り は,各 イ ンデ クサ ー がApple皿 パ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュー タを

使 って 行 う。 このApplellは そ れ ぞ れ ス タ ン ド ・ア ロ ー ン ・シス テム と して 使 わ
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れ,作 ら れ た イ ン デ ッ ク ス は フ ロ ッ ピ ー ・デ ィ ス ク に 入 れ ら れ る 。

イ ン5"ッ ク ス は そ の 後TRANSEDITと 呼 ば れ る プ ロ グ ラ ム に か け ら れ,シ

ソ ー ラ ス,ス ペ ル(綴 り)等 の チ ェ ッ ク が 行 わ れ る 。 ま た,エ デ ィ タ ー に よ る 誤

り の 修 正 も 行 わ れ る 。

デ ー タ ベ ー ス の デ ィ ス ト リ ビ ュ ご タ ー で あ るDIALOGInformationSe-

rvicesへ は,電 話 回 線 を介 して毎 日 デ ー タが送 られ る。 これ がNEWSEAR

cAに 入れ られ る と と もにtt毎 月1回 それ ぞ れ の デ ご タベ ース に収 録 され るの は

前 述 の通 りで あ る。

IACは,イ ンデ ック スの質 を お と さな い よう に常 に注 意 を 払 って お り,毎 月

i"
皐i

QC'活 動を行っているという。
1 ・"・'1"

フ ル テ キ ス ト ・ デ ー タ ベ ー ス へ 』 ㍉.'-

IACの デ ー タ ベ ー ズ は,あ く・ま で も 索 引 で あ り,12次 情 報 で あ る 。 こ れ を も

と に ソ ー ス ・デ ー タ(原 文)を 探 し 出 さ な け れ ば 用 が す ま な い'こ と が 少 な く な

し、。'"介 ・'・'

ユ ーザLに よ って は')一使 用 料 金 の安 いIACの デー タベ ーズ で 索 引 を 検 索 し,

Meadの よ うな フル デ キ ス トの デ 一 夕ベ'一ス を そ の検索 結 果 を み て 利 用 す る と い

う と こ ろ もあ るが,IACと して も フル テキ ス ト ・デ ー タベ ー ス への 参 入 は念 願

の1っ で あ った。 先 に述 べ たMAGAZINECOLLECTIONは そ の 第1段

階 とい え る。'二 ㌧

84年 に な ってIACは,MAGAZINEASAPとTRADE&INDUSTRY

ASAPと い う2っ の オ ン ライ ン ・フル テ キ ス ト ・デ ー タベ ー スの 提 供 を発 表 し

た 。 これ は他 の デ ー タベ ース と 同 様DIIALOGの ネ ッ トワー ク を 介 して 提 供 さ

れ る もので あ る。47社 の 出版 社 と提 携 し,40種 以 上 の 一般 誌 及 び80種 以 上 の商 工

業 業 界 誌 等 計130種 以 上 の 定 期 刊 行 物 の記 事 全 文 を収 め て い る。

IACが 作 った索 引 もつ いて お り,こ の索 引で 必 要 な文 献 を探 し出 し,オ ン ラ

イ ンあ る いは オ フ ラ イ ン(原 文 コ ピーの 郵 送)で 入手 で き る と い う。
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収 録 期 間 は83年1月 以 降 で,デ ー タ は順 次蓄 積 され る予 定 。DIALOGを 介

して の サ ー ビス 開 始 は5月 か らと され て い る。

一97一





料資II



「



1.SBSシ ス テ ム 概 要

序 論

サ テ ラ イ ト ・ビジ ネ ス ・シス テ ム(SBS)は,地 続 き の ア メ リカ本 土 で稼 動

す る衛 星 シス テ ムを 利 用 して,商 用 及 び政 府 関 係機 関 に,高 度 な通 信 サ ー ビス を

提 供 す る。SBSシ ス テ ム は,完 全 に デ ジ タル化 した音 声,デ ー タ,画 像 情 報 を,

統 合化 して,顧 客 の所 在 地,或 は そ の近 くに あ る,地 理 的 に 散 らば って い る地 上

局 の 間 を高 速 で 伝 送 す る。 顧 客 の ネ ッ トワ ー クの すべ ての 地 上局 は,割 り当て ら

れ た衛 星 応答 装 置 を通 じて,同 じネ ッ トワー クに あ る他 の す べ て の地 上 局 と直 接

に 交信 で き る。

この 衛 星 応答 装 置 は,他 の周 波 数 帯 で よ く見 られ るよ うな 電 波 の混 信 が な い,

12/14ギ ガ ヘル ツの周 波 数 帯 で 運 用 す る。

このSBSシ ス テム は,PBX,電 話 会 社 の ア クセ ス回 線,テ レビ会 議,コ ン

ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー ク,高 速 フ ァ ク シ ミ リ,オ フィス ・オ ー トメーション・システ

ム な ど の,顧 客 や 一 般 の 通 信 機 器 を 相互 に結 びつ け る。SBSシ ステム独 自の ディ

ジ タル技 術 で あ る,需 要 割 当 て す る時 分割 多重 ア ク セ スは,顧 客 の ビジ ネ ス通 信

の為 の伝 送 容 量 を,顧 客 の ネ ッ トワ ー ク上 の様 々 な場 所 にお け る変 化 す る需 要 に

応 え て,す ばや く調 整 す る こ とが で き る。 洗練 され た ネ ッ トワ ー クの管 理 ン ス テ

ム は,ネ ッ トワ ーク の動 き を 監 視 し,使 用 統 計 を 出 し,顧 客 が,ネ ッ トワ ーク の

形 態 を 変 更 出来 るよ うに す る。

SBSシ ス テ ム とサ ー ビス は,単 一 で 統 合 化 され た通 信 ネ ッ トワ ー クを提 供 す

る よ うに設 計 され て いて,多 くの独 立 した通 信 ネ ッ トワ ー クの必 要 は無 くな る 。

SBSシ ス テ ム は,音 声,デ ー タ,画 像情 報 の 効 果 的 で,経 済 的 な伝 送 を 可 能 に

しユ ーザーが,自 分 の会社 の遠 距 離 通 信 ネ ッ トワー クを,高 度 に 管 理 して 使 用 出 来
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る様 に,こ の単 一 シス テ ムを管 理 す る。

システム概観

衛星通信 システムは,衛 星,地 上局,及 び様 々な支援施設 よ り成 る。衛星 内の

応答装置は,送 信 地上局 と受信 地上局 の間の信号 を中継す る。

容量割 当て

衛 星 の 応答 装 置 の 伝 送 容 量 は,一 般 的 に,非 常 に大 き い。 ユ ニザ 一間 で 容 量 を

割 り振 る場 合,2っ の基 本 的 な方 法 が あ る。周 波 数 分 割 多重 ア ク セ スと 時 分割 多重

ア クセ 入で あ る。

これ らの技 術 の うち で,従 来 か ら使 わ れ て きた の は,周 波 数 分 割 で,す べ て の

使 用 可能 な応 答 装 置 の帯 域 の あ る小 部 分 を,2点 間 の,特 定 の経 路 に割 り当 て る

方 法 で あ る。 これ は ユ ー ザ ーの 容 量 が,割 り当 て た チ ャ ンネ ル の帯 域 幅 に制 限 さ

れ た り・,特 定 の2点 間 へ適 用 す る と い う欠 点 が 生 じ る。 この容 量 は,顧 客 の ニ ー

ズ に よ る迅 速 な変 更 に,対 応 す る こ とは 出来 な い 。

これ に対 して,SBSシ ス テ ム は,需 要 割 り当 て に よ る時 分割 多重 ア クセ ス を

使 用 して い る。 これ は,理 念 に 於 いて,コ ン ピ ュ ー タの時 分 割 と同 じで あ る。 そ

れ ぞれ の ユ ーザ ー は,緊 急 の ニ ーズ に応 じて,別 々の 時 間帯 に,応 答 装 置 の全 部

の容量 を使 用 出 来 る。

需 要割 り当ての機 能 に よ って,SBSシ ス テ ムは,そ れ ぞれ の地 上 局 の必 要 とす

る伝 送容 量 を,次 々 と割 り当 て る こ とが 出来 る。 こ の処 理 は,特 別 な 目的 を もっ

地 上 局 で あ る リフ ァ レ ンス局 に よ って制 御 され て お り,所 定 の応 答 装 置 を使 用 し

て,各 々の 地上 局 か ら,容 量 要 求 の メ ッセ ー ジを受 信 す る。 リフ ァ レンス局 は,

ネ ッ トワー ク内 で,容 量 を ダ イナ ミッ クに割 り当 て る為 に,各 々の 地上 局 か らの

伝 送 バ ース トの 継 続 時 間 と位 置 決 め を 行 う。 各 々の 地 上 局 は,発 信 地,送 信 地 及

び,音 声,デ ー タ,画 像 情 報 トラフ ィック(量)を 含 んだ,デ ィジ タル化 され た バ

ー ス トを送 信 す る。 リフ ァ レ ンス局 は,た だ1つ の 地 上局 の信 号 だ けが,所 定 の
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時 間 に,衛 星 の応 答 装 置 に現 わ れ る様 に,す べ て の 地 上局 の伝 送 バ ース トの タ イ

ミング を 自動 的 に同 期 させ る。 それ ぞれ の 受 信 地 上 局 は,す べて の伝 送 を 受信 す

るが,そ こに宛 て た 伝 送 内 容 だ け を 解 読 す る。 バ ー ス トは,そ の様 に,す ば や く

起 こる の で,伝 送 は,ユ ーザ ーに と って は,連 続 して い る様 に み え る。

SBS時 分 割 多 重 ア クセ スの ア ー キ テ ク チ ャーに於 け る,基 本 的 な繰 り返 し単

位 は,フ レ ームで あ る。1つ の フ レー ム は,継 続 時間 が15ミ リ秒(0.015秒)で,

コ ン トロ ール域 と トラ フ ィ ック域 よ り成 って い る。

リフ ァ レ ンス局 は,各 々 の フ レ ー ムの 最初 を示 す 場 合,各 々の 地 上 局 に容 量 割

り当て を送信 する場 合,及 び他 の 同期 機 能 を実 行 に移 す 場 合 に,コ ン トロー ル域 を

使 う。 加 え て,各 々の 地 上 局 は,伝 送 ニ ーズ を満 たす ため に必 要 な容 量 を知 らせ

るた め に,コ ン トロー ル域 を 使 用 す る。

トラ フ ィッ ク域 に は,各 々の 地 上 局 か ら送 信 され る情報 が含 まれ る 。各 々の ネ

ッ トワー クは,1つ の フ レー ム の中 に,特 定 の トラ フ ィッ ク域 部 分 を持 つ 。 この

割 当 て 専 用 容量 域 に加 え て,ト ラ フ ィ ック域 には,予 備 容 量 と い うプ ー ル が ある。

通 信 量 が ピニ クに な る時 期 に デ ィ ジタ ル情 報 用 によ り多 くの容 量 が 必 要 に な る ネ

ッ トワ ー ク は,こ の プ ール を 利 用 す る こ とが 出来 る 。

圧縮技術

ポ ー ズ(話 の中 断)は,普 通 の 電 話 で の会 話 で,単 語 と句 の間 で よ く起 こ る。

この 沈 黙 期 間(1っ の会 話 の50パ ーセ ン ト以上 に もな る)は ,SBSシ ス テ ムで

は,送 信 され な い。音 の不 在 を発 信 者 と受 信 者 が,サ ー ビス の 中断 と解 釈 しな い

様 に,沈 黙 の 期 間 に,通 常 の ア イ ドル チ ャ ンネル の ノ イズが 受 信 地 上 局 に よ って

挿 入 され る。

需 要 割 り当て 技 術 と供 に ・音 声 部 分 の圧 縮 によ って,SBSシ ス テ ム が ,顧 客 の

様 々 な ビジネ ス上 の使 用 に よ って要 求 され る伝 送 容 量 を減 少 させ る こ とを可 能 に

し,こ れ に ょ って,必 須 な 情 報 を よ り効 果 的 で,か つ よ りコ ス トか らみ て 効 率 的

な伝 送 を可 能 にす る。
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容量転送 ・".・ ・

必要題 麺 醜 少 させ るには 溶 量転送 ・ ン ト・一ルが有効 であ ∪ ・の計

画 中の機能 によれ ば,ユ ーザーが,結 合中の数か所の間で容量 を入れ換 える こと

が 出来 る。 例 え ば,tテ レビ会 議 な とで,容 量 転 送 コ ン トロー ル は,1つ の 場 所 の

参 加 者 が,他 の 場 所 の参 加者 に,ビ デ オ の テ レ ビ会 議 を 送信 す るのに 必 要 な容 量

を提 供 す る こ とが で き る.こ の 機 能 が なeナれ ば 洛 々め 場 所 で ・2方 向交 信 の為

の,全 容 量 を割 り当 て る こ とに な る。 高速 度 デ ー タ処 理 に は,容 量転 送 コ ン トロ

ー ル は ,か な りの コ ス トの 節約 が 出来 る。

システム構成要素

図は,SBS通 信 システムの主要な構成要 素 を示 して いる・縫 と・それを支

援 す る趣 テ レ,一 タ ー汲 び齢 局,ネ ・ トウー グ ア クセス'セ ンタ ー(NA

C,1と 呼 ば れ る顧 客 の所 在 地,或 は そ の 近 くV・あ る地 上 局 ・及 び 『BSネ ッ

ト ワ ー ク ・ コ ン ト ロ ー ル ・ セ ン タ ー で あ る 。 、、

駆 のデータ 画 像 情 報 音 声 通融 器(・ ンピー タ ・テ レビ会 識 器 ・

PBXな ど)は,顧 客 の 所有 の,或 は,状 況 に よ って,SBSに よ っ て提 供 され

る ロー カル な 或 は,市 内 の ア ク セ ス回線 を通 して,SBSシ ステ ム に結 びつ け ら

れ て い る.物 理 的 な イ ン タ フ ・ 一 スは,音 声 ポ ー トとデ ・ジタル ポ ー トの どち ら

か で あ る。 音 声 とデ ー タ通 信 は,顧 客 の 要 求 に応 じて,交 換 或 は非 交換 モ ー ドで

提 供 され る.交 換 モ ー ドは,テ ・ ビ会 議 や 電 子 メ ー・レ・ 及 び 毎 秒56・000か ら

1,544,。。。 ビ。 トの 高 伝 送 速 度 の デ ー タ 処 理 ・・対 し ・利 用 価 値 が 高 くカ"っ締 的

で あ る。特 に,数 か 所 で 使 う場 合 に良 い 。

ネ 。 トワ ー ク ・ア ク セ ス ・セ ン タ ー(NAC)

ネ。トワー ク ・ア クセス ・セ ンターは顧 客 の 所 在 地 或{ま そ の近 くの地 上 局 で あ り・

ポー トアダプ ター システム,鯉 通信 制 御 装 置,バ ー ス ト変 復調 鑓 ・高 周 波 タ

ー ミナ ル ,及 び モ ニ タ ー と コ マ ン ド ル ー プ よ り 構 成 さ れ る 。
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ポ ー ト ア ダ プ タ ー ・、シ ス テ ム

ポ ー トア ダ プ タ ー ・シ ス テ ム は,顧 客 の 地 上 ア グ セ ス 回 線 とSBSシ ス テ ム 間 の

イ ン タ フ ェ ー ス で あ る 。

音 声 級 ア ク セ ス 回 線 は,ポ ー トア ダ プ タ ー ・シ ス テ ム で 音 声 ポ ー トア ダ プ タ ー ・モ

ジ ュー ル に接 続 して い る。 音 声 ポ ー トの この部 分 は,信 号発 信,レ ベ ル変 換,2

線 を4線 に変 換,電 圧 変 動 に対 す る保 護 等 を行 う。 ま た,ポ ー トア ダ プ タ ー ・シ

ステ ム は,音 声 級 の ア ク'セス回 線 の 遠 隔 試 験 や 保 守 も行 う。

デ ィ ジタル ア クセ ス回 線 は,試 験 と保 守 の為 の ア ク セ スを行 う デ ィジ タル テ ス

ト ・ア ダ プ タ ーを通 して,ポ ー トア ダプ タ ー ・シス テ ムに 入 って い る。 デ ィ ジタ

ル ポ ー トの この部 分 は,標 準 イ ン ダ フ エ ース,RS449,RS232Cと して設 計 さ

れ て い る。標 準 イ ンタ フ ェ ー スV.35或 は,ベ ル306を 備 え て・い る顧 客 の装 置 の

為 に,SBSは,RS449に 変 換 す る装 置 を提 供 す る。
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衛星通信制御装置

衛 星 通 信 制 御 装 置 は,ネ ッ トワーク ・ア クセ ス ・セ ンターの心 臓 部で ある。 この構

成 要 素 は,ポ ー トアダプター ・シス テムを 通 して,顧 客 の 装 置 か ら受 信 され る信 号

を,宇 宙 空 間 を 中継 出来 る単 一 の統 合 化 され た信 号 にす るハ ー ドウ ェ ア と ソ フ ト

ウ ェ ア を内蔵 して い る。 特 に,衛 星 通 信 制 御 装 置 は,時 分 割 多 重 ア クセ ス と需要

割 り当 て処 理 を管 理 し,シ ス テ ムの トラ フ ィ ックの 流 れ を調 整 し,送 信 プ ロセ ス

と回 路 交換 を 行 い,モ ニ タ ー と コマ ン ドル ー プ(ネ ッ トワ ー ク ・ア ク セ ス ・セ ン

ターの構 晟要 素 を ネ ッ トワ ー ク制 御 セ ンタ ーに接 続 す る)を 制 御 し,ト ラ フ ィ ッ

ク情 報 を集 め,シ ス テ ム運 用 に関 す る デ ー タ を ネ ッ トワ ー ク制 御 セ ン タ ーに 送信

す る 。

ケ ーブルは,デ ィジタルテス ト・アダプターを衛 星 通 信 制 御装 置 の 中 の デジタ ル ポ

ー ト装 置 に接 続 させ て い る。 同様 に ,音 声 ポ ー トア ダプ タ ー は,音 声 ポ ー ト装 置

に接 続 して い る。 ア ナ ロ グ信 号 は,衛 星 通 信 制 御 装 置 で,毎 秒32,000ビ ットの伝

送 速 度 の デ ジ タル 信号 に変 換 され る。 ア ナ ロ グ信 号 を デ ジ タ ル信 号 へ 変 換 す る こ

と に よ って,音 声 トラ フ ィ ックは,デ ジ タル トラ フ ィッ ク と して効 率 よ く統 合 さ

れ 単 一 の ビ ッ ト列 と して送 信 され る。

音 声 に よ る通 信 で よ く起 こ る エ コ ーは,信 号 が衛 星 間 を行 った り帰 っ た りす る

距 離 の為 に,衛 星 通 信 に於 いて,も っ と顕 著 に な る。 この 固有 の 問 題 を扱 う為 に,

SBSシ ステ ム は,標 準 機 能 と して,音 声 ポ ー ト装 置 の 中 に エ コー抑 制 装 置 を備

え て い る。 エ コ ー抑 制 装 置 は,予 定 され る伝 送 とは,逆 の 方 向 に ロス を 作 って,

電 話 を 使用 して い る 人 の受 け る エ コー を抑 制 す る。(衛 星 通 信制 御装 置 の 外 部 に

あ る エ コ ー解 消装 置 は,付 加 的 な抑 制 装 置 と して備 え られて い る。 この 装 置 は,

逆 向 きの エ コ ー信号 を 発 し,そ れ は,実 際 の エ コ ー信 号 の上 にか ぶ さ って,通 信

に於 け る エ コーの 影 響 を解 消 す る。)エ コ ーの 抑 制 は,衛 星 を介 す,す べ て の 音

声 通 信 に行 われ る。 低 伝 送 速 度 の デ ータ及 び音 声 ポ ー トか らシ ステ ム に 入 る ア ナ

ログ ・フ ァク シ ミリ通 信 は,エ コー制 御 を行 って も,行 わ な くて も送 信 す る こ と が
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出来 る。

顧 客 は,デ ィジタル データ ・ポ ー トに前段 誤差,訂 正 をつ け加 え る事 もで き る。 前

段 誤 差,訂 正 は,伝 送 の実 際 の 誤 差 特 性 を効 果 的 に改 善 す る為 に,検 査 ビ ッ トを,

デ ー タの流 れ に加 え る 。

バ ース ト変復調装置

バ ー ス ト変 復 調 装 置 は ,衛 星 通 信 制 御 装 置 か らの デ ジタ ル ビ ッ ト列 を集 め る。

バ ース ト変 復 調 装 置 は ,70メ ガ ヘ ル ツの 中 間周 波 数 で アナ ロ グ搬 送 波 に,デ ィ ジ

タル デ ー タを変 調 し,毎 秒4,800万 ビッ トの バ ー ス トで,高 周 波 タ ー ミナル に デ

ー タを送 る。 衛 星 か ら受 信 した通 信 内 容 は ,搬 送 波 か ら復 調 され,衛 星 通 信 制 御

装 置 に送 られ る。

最 大 長2,000フ ィー トのNAC内 施 設 リ ンクは,バ ー ス ト変 復 調装 置 を 高 周 波

タ ー ミナ ル に結 んで い る。

高 周 波 タ ー ミナ ル

高周 波 タ ー ミナル は,信 号 を 増 幅 し,送 信 し,受 信 す る。 これ は,パ ラボ ラ ア

ンテ ナ,高 周 波送 受 信 装 置,付 属 す る ギ ア よ り構 成 され て い る。 高 周 波 ター ミナ

ル は,衛 星 へ の伝 送 の為 に,70メ ガ ヘ ル ツ中 間周 波 を14ギ ガ ヘ ル ツ の高 周 波 に変

換 す る。 衛 星 か ら受 け た信 号 は,バ ー ス ト変 復調 装 置 に よ って処 理 で き るよ うに,

12ギ ガ ヘル ツか ら,70メ ガ ヘ ル ツの 中 間 周 波 に変 換 され る。

衛 星 の ア ンテナ ・システムの 形 態 は,東 部 と カ リフ ォル ニ ア の大 部 分 で,受 信 さ

れ る衛 星 の 信号 が 最 も大 き くな る よ うに して あ る。 これ らの 地 域 で は,直 径5.5

メ ー トル の パ ラボ ラ ア ンテ ナが 使 わ れ る こ とにな り,多 分,屋 上 に 置 か れ るこ と

に な る。 他 の 地 域 で は,7.7メ ー トル の ア ンテ ナが 使 われ,通 常,地 上に 設 置 さ

れ る。 需要 分 割 に よ る時 分 割 多 重 ア クセ ス のSBS技 術 に よ って,す べ て の ネ ッ

トワーク ・アクセス ・セ ンターは,ア ンテナの大 き さ にか か わ らず,同 じ送 受信 能 力

を持 って い る。
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モ ニ タ ー 及 び コ マ ン ド ル ー プ

モ ニ タ ー ・ コ マ ン ド ル ー プ は,衛 星 通 信 制 御 装 置,ポ ー トア ダ プ タ ー ・ シ ス テ ム,

バ ー ス ト変 復 調 装 置 ,及 び 高 周 波 タ ー ミ ナ ル よ り 共 有 さ れ る 通 信 リ ン ク で あ る 。

こ の リ ン ク を 通 し て,衛 星 通 信 制 御 装 置 は,す べ て の ネ ッ ト ワ ー ク ア ク セ ス'セ ン

タ ー の 機 器 を 監 視 し,衛 星 を 通 じ て,バ ー ジ ニ ア 州,マ ッ ク レ ー ン の ネ ッ ト ワ ー

ク制 御 セ ンター に,構 成 要 素 の 状 況 レポ ー トを送 る。 ネ ッ トワ ー ク制 御 セ ンタ ー

か らの指 令 は,衛 星 通 信 制 御 装 置 に中継 さ れ,モ ニ タ ー ・コ マ ン ドル ープ を通 し

て,適 切 な 構 成 要 素 に送 られ る・ モ ニ タ ー ・コ ン トロール ル ニ プに よ って ・各 々

の衛 星 通 信 制 御 装 置 は.ネ ッ トワ.一ク制 御 セ ンタ ーの 指 令 の 通 りに,監 視 し,試

験 し,過 剰 な 要 素 の 切 り換 えを す る こ とが 出来 る。

ネ ッ トワー ク管 理 ・支 援

バ ー ジニ ア州,マ ッ ク レー ンに在 るSBSネ ッ トワ ーク制 御 セ ンタ ー と,各 地

に分 散 して あ る運 用 ・保 守 セ ンタ ーは,顧 客 の ネ ッ トワー クの管 理 と支 援 を行 っ

て い る。

ネ ッ トワー ク制 御 セ ンタ ー

シス テ ム管 理 機 能

訓 練 され たSBS人 員 を配 置 した ネ ッ トワー ク制 御 セ ンタ ーに は,総 称 と して,

シス テ ム管 理 機 能 と呼 ぶ ソ フ トウ ェ アの支 援 プ ロ グ ラム が備 って い る。 シス テ ム

管 理機 能 は,ネ ッ トワ ー クの 形 態 を管 理 し,顧 客 の要 求 に よ りこの形 態 を変 更 す

る。 この 変 更 とは,需 要 割 り当 て,ポ ー ト機 能,及 び経 路 図 の た め のパ ラ メ ータ

ー設 定 な ので あ る。

シス テ ム管 理 機 能 は,絶 えず,ネ ッ トワー ク の運 用 を監 視 し,モ ニ ター ・コマ

ン ドル ー プを通 して 衛 星 通信 管 理 装 置 と相 互 に 働 き合 って,個 々の ネ ッ トワーク ・
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ア ク セ ス ・セ ン タ ーか ら状 況 レポ ー トを 受 け る。

シス テ ム管 理機 能 を 使 って,性 能 に相 異 点 が 確 認 され る と,ネ ッ トワ ー ク制 御

セ ン タ ーの オ ペ レー タ ーは,故 障 を抽 出 す る為 に,診 断 ル ーチ ン,余 裕 の あ る 構

成 要 素 に切 り換 え るための ネ ッ トワー ク ・アクセス ・セ ンターへ の指 令,或 は,現 場

の保 守 支 援 の た め に顧 客 やSBS技 術 者 に電 話 をか け る等 の処 置 を 行 う。

シ ステ ム管 理 機 能 は,ま た,ネ ッ トワ ー ク使 用 に 関 す る デ ー タを 集 め た り,ま

と ま った統 計 や レポ ー トを行 う。

顧 客 の ネ ッ トワ ーク管 理 機 能

顧 客 に よ る ネ ッ トワ ーク管 理 機能 は,シ ステ 巴管 理機 能 の 一撃 素 で あ る。 これ

によ って,ネ ッ トワーク ・アクセス ・セ ンターに 於 け る チ ャンネル分 酉己,ポ ー ト機 能,

及 び,ネ ッ トに 於 け る通 信 経 路 図 の仕 様 に 関 す る分 野 で,顧 客 に よ る柔 軟 な ネ ッ

トワ ー ク管理 が 可 能 とな る よ う設計 され て い る。

運 用 と保 守

SBS地 上 局 は,装 置 の 設 置,開 始,ネ ッ トワ ー ク試験 の 後 は,無 人 運 転 と し

て設 計 され て い る。 信 頼 性 の 高 い運 用 は,高 度 な構 成 要 素 の質 と余 剰 能 力,SB

Sの 設 計 に洗 練 され た シス テ ム監視 と診 断機 能 が あ る こ と,及 び,運 用 ・保 守 セ

ンタ ーの ネ ッ ト ワー ク に よ っ て保証 され て い る。

ネ ッ トワークアクセス ・セ ンター を設 置 す るの に つ け加 えて,運 用 ・保 守 セ ンタ

ー は ,ネ ッ トワ ー ク制 御 セ ンタ ーの シス テ ム管 理 機 能 を使 って,遠 隔 操 作 で 直 す

こ との 出来 な い ・ いか な る性 能 上 の 問題 も直 せ るよ う・四六 時 中 ・電 話 をか けれ .

ばす ぐに,人 員 と交換部品 を提供す る。

衛星 と支援施 設の運用

SBSシ ステ ムの宇宙 の部 分は,衛 星 と,衛 星 の継 続的な運用 を監視及 び制御

す るために必要 な地上支援施設 よ り構成 されて いる。
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SBS衛 星

最 初 のSBS衛 星,SBS-1は,1980年11月15日,フ ロ リダの ケ ープ カ ナベ

ラル か らデ ル タ3910ロ ケ ッ トに よ り打 ち上 げ られ た 。 ヒュ ーズ社 に よ って 組 み

建 て られ た宇 宙 船 は,西 経100度 の 赤 道 上 空22,300マ イル の静 止 軌 道 に乗 った。

最 初 のSBS宇 宙 部 分 と して,SBS-1に,宇 宙 空 間 に バ ッ クア ップ衛 星 が 加

わ り,地 上 に は ス ペ アが ひか え て い る。

衛 星 は,ネ ッ トワーク ・アクセ ス ・セ ンター か ら受 けた信 号 を,中 継 して 地 上 に送

り返 し,受 信 ネ ッ トワーク ・アクセス ・セ ンター で解 読 され る。 ユ ーザ ーの トラフ ィ

ック に関 す る処 理 も交 換 も,衛 星 自体 で は 一切 行 わ な い。

それ ぞ れ の 衛星 は,円 筒 形 の本 体 と,常 に ア メ リカ合衆 国 を 向 いて い るパ ラボ

ラア ンテナ ・システ ムか ら成 って い る。 ア ンテ ナ ・システムは,地 上 局 の 多 い地 域 に

向 けて,視 聴 圏 を 調整 して あ る。

衛 星 の 応 答 装 置 は,進 行 波管 増 幅 器 と衛 星 受 信 器 より成 ってい る。1個 以 上 の顧

客 の ネ ッ トワー クが,そ れ ぞ れ10個 の 応 答 装 置 に 割 り当て られ る。 それ ぞ れ の衛

星 は6個 の付 属 の 進行 波 管 増 幅 器 と3個 の予 備 の 受信 器 を持 って い る。 これ らの

余 剰 能 力 は,必 要 に応 じて,運 用 に切 り換 え られ る。

衛 星 は,10個 の 応答 装 置 に 分 与 され る,全 体 で0.5ギ ガ ヘル ツの帯 域 で 運 用 さ

れ る。 ア ップ リン ク(地 上局 か ら衛 星 へ).帯 域 は,14.0ギ ガ ヘル ツか ら14.5ギ ガ

ヘル ツの 幅 が あ る。 ダ ウ ン リ ン ク(衛 星 か ら地 上 局 へ)帯 域 は,11.7ギ ガヘ ル ツ

か ら12.2ギ ガ ヘル ツの 幅 が あ る。 各 々の 応 答 装 置 は,毎 秒4,800万 ビ ッ トの

伝 送 容量 が あ り,時 分 割 多重 ア クセ ス と需 要 分割 技 術 に よ って,ネ ッ トワ ー ク ・

ア ク セ ス ・セ ンタ ーに割 り当 て られ る。

動 力 は,太 陽 光 を電 気 に変 え る シ リコ ン太 陽 電 池 に よ って供 給 され る。 予 備 の

充電 池 は,衛 星 が 地球 の影 を 通 る時,動 力 を供 給 す る。
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地 上 支 援 シス テ ム

衛 星 地 上 支援 装 置 は,衛 星 を 追 跡 し,指 令 す る。 これ らの追 跡,遠 隔 測 定,指

令 地 上局 は,高 周 波 タ ー ミナ ル,処 理 装 置 よ り構成 され て い て,そ れ ぞ れ コ ロラ

ド州 の キ ャ ッスル ・ロ ック,そ して メ リーラ ン ド州 の ク ラー クバ ーグ に あ る。 こ

れ らは,衛 星装 置 か ら遠 隔 測 定 結 果 を受 信 し,各 々の衛 星 の位 置 を追 跡 し,指 令

を送 る。

ク ラ ー クバ ー グ局 の 高周 波 シス テム ・モニターは,す べての 衛 星 通 信 を受 信 し,

ネ ットワーク ・アクセス ・セ ンターと衛 星 の応答 装 置 を併 せ た高 周 波 性 能 を測 定す る。

ク ラ ー クスバ ー グ局 は,SBSの 衛 星 管 理 シス テ ム施 設 で あ る。 そ の様 に,こ れ

は,追 跡,遠 隔測 定,及 び 指 令 シス テ ム の神 経 中 枢 で あ る。 軌 道 位 置 を計 算 し,

高 周 波 システム ・モニ ターか らの 入力 を評 価 し,シ ステ ム管 理 機 能 に よ り適 切 な報

報 に変 更 し,追 跡,遠 隔測 定,及 び 指 令 ステ ー シ ョ ンか らの遠 隔 測 定 結 果 を受 信

し評 価 して,す べ て の衛 星 指 令 を発 信 す る。

結 び

技 術 陣 と管 理 陣 とが 一 体 とな6て,数 年 間,設 計,研 究 を 行 った 結 果,SBSの

類 の無 い商 用通 信 シ ステ ムが,実 用 化 に至 った 。 これ に は,拡 大 す る顧 客 の,幅

広 い応 用 に役 立 っ 高容 量 通 信 サ ー ビス を可能 に す る洗 練 され た 衛 星 と デ ィジタ ル

技 術 が 使 わ れて い る。
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2.通 信 ネ ッ ト ワ ー ク ・サ ー ビ ス

高 速 デ ー タ 通 信 の 概 要

通信 ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビス

通 信 ネ ・ トワ ー ク.・'v"一ービ ス(CN・ ・)cま ・ 地 卿 に 離 れ た 場 所 の 間 で 国 喪 な

交 信 を お こな.う必 要 の あ る 中規 模 及 び 大規 模 組 織 体 に,広 範 な 高 度 サ ー ビス機能

を提 供 す る。 これ に よれ ば1ク ライ ア ン トの構 内 か .SBSの 構 内 にあ るSBSの

地 よ 局 の一 部 で ある,完 全 に結 びつ け られた 制 御 装 置 網 を 通 して 通 信 が 可能 で ある。

い ずれ の 場 合 で も
.,.ユ ーザニ に最 大 の 利益 を与 え るべ く,ネ ッ トワー クは設 計 さ

れ,施 設 が 置 か れ る。CNSの 特 徴 は,ク ラ イ ア ン.トの施 設 と,地 上局 との相 互

接続 に お い てだ け で な く,地 上 回線 との相 互接続 に お い て も柔 軟 性 を持 って い る

と こ ろ にあ る。

CNS計 画 の結 果,ユ ーザ ーは変 更及 び容 量 の 増 大 に対 して柔 軟 性 を もっ信 頼

出 来 る交換,デ ィジタル通 信 システムを通 して,新 しい遠 隔通 信 が 可能 と な る。 重

要 な 特徴 の い くっ か を ・次 に示 す9

● 分 散 した場 所 の 間 で,デ ー タ通 信 パ スが完 全 に結 び つ いて い る。

● 交 換 或 は非 交換 モ ー ドで,2点 聞 及 び1地 点 対 多 地 点 間 ネ ッ トワ ー ク構 成 が 稼

動 す る。

● 現 行 の ア プ リケ ー シ ョンに対 して は便 宜 を 図 り,新 しい高 速 ア プ リケ ー シ ョ ン

の 開発 を可 能 にす る デ ー タ レ ー トレ ンジ。

●SBSが,通 常,提 供 す る ネ ッ トワ ーク管 理 情 報 を使 って,遠 隔 地 通 信 の 利 用

と コ ス トを ク ライ ア ン トが 管 理 す る。

ネ ッ トワ ー クの 容 量 は,ユ ーザ の ア プ リケ ー シ ョ ン及 び 通 信要 求 を 満 た す よ う

に,常 に 再 割 り当 て され る。 これ は,例 え ば,音 声 に 関 す る ピ ーク時 に 使 われ る

容 量 は,デ ー タ,ビ デオ テ レ ビ会 議,電 子 メ ー ル な ど の他 の アプ リケ ー シ ョ ンに,
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ダ イ ナ ミック に再 割 り当て され る と い う こ とで あ る。 同様 に,情 報 の 流 れ の 必要

性 に応 じて,容 量 を,ユ ーザ ーの 施設 問 の特 定 の パ ス(通 信 経 路)に 再割 り当 て

す る こ とが で き る。

通 信要 求 に基 づ い た,容 量 の ダ イナ ミック な再 割 当 て は,従 来 の 地 上 の2点 間

通 信 シス テ ム と比 較 す る と,コ ス ト ・サ ー ビス の面 で 重要 か っ有 利 な 貢献 をす る。

従 来 の シス テ ムで は,通 信 容 量 は,ピ ー ク時以 外 は,十 分 に使 わ れ て いな いか,

全 く,遊 ん で いた 。 更 に,例 えば,西 海岸 地域 の シス テ ム容 量 は,ボ ス トンと ワ

シ ン トンを結 ぶ 地 域 の通 信 要 求 に応 じる為 に は,ほ とん ど,或 は,全 く役 に立 た

な か った 。 これ と対 照 的 に,CNSを 使 え ば,ユ ーザ ーの 衛 星 通 信 の 全 容量 を,

ア プ リケ ー シ ョ ン,場 所,時 間 に関 係 な く,ユ ーザ ーの即 時 の通 信 需 要 に合 わ せ

る こ とが 出来 る。

CNSは,い くっ か の主 要 な.SBS施 設 の 組 み 合 わ せ よ り成 って い る。

● 地 上局 は,相 互 に結 合 され,コ ン トロ ール す る機 能 を も って い る。 地 上局 は,

経 済 的問 題 と運 用 に よ って,ク ラ イ ア ン ト或 は,SBSの 構 内 に設 置 され る。

● ネ ッ トワーク ・コ ン トロール ・セ ンター(NCC)は,正 常 な 運転 を確 保 す る為 に,

す べ て の 地 上局 を集 中 的 に モ ニ タ ーす る。

●衛 星 は,地 上 局 の 間 で,ク ライ ア ン トの トラ フ ィッ クを送 信 す る。

●追 跡,遠 隔 測 定,指 令(TT&C)施 設 は,衛 星 を コ ン トロール しモ ニ タ ーす

る。

これ らの主 要 施 設 の 中 で,CNSの ク ラ イ ア ン トに と って 唯 一 見え る もの は,

地 上局 で あ る。 主要 な コ ンポ ー ネ ン トとは,次 の もので あ る。

衛 星 通 信 制 御 装 置(SCC)

これ は,プ ロ セ ッサ,記 憶 装 置,コ ン トロール ・プ ログラムよ り成 る集 積 化 され

た ハ ー ドウ ェ ア と ソ フ トウ ェアか らな る装 置 で あ る。 これ は,音 声 段 階 の 信号 の

アナログ/デ ィジタル 変 換 と同 時 に,必 須 の 時分 割 多 重 ア クセ ス,需 要 割 り当 て交

換,及 び他 の コ ン トロー ル とプ ロセ ッ シ ング機 能 を果 す。

一111一



時 分割 多重 ア クセ ス(TDMA)バ ー ス ト変復 調 装 置

変調,復 調 及 び それ に付 随 す る機 能 に よ って,タ イ ム シ ェ ア リン グに基 づ く各

衛 星 チ ャネル を通 して,デ ィジタル情 報 の バ ー ス トを 送信 す る こ とが で き る。 これ

らの機 能 は変 復 調 装 置 に よ って 実 行 され る。

高 周 波 タ ー ミナル(RFT)

高 周 波 タ ー ミナル は,高 周 波 信 号 を増 幅 し,変 換 し,TDMAバ ー ス ト変 復 調

装 置 とイ ン タ フ ェース を も って い る。

モ ニ タ ー ・ コ マ ン ドル ー プ

こ れ を 使 っ て,バ ー ジ ニ ア 州,マ ッ ク レ ー ン の ネ ッ トワ ー ク ・コ ン ト ロ ール ・セ ン

タ ー のSBSの 係 員 は,シ ス テ ム 全 体 の 地 上 局 の 装 置 の 状 況 と 運 転 具 合 を 調 べ,

診 断 と 訂 正 コ マ ン ド を 出 す こ と が 出 来 る 。

ポ ー ト ア ダ プ タ ー ・ シ ス テ ム(PAS)

SCCと ク ラ イ ア ン トの 相 互 に 接 続 さ れ て い る 様 々 な 施 設 と の 間 の 両 立 す る イ

ン タ フ ェ ー ス は,PASに よ っ て 提 供 さ れ る 。

次 の 速 度 で の デ ィジ タ ル 通 信 に 対 し て は,交 換,非 交 換 両 ポ ー トが 使 え る 。

2.4kbps4.8kbps9.6kbps

19.2kbps56.Okbps112.Okbps

224.Okbps448.Okbps1,344.Okbps

1,544.Okbps3,088.Okbps

※2個 の1,544.Okbpsは,単 一 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン に,平 行 し て 使 わ れ る 。

高 速 デ ー タ ・ア プ リ ケ ー シ ョ ン

SBSシ ス テ ム は,56kbpsか ら3,088Mbpsま で の デ ー タ 速 度 の,高 速 ア プ

リ ケ ー シ ョ ン に 合 う,専 用 チ ャ ネ ル と 交 換 ネ ッ ト ワ ー ク の 能 力 を 持 っ て い る 。
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特 定 の ア プ リケ ー シ ョンは,ク ラ イ ア ン ト個 々 の要 求 に応 じて,い ろ いろ異 な る。

地 理 的 に離 れ て い る デ ー タ処 理 シス テ ム間 の通信 は,現 在,低 速 度 に 限 られ て

い る。 ユ ーザ ーは,い くっ か の 要 因 に よ る拘 束 を受 け る。;地 上 の通 信 施 設 の幅

の 狭 い帯 域,こ れ らの 地 上 施 設 が 距 離 に依 存 して高 価 格 に な る こ と ,国 内 の多 く

の 場 所 で,そ の様 な施 設 の 使 用 が 制 限 され る こ と。SBSは ,広 帯 域 能 力 と完 全

に各 機 能 が結 び つ け られ て い る こ と に よ って,こ れ らの支 障 を 排 除 して い る。

CNSを 利 用 す る こ とに よ り,地 理 的 に 分散 して い る コ ン ピ ュー タ と周 辺 装 置

を 持 つ 組織 体 は,接 続 され て い る装 置 の 実効 チ ャネ ル速 度 に近 い速 さで ,組 織 全

体 に わ た る通 信 を行 う こと が 出来 る。 過 去 に於 いて は,こ れ は ,同 じ場 所 に あ る

機 械 間 で のみ 可 能 で あ った 。CNSの 広 帯 域 能 力 と完 全 に装 置 を結 合 す る能 力 に

よ って,重 要 な 高 速 デ ー タ通 信 ア プ リケ ー シ ョ ンは以 下 に示 す よ うな こ とを実 現

した;

● 資 源 分割

● デ ー タ ・セ ンタ ーの バ ック ア ップ と復 旧

● 交換 可能 中核 ネ ッ トワ ー ク

● 分 散 処 理

● デ ータ ベ ー ス ・ブ ロ ー ドキ ャス ト

資 源 分割

多数 の アプ リケ ー シ ョン と デ ー タベ ー ス を もとに動 く,い くっ か のデ ータ処 理 施

設 を も って い る組 織 は,し ば しば ユ ーザ ーや企 業 の 多 様 な ニ ーズ に応 ず る為 に こ

れ らの資 源 を ど こに設 置 す る か とい う問題 に 直面 す る。 適切 な通 信 を 使 え ば ,こ

れ らの資 源 を,組 織 体 に と って最 も重 要 な もの を最 も有効 に利 用 で き るよ うに 配

置 で き る。

例 え ば,あ る組織 体 が2つ の 地 域 コン ピュー タ ・セ ンター を もち,各 セ ンタ ーが

ア プ リケ ー シ ョ ン1と2を 動 か し,ア プ リケ ー シ ョン1 ,2を 別 々の プ ラ グ ラ ミ

ン グ要 員 に よ って サ ポ ー トして い る場 合 ,こ の組 織 体 は1つ の セ ンタ ーへ は,ア
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プ リケ ー シ ョ ン1を,他 の セ ンタ ーへ は,ア プ リケ ー シ ョ ン2を 配置 す る こ とが

出来 る。 こ うす る こ と に よ り,そ れ ぞれ の アプ リケ ー シ ョ ンを 支援 す るた め に,

それ ぞれ の場 所 に要 員 を配 置 す る必 要 はな くな る 。 アプ リケー ション1の すべ ての

ユ ーザ ーは,一 方 の セ ン タ ー と結 び つ くこ とに な り)tア プ リケ ー シ ョ ン2の ユ ー

ザ ーは,他 方 に結 びつ く こ とに な る。2つ の セ ンタ ー間 の 高 速 度 衛 星 リ ンクに よ

って,必 要 とされ る ど の よ うな相 互 接 続 も可能 とな る。'

資源 分 割 の第2の 例 は,コ ン ピュー タの処 理 業 務 量 を,オ ーバ ー フ ロー しす ぎ

て い る コ ン ピ ュ_タ か ら,一 時 的 に仕 事 を して い な い コ ン ピュ ー タに移 す 働 きで

あ る.ζ の仕 事量 の 平 均 化 は 減 る段 階 の仕 事 も,全 体 の仕 事 に於 い て も行 わ れ

得 る。 関 連 す る デ 一 夕 ラ ァイ ル もまた必 要 に応 じて,転 送 す る こ とがで き る。
ツ

も う1つ の例 を あ げ る と,中 央 制 御 大容 量 シス テ ム等 の よ うな 共 用 コ ン ピュ ー

タへ の遠 隔 ア クセ ス が可 能 に な る こ とで あ る。

その結 果,資 源 分 割 は,様 々な利 点 を生 み 出 す 。

● 少 な くな い デ ー タ処 理 ス タ ッフの技 能 を有 効 に利 用 出来 る6"

● 個 々の コ ンピュータ ・システムの ピー ク時 の負 荷 を軽 減 す る こ とに よ り,t新 しいt;/

コ ンピュータ ・システ ム,周 辺 装 置,要 員 の設 置 を 先 に 延 ば す こ とが で き るた め ㌧

コス トの 節 約 が 可 能 と な る こと 。

● デ ータ ベ ー ス と ア プ リケ ー シ ョ ンの 適 正 配 置 によ り,全 ユーザ ーが矛 盾 のない最

新 の情 報 を ア クセ スす る こ とが保 証 され る こ と。

CNSに よ って利 用 可 能 とな った幅 広 い通 信 能 力 に よ って,最 も運 用 性 の 高 い

もの を基 に,組 織 体 は,新 しい デ ー タ処 理 シス テ ム を構 築 す る こ とが可 能 となる。

従 来 の 通信 の もつ 制 約 に対 す る懸 念 は,大 幅 に低 減 す る。

デ ー タ ・セ ンタ ー のバ ックア ップ と復 旧

バ ック ア ップ/復 旧 は,デ ー タ処 理 セ ンタ ーの一 部 又 は全 体 の欠 損 に対 して,

ア プ リケ ー シ ョ ン処 理 の 続 行 を維 持 す るた め の処 理 で あ る。 そ の よ うな 欠損 は,

機 能 上 の コ ンポ ー ネ ン トの故 障,自 然 災 害,或 い は,電 力 の中 断 によ って起 こる。
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現在,重 要 な ア プ リケ ー シ ョ ンを バ ッチ モ ー ドで バ ッ クア ップす る為 に,プ ロ

グ ラ ム と デー タ フ ァイル の 現在 使 わ れ て い るバ ー ジ ョンは,定 期 的 に コ ピー され,

物 理 的 に離 れ た場 所 に,送 り出 さな けれ ば な らな い。 この作業 に 付随 す る重 大 な

遅 れ や 輸送 コス トは,CNSを 使 用 す る こ とに よ り,避 け る ことが 出来 る。CN

Sの 広 帯 域 能 力 を,コ ピーを離 れ た安 全 な場 所 に転 送 す る為 に使 う こ とが で きる。

同 じ能 力 は,デ ー タを タ イ ム リー にか っ低 い コス トで 復 旧す るの に 使 う こ と もで

き る。 ま た,情 報 を送 信 す る プ ロセ ス は,物 に頼 る の で は な く,む しろ電 子 工 学

的 に な るので,次 々に 変化 す る デ ー タ フ ァ イル の新 鮮 な バ ー ジ ョ ンを,よ り頻 繁

に送 る ことが 出来 る。

加 え て,適 正 な 計 画 に よ って,物 理 的 に離 れた2つ の データ ・セ ンターは,お 互

い に,バ ック ア ップ す る こ とが 出来 る。 一 方 の デー タ ・セ ンターは,重 要 な プログ

ラムや デー タ フ ァイル の た め に,他 方 を バ ッ クア ッ プ ・デ ータ ・セ ンタ ー と して

使 う こ とが 出来 る。

リア ル タ イ ム に近 い アプ リケ ー シ ョンを支 援 す るた め,CNSは,物 理 的 に離

れているデ ータ ・セ ン ターの 間 で,大 量 の 情 報 を 転 送 す る能 力 を提 供 す る。 これ に

よ って,組 織 体 は,各 々のデ ータ ・セ ンターが,オ ン ライ ン通 信 業 務 に お し)て, 、他

方 のバ ック ア ップ と して機 能 す る様 に,2個 の デ ー タ ベ ー スを 同調 させ る こ とが

可 能 とな る。CNSの 使 用 に よ り,も し,第1の 局 に,障 害 が発 生 した場 合,全

て の 入力通 信 リ ン クを 第1の オ ン ライ ン ・デ ータ ・セ ンタ ーか らバ ッ ク ア ップ ・

デ ー タ ・セ ン タ ーに す み や か にっ けか え る こ とがで き る。

交 換 可 能 中核 ネ ッ トワー ク

デ ー タネ ッ トワ ー ク の設 計 は,一 般 的 に み て,従 来 の 地上 施 設 で 使 われ て い る

低 ス ピー ドの ア ナ ログ と中 ス ピー ドのデ ィジタル回 線 に限 ちれ て い た。 現 在 使 わ れ

て い る56Kbpsは,一 般 に非 交 換 ベ ース で の み使 用 で き る。

マ ルチ ・デ 一 夕 ネ ッ トワ ー ク ー 各 々 の ア プ リケ ー シ ョンや 各 部 門 に1つ の デ

ー タネ ットワー ク ー は ,大 きな組 織 体 に は よ く見 られ る 。 これは コス トが か かる 。
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そ の結 果,多 くの 大 きな 組織 体 は,国 家 的規 模 の階 層 的 中 核 ネ ッ トワ ー クを 設 置

す る戦 略 的 な プ ラ ンを開発 して い る。 主 要 ノ ー ドを結 ぶ た め に,CNSは,衛 星

を 利 用 して,こ の ネ ッ トワ ー クの 長 距 離 部 分 を受 け持 つ。 地 上 施 設 や ロー カ ル ・

ネ ッ トワ ーク は,こ れ らの ノ ー ドで 相 互 に結 び つ け られ る。

CNSに よ って,個 々 の中 核 リンク を,3,088Mbpsま で の デ ー タ速 度 で,設

置 で き る(交 換 の場 合 も非 交 換 の場 合 も)。 交 換 可 能 な リ ンクを使 う と,ネ ッ ト

ワ ー クは,必 要 に応 じて,変 化 す る ア プ リケ ー シ ョ ンや ロ ーカ ル な ニ ー ズ に対処

す る為 に,再 編 成 され得 る。

CNSで 許 され るオ プ シ ョ ンに よ って,デ ー タ通 信 中核 ネ ッ トワ ー クを,ク ラ

イ ア ン トの個 々 の ニ ー ズ に合 わ せ て つ くる こ と も可 能 で あ る。 更 に,以 前 か らあ

る別 々の デ ー タネ ッ トワー ク を,ア プ リケ ー シ ョ ンや サ ブ シ ス テ ムを論 理 的 に統

合 す る こ とな く,物 理 的 に,統 合 す る ことが 出来 る。 これ に よ り,組 織 体 は,ネ

ッ トワー クの 物理 的統 合 に よ る節 約 を達 成 で き,ま た,プ ログ ラ ム開 発 を各 部 門

の 裁 量 に まか す こ とが で きる 。

分 散 処 理

分散 処 理 は,幅 広 い定 義 を 持 って お り,デ ー タ処 理 環 境 が高 度 に散 らば って い

る意 味 か ら,高 度 に集 中 した 意 味 ま で あ る。 重要 な こ とは,分 散 処 理 と は,コ ン

ピ ュー タ資源 を最 も必 要 とす る場 所 に,展 開 す る こ とで あ る。 コ ン ピ ュー タ と通

信 シス テ ムの最 近 の進 歩 に よ って,組 織体 は,自 分 の要 請 に合 わ せ て,デ ー タ処

理 シス テ ムを作 る こ とが,次 第 に多 くな った。 分散 処 理 の2っ の重 要 な 分野 は,

デ ー タの分 散 と デ ー タの 収集 で あ る。

データの分散

コンピュータ ・データの分 散 は,大 き な組 織 体 で は,多 くの形 を と り ・郵 便 か ら・

遠 隔 表 示,或 い は,遠 隔 イ ンプ ッ ト/ア ウ トプ ッ ト(プ リ ンタ ー,テ ー プ,デ ィ

ス ク)ま で含 む 。CNSの 構 築 に よ り,現 在 用 い られ て い る方 法 を押 しの け,効
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率,容 易 性,処 理 の適 時 性 を向 上 させ,そ れ に伴 って,コ ス トが節 約 出来 た り,

コス トが必 要 な くな った りす る。 新 しい シ ス テ ムは ,通 信 の技 術 的 な制 約 よ りは

む しろ,組 織 体 に と って の 価 値 を基準 に,設 計 出来 る 。

デ ー タ の収 集

今 日,多 くの ビ ジネス は,ソ ー ス デ ー タの収 集 の 必 要 性 を認 識 して い る。 感 知

装 置 は,キ ャ シュ レジ ス タ ー,油 井 掘 削 リグ,試 験 実 験 装 置,建 築 の ため の環 境

シス テム な ど に組 み込 まれ て い る。 短 時 間 に,ま と ま った情 報 を送 信 しな けれ ば

な らな い た め,こ れ らは,高 速 デ ー タ通 信 の代 表 的 か つ 潜 在 的 ア プ リケ ー シ ョン

で あ る。

CNSを 利 用 す れ ば,分 散 処 理 の これ らの形 態 の う ちの いず れ か を実 際 に構 築

す る ことが で き る。 ユ ーザ ー側 組織 は,特 別 な ア プ リケ ー シ ョ ンの要 請 を満 た す

よ う,ト ー タ ル ・シス テ ムを 構 成 す る こ とが で き る。

デ ー タ ベ ー ス ・ブ ロ ー ドキ ャス ト

1っ の 場 所 か ら送 られ た 信 号 は,ネ ッ トワー クの 中 の他 の すべ て の地 上局 で 受

信 出 来 るの で,ブ ロ ー ドキ ャス トの ア プ リケ ー シ ョ ンを容 易 に っ くる ことが で き

る。

これ は,集 中型 デ ー タベ ース を持 って い る組織 体 に と って は,重 要 な こ とで あ

り,こ の デ ー タベ ー スの情 報 は,数 か 所 の 地方 の局 の ユ ーザ ーに よ って,読 み 取

りだ け のた め に ア クセ ス さ れ る。CNSは,あ らゆ る質 問 を発 して い る場 所 に,

そ の様 な デ ー タ ベ ース を ひ ん ぱ ん に送 信 す るの を可 能 にす る。 これ によ って,個

々 の分 散 した地 域 デ ー タベ ー ス の更新 が容 易 に な り,中 央 か ら離 れ た 地方 の す べ

て の場 所 で,最 新 の 正 確 な デ ー タを持 つ こ とが 確 か に なる 。

多数 の 場 所 へ の ブ ロー ドキ ャス トは,個 々 の送 信 の 回数 を 大 幅 に減 らす とい う

メ リ ッ トが あ り,実 質 的 に,送 信 とそれ に伴 う コ ン ピ ュー タ処 理 に 必 要 な 時 間

を 減 らす こ とに な る 。
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高 速 度 デ ー ダ ・アプ リケ ー シ ョン の構 築

前 の セ ク シ ョンで 述 べ た実 現 可能 な アプ リケ ー シ ョ ンは多 様 で あ る た め,そ の

構 築 の た め には,異 な った ア プ ロ ーチが必 要 で あ る。 組 織 の必 要 性 と理 念,ア プ

リケ ー シ ョ ンが,バ ッチ 指 向 で あ るか,リ アル タ イ ム指 向で あ るか,既 存 コ ン ピ

ュ_タ.シ ス テ ムが どの よ うに開 発 され て きた か に よ り,CNSデ ータ通 信 ネ ット

ワ ー クを構 築 す るた め の ア プ ロ ーチ と して,い くつ か の異 な る ア プ ローチ が な さ

れ る こ とが望 ま しい。

バ ル クデ ー タ ・ トラ ン ス フ ァー

ユ_ザ_の コ ンピュ_'タ ・セ ンタ;がlCNS地 上 局 の そ ば に あ る時,コ ン ピ ュ

ー タの装 置 は ,イ ンタ フェース ・ユニ ッ ト或 い は,チ ャネル 延 長 シス テ ムを通 して・

直 接 に,地 上 局 にっ な げ るこ とが 出来 る。 チ ャネル 延 長 シス テ ム は,デ ー タ ・セ

ンタ ー ・バ ッ クア ップ や 復 旧 な ど の バ ル ク デ ー タ ・トラ ンス フ ァーをお こな う場

合 に は,最 も理 想 的 で あ る。

チ ャネ ル延 長 シ ス テ ム は,マ イクロプロセ ッサ ー ・ベース の装 置 で,送 信 側 コ ン

ピュータ装 置 か らデ ータを受 け 取 って,衛 星 に通 信 す る為 に,衛 星 で 有 効 な プ ロ ト

コル へ,信 号 を 変 換 す る。 通 信 に エ ラ ーが 起 こ らな いよ う にす る為 に,送 信 中 の

デ ータ は,相 手 側 で,受 信 され確 認 され るまで,送 信 局 で バ ッフ ァ リン グされ る。

チ ャネル 延長 シス テ ム は コ ン ピュータと,デ ィスク ・システ ムや テープ ・ドライバ

の様 な コ ン ピュ ー タ周 辺 装 置 の 間 で,遠 隔通 信 をす るの に 使 え る。 コ ン ピュ ー タ

の プ ロ グ ラ ミングは,ほ とん ど或 いは全 く必要 な い 。56Kbpsか ら3,088Mbps

或 いは それ 以 上 の 処 理 速 度 が サ ポ ー トされ る。

ロー カル 及 び リー ジ ョナ ル ・ネ ッ トワー ク との 結 合

デ ータ通信 が必 要 と され る距 離,通 信 され る デ ー タの量 に よ って,最 も有効 と

され る広帯 域 通 信 技 術 は い ろ い ろ異 な る と考 え られ る。 衛 星 通 信 は,長 距 離 に最
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も適 して い るが,他 の 技術 は,も っ と短 い距 離 に適 して い る。

い くっか の 組 織 体 は,負 荷 の 平 均 化.資 源 分 散,他 の ア プ リケ ー シ ョ ンの為 に,

建 物 や キ ャ ンパ ス 内 に分 散 した コ ン ピ ュー タ装 置 を結 びつ け るた め の ロ ー カ ル広

帯 域 ネ ッ トワー ク(し ば しば 同 軸 ケ ー ブル)を 構 築 して い る。 同様 に,オ フィス ・

オ ー トメ ー シ ョ ンを使 う人 は,ワ ー ドプ ロセ ッ シ ングや 他 の オ フ ィス装 置 を 地 域

内 で 相 互 に結 合 す る た め に,ロ ー カル広 帯域 ネ ッ トワ ークを 検 討 して い る。 ロ ー

カ ル及 び リー ジ ョナ ル ・ネ ッ トワ ー ク と も,商 業 的 に様 々 な商 品 が 可 能 で あ る。

ロ ーカ ル及 び リ・一 ジ ョナル 広 帯 域 ネ ジ トワー クを,適 当 な ア ダプ タ ーを使 用 し

て,CNSが 提 供 す る長距 離 通 信 機 能 に相 互 的 に結 びつ け る こ とが 出来 る。 図1

は,CNSネ ッ トワー クの 一 部 で あ る同 軸 ケー ブル ・ローカル ・ネ ッ、トワークを使 用

す るマルチ ・コ ンピュータ群 の 一 例 を示 した 。 図2は,CNSを 介 して相 互 に結 び

「rape
.C

tproccssor
●printer

図1CNSと ロ ー カ ル ・ ネ ッ ト ワ ー ク の 接 続
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図2:CNSで 相 互 に接 続 され た ロー カ ル ・ネ ッ トワ ー ク

つ い て い る い くっ か の ロ ーカ ル ・ネ ッ トワー ク を示 して い る 。

SBSシ ス テ ム と相 互 に結 合 す る ことの 出 来 る広 帯 域 装 置 に は次 の様 な もの が

あ る。

● マ イ ク ロウ ェー ブ ・シ ス テ ム

● 自動 車 電 話 の様 な セ ル通 信 、 ・

●CATV

SBSは,様 々な 環 境 で の稼 動 状 態 を よ りよ く認 識 す る為 に,ロ ーカ ル及 び リ

_ジ ョナ ル ・ネ ッ トワ ー ク技 術 を含 め た多 くの 実 験 を行 って き た。

コンピュータ ・ヴ ェンダ ー ・ネ ッ トワークのアーキテクチ ャー

大部 分 の従 来 の デ ー タ通 信 ネ ッ トワ ー クは,地 上 通 信 リ ンクに基 礎 をお いて い
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る。 それ に 伴 って,通 信 ソ フ トウ ェア のパ ラメ ー タ とオ プ シ ョンと して,地 上 で

見 受 け られ る伝 播 の遅 れ や エ ラ ーの特 性 を考 慮 に 入 れ な けれ ば な らな い 。

ネ ッ トワー クで,衛 星 リ ンクを最 適 に利 用 しよ うとす る と,衛 星 通 信 特 有 の 特

徴 を理 解 す る必 要 が あ る。衛 星 を使 う と,2つ の ノ ーtド間 の伝 播 の遅 れ は,よ り

大 き くな るが,高 帯 域 を使 うた め,同 等 の地 上 リ ンク よ り もよ りよ い エ ラ ー特 性

が得 られ る。 ま た,衛 星通 信 で は,一 般 に,デ ー タ送 信 源 か ら受 信 先 まで の 中継

点 の数 が減 少 す る。

どん な遠 隔 通 信 シス テ ムで も,送 信 源 と受 信 先 の間 の情 報 の流 れ の遅 れ は,2

点 間 の パ ス の 長 さや,パ スの 通 信 速度,デ ー ダやACKが 通 るパ ス上 にあ る中継

点 の数 に影 響 され る。'

衛 星 リン クを使 った時,長 距 離 通信 パ スに伴 う大 きな遅れ は,一 般 に,中 継 点

の個 数 を減 じ るパ ラ メ ー タの 設定 に よっ て補 償 され る。

数 多 くの 研 究 や 実 験,稼 動 実 験 を通 して,実 質 的 な 知識 は,開 発 され,コ ン ピ

ュ ータ ・ヴ ェ ンダ ー ・ネ ッ トワ ー クの ア ーキ テ グ チ ャー を使 った ネ ッ トワー クを

計画 した り講 棄 した りす る人 々雌 立 ・て・い る・

大 部 分 の ア プ リケ ご シ ョ ンに と って,地 上環 境 で 考 え た ネ ッ・トワ ー ク,のパ ラメ

ー タや オ プ シ ョ ンは ,衛 星 環 境 で も,良 い性 能 を 発 揮 す る はず で あ る。 い くっ か

の小 さ な変 更 は,パ ラ メ ー タや オ プ シ ョンの選 択 に於 いて必 要 とな る こ ともあ る。

イ ンタ フ ェー ス の 支 援

SBSは,2.4Kbpsか ら3,088Mbpsま で の す べ て の デ ー タ 速 度 に 於 い て,E

IA449/422の イ ン タ フ ェ ー ス を 使 用 す る 。SBSは,ま た,EIARS-232-C,

CCITTV.35やWECO306を 含 む,他 の 一 般 め イ ン タ フ ェ ー ス を サ ポ ー トす

る ア ダ プ タ ー を,SBSTariffFCCNα2で 規 定 さ れ て い る 様 に 提 供 す る 。

こ れ ら の 付 加 的 な イ ン タ フ ェ ー ス を 支 援 す る ア ダ プ タ ー は,非 交 換 ポ ー トで

使 う か,交 換 ポ ー トで 使 う か に よ っ て,Selector300と 呼 ば れ た り,Selector
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500と 呼 ば れ た りす る。 図3は,ロ ー カ ル と遠 隔 地 の 両 方 の 構 成 の例 を示 す 。

※ これ らの ア ダプ タ ーは,1982年 現 在,使 用 可 能 で あ る。
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図3:イ ン タ フ ェ ー ス 構 成

ま と め

CNSの 重 要 な 利 点 の 中で,ユ ーザ ーは,以 前 は,技 術 的 ・経 済 的 な 理 由 で不

可 能 で あ った デ ー タ処 理 に,新 しい,革 新 的 な ア プ ロ ーチ をす る こ とが 出来 る。

CNSを 利 用 す れ ば,デ ー タ リ ンクの コ ス トは,距 離 に よ って,左 右 され な くな

るの で,長 距離 通 信 を 最 小 限 に しな けれ ば な らな い と い うプ レ ッ シ ャー は無 くな

る。'

高 速 度 デ ー タ通 信 の ア プ リケ ー シ ョ ンの為 に,CNSを 利 用 す る と,組 織 体 に
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と って,次 の様 な 利 益 が期 待 で き る 。

●情 報 を高 速 度 で 広 め る。

●余 分 の フ ァイ ル を使 った デ ー タ保 全 。

● コ ン ピュ ー タ資 源 を最 大 限 に 活 用 す る。

●簡 単 な統 合 化 され た デ ー タ中 核 ネ ッ トワ ーク を通 して,管 理 を 改 善 し,コ ス ト

を ひ き さザ る。

CNSは,デ ータ処 理 環 境 と して,1980年 代 の重要 な テ ク ノ ロ ジ ーで あ る。 こ

れ に よ れ ば,以 前 は,高 速 データ ・アプ リケーシ ョンの 開 発 を阻 害 して い た制約 の

多 くを と り除 くこと が出 来 る。

一123一



3.経 営 者 用 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン

ー ベ ン ダ ー の 視 点

INFO'83講 演 資 料

ノペー バ ラ ・バ ブ コ ッ ク

DataGeneral'Corp.

今 日は。本 日 この席 で お話 で き る こ とを喜 ん で い ま す 。 ま た,お 招 き いた だ い

た イ ブ リン ↓ウ イ ル クさ ん とア ー サ ー ・ア ン ダ ー ソ ンさん に もお礼 を 申 しあ げ ま

す 。

この ニ ュー ヨー クに飛 行機 で到 着 した の は 昨夜 の こ とで す 。 旅 行 が 多 い人間 に

は よ くあ る ことで す が,今 朝 は電 話 の 聞 きな れ な い声 で 目 を覚 ま しま した 。 しば

ら くの間 は,自 分 が ど こ に い るの か さ っぱ りわ か らな い有 様 で した。 私 は ポ ー タ

ブル の コ ン ピュー タを も って い ませ ん。 それ が あれ ば,快 活 な合 成 音 で こん な ふ

うに噂 って くれ た は ず で す 。 「起 きて下 さ い 。午 前7時 で す。 こ こは ニ ュ ー ヨー

・クで す。INFO'83が 開 く時 間 は ×××時で,あ な た は ×××時 か ら経 営 者 用 ワ ー

クステ ー シ ョ ンに っ い て ス ピーチ をす る予定 に な って い ます 。 そ れ か ら,夕 方 の

5時 半 まで に は飛 行 場 に着 いて × × × シ ャ トル便 で ボ ス トンへ帰 るの で す 。 明 日

の朝7時 に お約 束 が あ る こ とを 忘 れ な いで 下 さ い。 帰 宅 が あ ま り遅 過 ぎ な い よ う

に。」

なぜ この装 置 を,私 が ブ リーフケ ースに しの ば せ て い な いか 。有 力 な オ フ ィス ・

システ ム の ベ ン ダ ー と い うハ イテ ク分 野 で働 い て い る この私 が で す 。 その 理 由 は,

つ ま り こ うい う こ とで す 。 現在 の 技 術 で は,合 理 的 な考 え を も った 人 間 が 支払 い

に応 ず るよ うな価 格 で は この よ うな装 置 はつ くれ な い の です 。

知 能 が あ って 物 を言 う ポー タ ブル ・コ ン ピュ ー タが,将 来 の 経 営者 用 ワー クス
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テ ー シ ョ ンの機 能 の 一部 に な る こ とは,当 然 考 え られ ます が,メ ー カ ー側 が往 々

に して 浸 りが ち な あ の未 来 の夢 物 語 を す るつ も りは,今 日の 私 には あ り ませ ん 。

私 が 求 め られ て い る演 題 は,経 営 者 用 ワ ー クス テ ー シ ョン ・ベ ンダ ーの視 点 と い

う こ とで す 。 す な わ ち,デ ー タ ・ジェネ ラル社 の視 点 とい うことにな ります。 そ こ

で,経 営 者 用 ワ ー クス テ ー シ ョ ンに 対 す るユ ーザ ー側 の要 件 に,現 在 の 技 術 が ど

れ だ け挑 戦 して,こ れ に答 え られ るか に話 の焦 点 を絞 って み た い と考 え ます 。

会 場 に出 席 され て い る皆 さ まは す べ て コ ン ピュー タの使 用 経 験 が お あ りの もの

と仮 定 させ て いた だ き ま す。 た とえ ば,デ ー タ入 力,ワ ー プ ロ,ス プ レッ ドシ ー

ト,オ ン ライ ンの照 会,電 子 メ ール,銀 行,ゲ ー ム,ま た は手 で 持 つ 電 卓 だ って

か ま い ませ ん 。 私 た ち の 生 活 の な か の1つ の重 要 部 分 と して の コ ン ピ ュー タ技 術

と い う考 え 方,こ れ は もは や決 して奇 怪 な もので も恐 ろ しい もの で もあ りません。

「も し も」 コ ンピュ ー タが使 え た ら,で はな くて,「 どん なふ う に 」 コ ン ピ ュ ー

タを う ま く使 うか,と い う時代 に 私 た ちは 足 をふみ 入 れ てい ま す 。

ワ ー ク ス テ ー シ ョンは,こ の 「どん なふ うに」 の1つ の鍵 とな ります 。 な ぜ な

ら,個 人 個 人 が エ レク トロニ ク ス ・オ フ ィス とい う もの に描 くイ メ ー ジを 提 供 す

るの は,ほ か な らぬ この ワ ー クス テ ー シ ョ ンだか らです 。経 営 者 用 ワー ク ス テ ー

シ ョ ンを 論 ず る こ とは,ど の よ うな 自動 化 オ フ ィス機 能 を経 営 の トップ層 が 必 要

と して 望 ん で い るか,そ れ か ら,こ の さ ま ざま な機 能 を経 営層 の 使 用 に供 す るに

は ワ ー ク ス テ ー シ ョンを ど の よ うな パ ッケ ー ジにす べ きか,こ れ を 論 ず る こ と に

ほ か な り ませ ん 。

した が って,ま ず オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンと い う一般 概 念 を 確 か め な が ら,

次 に ワ ー ク ス テ ー シ ョンを経 営 者 に お と ど けす る具 体 的 な方 法 な ど にっ いて,説

明 して い き た い と思 い ます 。

最 初 に 定義 か ら入 りま す。 オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョツ ーOA－ を 私 は次

の よ うに定 義 した い と考 え ま す。 「仕 事 の パ フ ォ ーマ ンスを 向 上 させ る た め に オ

フ ィス の機 能 に技 術 を応 用 す る こ と。」 次 に,こ の定 義 の鍵 とな る各 要 素 を検 討

して み ま しょ う。
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まず,「 仕 事 のパ フ ォ ーマ ンスの 向 上 」 で す 。OAは それ 自体 が 目的 で は あ り

ませ ん 。 そ うで な くと もい ろん な もの で混 み 合 って い る デ ス クの 上 に また も う1

つ の物 を の っけ る,た だ それ だ けの 満 足 の た め に 企 業 が 数 千 ドル か ら数 百 万 ドル

の お金 を使 うわ け が あ り ませ ん。OAと は,仕 事 の 目的 に顕 著 な寄 与 を す るた め

の一 つ の手 段 で す 。 目的 は さ まざ まで,収 入 の 増 大,コ ス トの 節減,利 益 の 増 加,

サ ー ビス の質 の 向上,競 争 力 に差 をっ け る等 で,ま だ この ほか に もあ る と思 い ま

す 。

経 営 者 用 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ンの定 義 に あた って は,機 械 の仕 掛 けの ほ うに あ ま

りに気 を と られ て,仕 事 の 目的 が不 明確 にな らな い よ うにす る注意 が必 要 とな り

ます。

第2は,「 オ フ ィスの 機 能 」で す。 オ フ ィス に 技 術 を効 果 的 に応 用 す る場 合,

仕 事 のパ フ ォー マ ンス に最 大 の影響 を与 え る の は どの よ うな オ フ ィス機 能 で あ る

か を突 き と め る こ とが大 切 とな ります 。

オ フ ィス 内で 起 こ る こ と は何 か 。そ れ は,人 間 と人 間 の 間 の情 報 の 移動 を取 り

扱 うプ ロセ スで す 。 オ フ ィスの社 員 が仕 事 で 使 う時 間 の半 分以 上 は,情 報 の 作 成

とそ の移 動 に関 連 して い ま す。 言 葉 を換 えれ ば,オ フ ィス ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ン

とな ります 。

己 れ に関 係 す るの は,す べ て の レベ ルの社 員 で す 。 秘 書,専 門 職,管 理 者,経

営 者 す べ て で す。 しか し,こ の 人 た ち の特 定 の 仕 事 内容 と関 心 事 は それ ぞれ 違 っ

て い ます。 た とえ ば,秘 書 の 場 合 は,そ の時 間 の大 部 分 を文 書 作 成,生 産 と管 理

業 務 の補 佐 事務 に 使 って い る と して も,驚 くには値 い しません。 これ は,オ フ ィス

・コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 基 本 とな る活 動 です 。

しか し,さ ら に興 味 が あ る こ とは,管 理 者 や経 営 者 の 時間 の使 用 に関 す る統 計

です 。個 々の調 査 機 関 の調 査 で は,コ ミュニ ケ ー シ ョ ンに使 われ た時 間,す な わ

ち,会 議,郵 便 物 に 目 を通 す,電 話 に出 る,出 張 す る等 は,企 業 に よ って大 幅 に

変 動 が あ る もの の,い くっ か の調 査 を ま とめ る と,コ ミュニ ケ ー シ ョンに使 わ れ

た時 間 はす べ て の 場 合 にお い て全 体 の60%を 越 して い る,と い う結 果 が得 られ ま
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す 。 これ は オ フ ィス が1っ の コ ミュニ ケ ー シ ョ ン体系 で あ る とい う考 え方 を裏 打

ち して い ます 。

こ の オ フ ィス内 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ン体 系 の うち で管 理者 お よ び経 営者 の構 成

部 分 を 形 成 す る特 定 の活 動 と い う もの は,次 の3つ の カテ ゴ リーに分 離 が可 能 で

す 。 す な わ ち,個 人 間 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ン,個 人 の 自動 化,お よ び意 思 決 定 の

サ ポ ー トで す 。

個 人 間 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンと は,時 間 的 余裕 を も って 人 々 の間 に情 報 を伝 達

す る と い うこ とで す 。 個 人 間 の 接 触 を な くす こ とは で きな い し,ま た これ を な く

す ことがあ って はな りませんが,従 来 は面 と向 か って ま た は 電話 タ グ な どで行 わ れ

て い た個 人 間 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 多 くを,自 動 化 に よ って,適 時 性 と効 率 を

更 に 向上 させ な が ら行 う こ とが 可能 とな りま す。 これ に含 まれ る の は,簡 単 な質

問 と応 答,会 議 予 定 、電 話 メ ッセ ー ジの 取 り扱 い等 で す 。

た と え ば,私 事 に わ た って恐 縮 で す が,デ ー タ ・ジ ェネ ラル社 の 年 次 の 予算 査

定 作 業 で は,私 は新 しい製 品 予測 を わ が社 の欧 州,オ ー ス トラ リア,北 米 の各 営

業 機 構 か ら収 集 して,調 査 研 究 の優 先 順 位 設 定 の 参 考 に して い ます 。 わ が社 のC

EO電 子 メ ール ・シ ステ ム を使 うと,こ のプ ロセ スは きわ めて 単 純 化 され ま す。 知

りた い明細 を 記 述 した短 い メ ッセ ー ジを作 成 して,こ れ を送 ります。 す る と2日

以 内 に も う返 事 が と ど き ます 。

電 話 を使 わ な けれ ば な らな い とす る と,欧 州 と接 続 す るに は時 間帯 が か な り限

られ て き ま す 。 オ ー ス トラ リア と は時 間 が ま った く逆 に な り ます。 ま た従 来 の 郵

便 で は遅 す ぎ ま す 。TWX/TELEXで は,こ の種 の情 報 に求 め られ る守 秘 性 が 保

て ませ ん 。

個 人 の 自動 化 は 、専 門 的 な立 場 に あ る経 営 者 に と って固 有 な個 人 的価 値 を もっ

情 報 の 作 成 と加 工 が,そ の中心 とな ります。 この種 の 情 報 はす べ て 個 人 的 な フ ァイ

ル ・シス テ ム の中 に 入れ て お か れ る とよ いで し ょ う。 た とえ ば ,個 人 用 控 え フ ァ

イル また は 備 忘 フ ァイ ルで,リ ス トを あ げ る と,関 係 先 の名 前 と住 所,最 終 案 ま

で の思 考 過 程 を再 生 す るた め に必 要 な 提 案 草 稿類,形 式 的 な推 薦 状,配 偶 者 名,
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誕 生 日,訓 練 歴 な どの社 員 の個 人 的 情 報 等 で す。

個 人 的 な話 を す る と,私 に と って個 人 的 デ ー タベ ー ス の も っと も価 値 の あ る用

法 は,社 員 の仕 事 の実 績 に関 す る ノ ー トを,発 生事 象 フ ァイル に保 管 して お くこ

とで す 。 い い意 味 で も否 定 的意 味 で も,な に か 目に っ く出来 事 が 起 きた ら,私 は

フ ァイ ルの中 に それ を書 き入 れ て お きま す 。 後 に 正式 の査 定 を す る場 合 に,こ れ

らの ノー トを参 考 に して いま す 。

この種 類 の情 報 はす べ て個 人 的 な性 格 の もの で す が,同 僚,部 下,上 司 との効

果 的 な コ ミュニ ケ ー シ ョンに は 基 本 とな る もの で す。

最 後 に,意 思 決 定 サ ポ ー トは,企 業 情 報 と 一般 情 報 に ア クセ ス して,企 業 の意

思決 定 の適 時 性 と質 を 向上 させ る こ とで す 。 情 報 は さ ま ざ まな場 所 に あ り,分 散,

集 中 化 の さま ざ ま な コ ン ピュ ータ上 に あ りま す。 経 営 者 は,こ の情 報 に 使 用 可 能

な形 で ア クセ ス し,こ れ を加 工 す る こ とがで き な けれ ばな り ませ ん 。

例 を あげ る と,予 算 案 を 作成 す る場 合,売 上実 績,パ ー セ ン ト,比 率,成 長 率

等 は,す べ て翌 年 の要 求額 査 定 の基 礎値 とな りま す。 そ して,こ の 同 じ情 報 がす

べ て の管 理 者 や経 営 層 に対 して 同 等 の 価値 を も って い て,企 業 全 体 を通 じて首 尾

一貫 して い な けれ ば な りませ ん 。 こ の デー タ は ,た とえ分 散 され て い て も確 実 な

管 理 が必 要 で あ り,そ の上 で 経 営 者 の使 用 を 実 際 的 な もの に す る使 い易 い 道具 が

必要 とな って き ます 。

経 営者 機 能 のこの3っ の タイプは,お の お の独 立 して い る よ うに考 え られ ます が,

その 活 動結 果 を他 の分 野 で も使 う と い う必 要 性 に よ って,す べ て 関連 しています。

た と えば,前 に述 べ た よ うな発 生 事 象 フ ァイル に 入れ て あ る個 人 用 の ノー トを私

は正 式 の 検 討 に使 い,社 員 に郵 送 した り電 子 メ ール で送 った り します 。 今 ま で の

予 算 案 や 企業 フ ァイル か らの 情 報 は,翌 年 の 予 算 案 の ま とめ に使 う こ とが で きま

す。 案 の ほ うは個 人 フ ァイ ル に しま って お いて,最 終 決 定事 項 の ほ うを 配 布 しま

す 。 また,誕 生 日の個 人 ノー トを参 照 して,部 下 に エ レク トロニ ク スの 誕 生 祝 い

を送 った り しま す 。 、

オ フ ィス を1っ の プ ロ セ ス と して 認 識 し,オ フ ィス の諸 機 態 を体 系 的 に結 合 し
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て い く上 で の 絶 対 的必 要 条 件 に よ って 導 か れ るの は,オ フ ィス 自動 化 定義 の最 後

の要 素,つ ま り技 術 の 応 用 で す 。,

「技 術 の応 用 」 とい うこ と を理 解 す るた め に,従 来,技 術 が ど の よ うに応 用 さ

れ て きた か を調 べ てみ る こ とに しま す。 対 象 は デ ー タ処 理 す な わ ちDPで す。

DPと は高 度 に構 造 的 で 作 業 指 向 の もの です 。DPが 技 術 を応 用 す るの は,基

本 的 に は ル ーテ ィン化 して い る反復 作業 を促 進 す るた め で す 。 しか し,技 術 が新

し く複 雑 だ った た め に,製 品 の 実 現 に あた って は技術 へ の適 応 度 に重 点 が お か れ、

ま した 。 これ に よ り,特 別 に訓 練 され た要 員 とい う もの が必 要 とな り,こ の人 た

ち が 特 定 の製 品 の実 行 に適 合 しな けれ ば な らな か った わ けで す 。

技 術 と い うも の に追 い立 て られ て い たの で,.技 術 的 進 歩 の 結 果,そ して デ ー タ

処 理 専 門 家 に要 求 され て い た 再 調 整 と再 訓 練 の結 果 が,新 しい デ ー タ処 理 の応 用

業 務 と な って いま した。

技 術 を オ フ ィスに応 用す る と い うこ と は,こ れ どは ま った く違 い ま す。 応 用 は

ユ ー ザ ー側 に左右 され る もの で,ユ ーザー の ニ ーズが そ の 中 心 とな り,こ の こと

を 認 識 す る と,オ フ ィス の作 業 はDPの 場 合 とは異 な り,特 別 な予 測 不 能 で 構 造,

化 され て いな い性 格 の もの とな ります 。

ユ ーザ ー と い うもの,特 に 経 営 層 ユ ーザ ー は,複 雑 な 道 具 を使 う訓 練 の た め に

時 間 を さ きた が り ませ ん。 オ フ ィス機 能 へ の技 術 の応 用 は,ユ ーザ ーに適 応 しな

けれ ば な りませ ん 。 これ は,訓 練 を ま った く必 要 と しな い と い う限 界 に まで推 進

され る ことが必 要 と私 は考 え て い ま す。

これ は可 能 で あ り,ま た 実 際 的 で もあ ります 。 そ の理 由 は,基 礎 とな って い る

技 術,す なわ ちDP,デ ー タ の記 憶,音 声/デ ー タ/テ キ ス ト通 信,図 形,対 話

式 ソ フ トウ ェア,画 像 等 は,す べ て新 しい もので は な い か らで す 。 む しろ挑 戦 し

な けれ ば な らな い点 は,こ れ らの各 技 術 のパ ッケ ー ジ化 に あ り,こ れ に よ って ユ

ー ザ ー ,特 に経 営 層 の ユ ー ザ ーが そ の製 品 の採 用 を 決 め,積 極 的 な 価 値 を これ に

認 め,自 動 化 の 意 思 決 定 の 動 機 とな るよ うな もので な け れ ば な らな いの で す 。

こ こで,パ ッケ ー ジと して の経 営 者 用 ワ ー クス テ ー シ ョ ンの 役割 に戻 る こ と に
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しま す。 これ は,自 動 化 オ フ ィス ・システ ム に対 す る経 営者 の窓 とな る ものです。

経 営 者 用 ワ ーク ス テ ー シ ョンと は,い った い何 を意 味 す る もの で しょ うか 。

経 営 者 層 オ フ ィス機 能 と言 う場 合,そ こで 網 羅 され る の は広範 囲 な活 動 分 野 で

した。 「経 営者 の 仕 事 内 容 は お お よ そこん な もの さ」 と言 うの は簡 単 で す 。 しか

し,経 営 者 の 活 動 内 容,さ らに は特 定業 界 や 特 定企 業 の機 能 上 の必 要 条 件 を一 般

化 す る とな る と,そ こ に は に わか に困 難 さが 生 じて きま す 。 これ を個 人 レ ベ ル で

行 う とな る と不 可 能 と言 うほか あ りませ ん 。

た とえ ば,こ こ に エ ドソ ン ・デ カス トロ氏 用 の,こ の 方 は デ ータ ・ジェ ネ ラ ル

の社 長 で す が,こ の 人 の 必要 度 に合 わせ て特 に設 計 した ワー クス テ ー シ ョ ンが あ

る と しますbこ れ が デ ビ ッ ド・チ ャ ップ マ ン氏,こ の 方 は私 の上 司 で,デ ー タ ・

ジ ェネ ラル の 工学 担 当 副 社 長 で す が,こ の人 を満 足 させ る とは とて も思 えません。

デ ータ ・ジ 三ネ ラル の そ の ほか の 役 員 全員,コ ン ピ ュ ー タ会 社 の役 員全 部,世 の

中 の役 員 全部 な ど と い うこ と も言 うまで もあ りま せ ん。

また別 の極 端 な 例 を 考 え て,あ らゆ る状 況 に お け るあ らゆ る役 員 用 の ス ーパ ー

セ ッ トと して 設 計 され た ワ ー クステ ー シ ョ ンが あ る と します 。 これ は,あ ま りに

複雑,あ ま りに大 型,そ して 間違 い な くあま りに 高 価 で,だ れ の ニ ー ズ も満 足 さ

せ る こ とはで ぎ な い と い う結 果 に お ち い るで し ょ う。

結 論 を言 う と,経 営 者 用 ワ ーク ス テ ー シ ョンと い うよ うな もの は な い とい うこ

とです 。 しか し,一 定 範 囲 の オ プ シ ョ ンを備 え,ワ ー クス テ ー シ ョ ンの応 用業 務

を個 人 個 人 の経 営 者 の 特 殊 な ニ ー ズ に合 うよ うに個 性 化 す る ソ フ トウ ェ アを備 え

た一 定 範 囲 の ワ ー ク ス テ ー シ ョン とい うもの は な け れ ば な りませ ん 。

この よ う に考 え る と,完 全 な柔 軟 性 とい うこ とが,経 営 者 用 ワー ク ス テ ー シ ョ

ンの設 計 の基 本 態 度 とな りま す 。現 実 に は これ は 推 定 とな りま す。 しか し,推 定

で もきわ めて 近 い線 に 達 す る こ とは 可能 です 。 そ れ に は ど うす れ ば よ い かが 次 の

問 題 で す。

まず,ワ ー ク ス テ ー シ ョンの完 壁 な世 界 を,最 低 限 の 機 能 か ら最 大 の機 能 に 及

ぶ1つ の連 続 体 と して考 え ま す。 ユ ーザ ー は この連 続 体 か ら 、文 字 通 りどの 点 で
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も選 ぶ こ とが で き ると します 。 この ワ ー ク ス テ ー シ ョ ンの各 建 築 ブ ロ ッ ク と して

の連 続 体 の 上 で重 要 な点 を い くっ か知 能 的 に選 択 し,こ れ らの建 築 ブ ロ ッ クの各

々の 間 に互 換 性 を保 証 し,さ らに,こ れ らの点 の 間 に あ る点 の大 半 を埋 め るオ プ

シ ョ ンを 用 意 す る こ とによ って,上 記 の 推 定 に よ る近 似値 が達 成 で き る の です 。

この経 営 者 用 ワ ー クス テ ー シ ョ ン連 続 体 の上 で,私 は3っ の重 要 な 「点 」 を,

主 と して 使 用 法 に基 づ いて 提 案 した い と思 い ます 。 最 小 使 用,通 常 使 用,高 頻 度

使 用 で す 。

最 小 使 用 の ワ ーク ス テー シ ョ ンは,ス タ ッ フへの 依 存 の放 棄 ま た は新 しい道 具

の使 い方 の 習 得 に つ いて,関 心 が な い経 営 者 用 に設 計 され る もの で す 。 しか し,

この経 営 者 は,オ フ ィス ・シス テ ム に そ の本 来 の 目的 を達 成 させ る に はで き る だ

け の影 響 力 を 発 揮 す る心 構 え が あ り ます 。 この こと は,こ の 人 が少 な く と もカ レ

ン ダ ー管 理,短 い メ ッセ ー ジ,電 子 メ ー ル の よ うな 個 人 間 コ'ミュニ ケ ー シ ョン機

能 の い くつ か を使 わ なけ れ ば な らな い こ と を意 味 して いま す。 彼 の秘 書 や 管 理 ス

タ ッフは,大 部 分 の 個 人 自動 化機 能 と意 思 決 定 サ ポ ー ト機 能 を果 し続 け ます 。

この経 営 者 の 場 合,ワ ー ク ス テ ー シ ョ ンを使 うの は1日 に わず か 数 分 間 で す が,

装 置 の外 観 と使 い易 さに は 非常 に神 経 質 で す 。 小型 で趣 味 の良 い設 計 で な けれ ば

な りま せ ん 。 ノ ンイ ンテ リジェ ン トで ローカル ・ス トレー ジを持 ち ませ ん が,電 話

は組 込 み式 に な って いま す。 キ ーボ ー ドが 目立 って は な りませ ん 。 この ワー ク ス

テ ー シ ョンは,オ フ ィス の ネ ッ トワ ー ク に直 接 接 続 され て い て,オ プ シ ョ ンに よ

って た く さん の 強 力 な適 用 業 務 を随 時 使 え る よ うに な って い ます 。

「通 常 使 用 」の経 営者 は,個 人 間 コ ミュニ ケ ー シ ョンを通 り越 して,特 定 の単

純 な個 人 自動 化 と意 思決 定 サ ポ ー トを した い と思 って います 。 こ の分 野 の さま ざ

ま な道 具 の 全 部 で は荷 が勝 ち す ぎ る こ と に な ります が,カ ラーや 図 形 の よ うな い

くっか の オ プ シ ョ ンを使 え る よ うに して,こ の経 営者 が選 んだ 意 思 決 定 サ ポー ト

機 能 の 質 と使 用効 率 を高 め る こ とが で き るで し ょう。

この経 営 者 が1日 に ワー クス テ ー シ ョ ンを使 うの は1時 間 ほ どで す 。 この 程 度

で あれ ば,局 地 的 な知 能 機 能 と記 憶 域 は ま だ必 要 あ り ません 。 オ フ ィスの ネ ッ ト
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ワ ー ク以外 で稼 動 で き るほ ど 「知 能 的 」で な い に して も,こ の ワー クス テ ー シ ョ

ンは,カ ラ ー と図 形 の 性能 要 件 を取 り扱 え る程 度 に は スマ ー トで な け れ ば な りま

せ ん 。

次 は 「高頻 度 」 ユ ー ザ ーで す 。 この経 営者 は,オ フ ィス 自動 化 の付 加 価 値 を,

組 織 と自分 個 人 に全 面 的 に採 用 しま す 。 この経 営 者 は,基 本 的 な個 人 間 コ ミュ ニ

ケ ー シ ョ ンに加 えて,個 人 自動 化 と意 思 決 定 サ ポ ー トの 広範 な道 具 に ア クセ ス し

た い と考 え て い ま す。 この こ とは,MS-DOS,CP/M,ま た はUNIXの よ う な

産 業 標 準 環 境 を 用意 す るた め に局 地 記 憶 域 と知 能 機 能 の両 方 が 必要 とな る こ と を

意 味 して い ます 。 しか し,オ フ ィス の ネ ッ トワ ー クに通 信 機 能 を統 合 す る こと も

絶 対 必要 に な りま す。 表 示 図形,ス ラ イ ド製 作,OCR,画 像,音 声,印 刷 装 置

の よ うな 各 種 の装 置 と機 能 を追加 して,新 しい補 助 適 用業 務 を使 え る よ う ワ ー ク

ス テ ー シ ョ ンを拡 張 しな けれ ば な り ませ ん 。

この ワー クス テ ー シ ョ ンは,個 別 コ ン ピ ュ ・」テ ィ ングを独 立 型 デ ス ク トップか

ら統 合知 能 オ フ ィス ・ワ ー クス テ ー シ ョンへ拡 大 す る新 世 代 の パ ー ソナ ル ・コ ン

ピ ュー タ とい う こ とを 実 質 的 に意 味 しま す 。

この 広範 な オ フ ィス活 動 に ア ドレス す るた め に ワー ク ス テ ー シ ョンをパ ッケ ー

ジ化 しただ け で は十 分 とは言 え ませ ん 。 ワ ー クス テ ー シ ョ ンの能 力 が経 営者 の要

件 を満 た す も う1つ の 鍵 は個 人 化 と い う こ とです 。 こ うす る こ とに よ って,現 在

の業 務 習慣 に 一致 した 固有 の個 人 化 作 業 環 境 の定 義 が,経 営 者 に と って 可 能 に な

らな けれ ば な り ませ ん 。 この点,実 例 を あ げ て も う少 し明確 に して み ま す。

経 営 者 用 の電 子 カ レ ンダ ーを考 え て み ま し ょ う。 あ る経 営者 は,朝 早 く出社 し

て まず 郵 便 物 関 係 とデ ス ク ワー クを さば き,午 前 もか な り遅 い時 点 で な い と会 合

に は応 じませ ん 。 ま た,な か に は会 合 や面 会 の開 始 時 間 を早 く して,1日 の 中間

時 点 に は これ を 終 え,夕 方 の テ ニ ス や ゴル フ に備 え た い と い う経 営 者 もお られ る

で し ょ う。朝 寝 が 好 き だが 夜遅 くまで 働 くと い う経 営 者 もお られ ま す 。

経 営 者 は勤 務 時 間 を指 定 す る権 限 を も って い るは ず で,シ ス テ ムの ほ うが この

個 人 の ス タ イル に 合 わ せ ま す。 この逆 は あ り ませ ん 。
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次 は,経 営 者 の 郵便 物 の さば き方 を考 え て み ま す 。郵 便 物 を 読 み,そ の処 理 を

委 任 し,配 布 す る順 序 は,個 人 の性 格 によ りま った く変 わ って きます。 日付順 に並

べ るか,案 件 別 か,手 紙 の 差 出人別 か,至 急 が 先 か親 展 が先 か,電 話 の メ ッセ ー

ジは ま と めて か,か か って き た順 番 か 。

電 子 受 信 の1順序 は,あ る製 品 設 計 者 の 意 見 で は な しに,自 分 が個 人 的 に選 定 し

た もの を,経 営者 が選 べ るよ うに な って い な けれ ば な りませ ん。

ま た,権 限 の 委 譲 問題 に っ いて も考 え て み ま しょ う。 委 譲 の 内 容 は,経 営者 に

よ って違 って き ます。 自分 の カ レ ンダ ー,受 信 事 項,フ ァイ ル に ア ク セ スで き る

人 を経 営 者 は 指 定 で きな けれ ば な りま せ ん。 ま た,特 別 な旅 行,休 暇,あ る い は

特 殊 要 件 に基 づ い て その指 定 を調 整 す る こ と も可能 で な けれ ば な りませ ん 。

考 え られ る こ の よ うな 条 件 の リス トは まだ ま だ続 き ます。 い くつ か を あ げ る だ

け で も,言 語 の 選 択,文 書 の形 式,フ ァイ リ ングの位 置,特 注 の カ ラ ー ・イ ンタ

フェ ー ス等 々で す 。

さて,こ の 問 題 は この く らいで や め て お き ます 。 これ で経 営 者 用 ワ ー クス テ ー

シ ョ ンの 定 義 は す ん だで しょ うか 。 それ が,ま だ な の で す 。 た しか に,経 営 者 の

デ ス ク上 の ワ ー ク ステ ー シ ョンはす み ま した。 しか し,考 え て お か な けれ ば な ら

な い経 営 者 の要 件 が ま だ2っ あ ります 。 す な わ ち,出 退 社 途 中 と 自宅 にお け る ワ

ー ク ス テ ー シ ョ ンの使 用 に つ い て で す。

この2っ の使 用 法 は,前 に 述 べ た高 頻 度 ユ ーザ ーに関 連 す る もの で す 。 この 猛

烈 経 営 者 は,月 曜 の 夜 の フ ッ トボ ール の試 合 の ハ ー フ タイ ム も待 て ず に,翌 日の

午 後 に必 要 な新 しい コス ト分 析 にっ いて,彼 の あ われ な ス タ ッ フ連 に指 令 を出 す

と い う タ イプ で す 。 また,こ の 経 営者 は,彼 の ス イ ー トル ー ムか ら自分 宛 の郵 便

物 に ア ク セ スで き な けれ ば,ラ ス ・ベ ガ スで 開催 の全 国販 売 会 議 もお ち お ち と楽

しめ な い タ イプ な ので す 。

追 加 の こ の2っ の用 法 が 求 あ る主 要 な 建 設 ブ ロ ックは,持 ち運 び可 能 とい う こ

と と,子 供 の い た ず らに対 す る保 護 を備 え た パ ッケ ー ジ方 法 とな りま す。 言 うま

で も あ りませ ん が,こ の ほか に オ フ ィス の ワー ク ス テ ーシ ョ ンとの互 換性 も求 め
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られ ま す。

こ の よ うに して,経 営 者 が ワ ー ク ス テ ー シ ョ ンに求 め る要 望 の 幅 の広 さ とい う

もの を 見 て い く と,ベ ンダ ー社会 が 直 面 して い る問題 に っ いて,私 は次 の よ うな

最 終 的 コ メ ン トを して おか な けれ ば な らな い と考 え ま す 。 ユ ーザ ーに対 して そ の

要 望 に応 え,供 給 者 と して成 功 を お さ め る に は,ベ ンダ ーは 一連 の挑 戦 と責 任 に

直 面 して い ると い う こ とで す 。

第1の 挑 戦 は,融 通 性 を最 大 にす る適 切 な オ プ シ ョン付 で,経 営 者 ワ ー ク ス テ

ー シ ョ ンを前 述 の ワ ー クス テ ー シ ョ ン連 続 体 の上 の最 良 の 「点 」 に確 定 す る とい

う こ とで す 。

ワ ー クス テ ー シ ョ ンの パ ッケ ー ジ化 に つ いて1つ の シナ リオ を確 定 した と して

も,ユ ーザ ーが 実 際 に欲 して い る もの に つ いて,事 実 関係 をす べ て取 り込 ん だ と

い う こ とに は な りませ ん 。 変 化 の急 激 な 市 場 で は要 件 を識 別 す る こと 自体 も複 雑

に な って ぎ ます 。 お そ ら くこれ が 理 由 とな り,IBMで さえ,ワ ー ク ス テ ー シ ョ

ンの戦 略 に つ いて は正 式 な言 明 を行 って い ませ ん。SNA,DIA,お よ びDCNA

の よ うな ア ーキ テ クチ ャーに つ いて の 戦 略 上 の言 明 の 従 来 の 記録 か ら考 え る と,

これ はIBMと して はか な り異 例 な こ とで す。

IBMの アプ ロ ーチ は,ユ ーザ ーの購 買 パ タ ーンに 見定 めが っ くまで は,重 複 す

る選 択 分野 で 当面 は凌 ぐ こ とで ワ ー クス テ ー シ ョ ンの市 場 を 空 っぽ に して お くこ

とだ と推 測 され ま す。 そ の裏 付 け は い ろい ろ あ りま す。3270はWPと 個 別 コ ン

ピ ュー テ ィ ング機 能 を備 え て い ま す。 デ ィス プ レ イラ イ タ ーは,個 別 コ ン ピ ュー

テ ィング機 能 と3270エ ミュ レ ー シ ョ ン機 能 を 備 え て い ま す 。PCはWPとSNA

を備 え,さ らに は ピー ナ ッツ,ク ラ ッカ ー ジ ャ ック等 が 地平 線 に 見 え か くれ して

い ま す。

第2の 挑 戦 は,い った ん 指 定 され た ワ ー クス テ ー シ ョン系統 の実 際 の 実 施で す。

IBMだ か ら こそ冗 長 な重 複 開 発 の ゆ と りが あ るわ けで す が,ATTを 例 外 と

す れ ば そ の他 の メ ーカ ーは,'あ らゆ る こ とを行 う資産 を持 って は い ませ ん 。 一部

の 解 決 策 と して は,接 続 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ンに対 して ア ーキ テ クチ ャーを 開 放 す

る方 式 が あ ります 。 っ ま り,ほ か の ベ ンダ ーの ワ ー クス テ ー シ ョ ン補 完 製 品 を許
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容 し,こ れ を探 し出 し,自 社供 給 の ワ ーク ス テー シ ョ ンと互 換性 の ある統 合 した

方 法 で,共 同 稼 動 す る機 能 を これ らに与 え る こ とで す 。

解 決 法 の も う1っ は,慎 重 な設 計 で す 。 つ ま り1多 種類 の ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン

に使 え る モ ジ ュ ール式 で互 換 性 の あ る構 成要 素 に します。 これ によ って,メ ー カ

ー側 の コ ス トが 低 下 し,使 用 効 率 と保 守 の しや す さが 向 上 しま す 。

最 後 の,し か も も っと も重 要 な挑 戦 は,経 営 者 用 ワー ク ス テ ー シ ョ ンの範 囲 を

越 え る もの で す 。

経 営 者 用 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ンを,統 合 した オ フ ィス ・シ ステ ムへ の窓 とみ な す

と こ ろに戻 って,ベ ンダ ーは,オ フ ィス ・シス テ ム製 品 ラ イ ンの卓 越 性 の主 な 基

準 を も う一度 よ く考 え て み る必 要 が あ ります。 っ ま り,次 の6つ のrC」 で す 。

「completeness」(完 全 性),「continuity」(連 続 性),「compatibility」

(互 換 性),rcontrol」(管 理),rcongeniality」(友 好 性),お よ びrcost/

effectiveness」(原 価 効 率)。

「完 全 性 」 とは,オ フ ィスを1っ の プ ロセ ス と して 認 識 して これ に ア ドレス す

る こと を意 味 します 。統 合 オ'フ ィス ・シス テ ムが 企 業 の 目的 に合 致 で き る度 合 い

は,オ フ ィスの プ ロセ ス を再 現 で き るた め に必 要 な 機 能 を提 供 す る際 の 完 全性 に

よ って 決 ま ります 。 これ は,用 務 員 か ら経 営 層 に い た る まで のす べ て の 人 員 の役

割 を理 解 す る こ と を意 味 しま す。

「連 続 性 」 と は,時 間 が 経 過 す る に つれ て 昨 日行 った投 資 が 明 日 に も保 護 され

る必 要 が あ る とい う こ と に関 連 します。 統 合 オ フ ィス ・シス テ ムは,ニ ー ズの 変

化 に対 応 して拡 張 が 可能 で,し か もオ フ ィス ・シス テ ムに重 要 な現 行 機 能 を陳腐

化 させ な い ア ー キ テ クチ ャ ーを採 用 しな けれ ば な りませ ん 。 個 人 用 と企業 用 の情

報 デ ー タ ベ ー ス,意 思 決 定 サ ポ ー ト道 具 を含 む 適 用 業 務 ソ フ トウ ェア,通 信 ネ ッ

トワ ー ク,お よ び 経 営 者 用 ワ ー クス テ ー シ ョ ンを含 む周 辺 機 器 の よ うな システ ム

要 素 の設 計 の し直 し,実 施 のや り直 し,ま た は取 替 え の よ うな事 態 を ユ ーザ ーが

強 制 さ れ るよ うで は な り ませ ん 。

「互 換 性 」 は,エ レク トロ ニ ク ス ・オ フ ィス用 の あ らゆ る要 素 とあ らゆ る技 術
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を1つ の ベ ン ダ ー が 提 供 す る こ と は不 可能 だ とい う こ とを認 識 す る もの で す 。

IBMで さ え,次 世 代PBXや 人 工 知 能 の よ うな 戦 略 的 製 品 要 素 の提 供 にっ い

て は外 部 に 目を向 けて い ます 。

統 合 オ フ ィス ・シス テ ムは,多 くの ソース か ら鍵 と な る技 術 を利 用 す る た め,

産 業 と事 実 上 の標 準 に基 づ いた 開 放 ア ー キ テ クチ ャー を もた な け れ ば な りませ ん。

私 の表 現 につ いて誤 解 が あ って は な らな いの で は っ き り言 う と,事 実 上 の標 準 と

はIBMの こ とで す 。

「管 理 」 と は,正 しい 出所 に対 して責 任 を割 り振 る と い うこ と の必 要 性 を示 し

て い ます 。 前 に も述べ た よ うに個 々 の オ フ ィス 職 員 は 自 分 の 環 境 を 管 理 しな け

れ ば な り ませ ん が,企 業 の デ ー タベ ー ス,安 全 保 護 、 ネ ッ トワ ー ク管 理 に対 し

て は 中央 制 御 が必 要 とな りま す。 ま た,制 御 の委 譲 方 法 の 決 定 を 可 能 にす る融 通

性 も,統 合 オ フ ィス ・シ ス テ ムに は組 み込 まれ て い な けれ ば な りま せん 。

「友 好 性 」 と い う言 葉 を,使 い古 され て きた言 葉ruser-friendly」(ユ ーザ ー

の親 しみ易 さ)に 換 え て 使 い ま した。 飛躍 的 な前 進 を必 要 とす る主 な技 術 は,ユ

ーザ ー ・イ ン タ フェ ー ス で す 。 結 局 の と こ ろ,詩 人 ロバ ー ト ・フ ロ ス トの 言 葉

の よ うに 「頭 脳 とはす ご い機 能 だ 。朝 目が覚 め ると同 時 に働 き は じめ,オ フ ィス

に到 着 す るま で は働 き を止 め よ う と は しな い 」 とい う こ とで す 。 人 間 が ワー クス

テ_シ 。ンに 向 き合 った 時 に起 こ りが ちなこの 精 神 の空 白状 態 。・これ を克 服 す るた

め に,統 合 オ フ ィス ・シス テ ム は 今後 も進 化 を続 けな けれ ば な り ませ ん 。

この挑 戦 は非 常 に重 要 で は あ りま す が,同 時 に危 険 性 を もは らん で い ます 。 実

現 方 法 の対 応 が 十 分に行 われ る前 に1っ の 技術 に とび上 って しま う とい う危 険 で

す。 例 を あげ る と,キ ー ボ ー ドを代 替 す る手 段 につ いて の す ご い競 争 の な か で,

私 た ち は い くっ か の貴 重 な 発 見 を しま した。 機 能 キ ー,マ ウ ス,タ ッチ ・ス ク リ

ー ン ,ラ イ ト ・ペ ン,音 声 等 で す 。 しか し,こ れ らの手 段 は まだ キ ーボ ー ドを代

替 す る に至 って いな い し,覚 え 方 は簡 単 で も使 い方 は キ ーボ ー ドよ り難 しい とい

う点 も多 々残 って い る ので す 。 音 声 に さえ も限 界 が あ って,デ ィス ク記 憶,通 信

コス ト,思 考 の編 成 等 の面 で は キ ー ボ ー ド入 力 よ り まだ効 率 が劣 る と され て い ま
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す 。

した が って,挑 戦 の 対象 は,こ れ らの 代 替 手段 の各 々の貢 献 度 を 理 解 し,世 界

中 の 最 良 の もの を取 り入 れ た イ ンタ フェ ー スを 開発 す る こ とに あ りま す 。

最 後 は 「原 価 効 率 」 で す 。 これ まで の5つ のCの 要 件 が満 足 さ れ た場 合,次 に

ユ ーザ ー に と って必 要 とな る保 証 は ,企 業 が 直 面 して い る問題 の 解 決 に原 価 効 率

と い う要 素 が 選 択 で き る と い う こ とで す 。 原 価効 率 とい う もの の必 要 性 に対 して

敏 感 にな るた め に,私 は最 後 に1っ の ガ イ ドライ ンを み な さん に提 供 して参 考 に

して い ただ き た い と思 い ま す 。 これ は 一 般 的 なOA機 器,特 に経 営 者 用 ワー クス

テ ー シ ョ ンの 評 価,選 定,購 入 に 関 す る こ とで す が,マ ーチ ィ ン ・ア レ ン氏 は次

の よ うな 洞察 力 に富 ん だ 名 句 を 残 して お られ ます 。

「な にか を 買 う最 良 の時 点 は去 年 で あ る,と い うこ とが経 済 学 の 研 究 に よ って

通 常 得 られ る結 論 で あ る」

ご 静聴 あ りが と うご ざい ま した 。
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